

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一：一億年ボタンと時の世界






　アレン＝ロードル、十五歳。

　俺には──剣けん術じゆつの才がなかった。いっそ自分でも情けなくなるほど、無才で無能な剣士だ。しかしそれでも、毎日毎日ひたすら我が武む者しや羅らに剣を振ふった。誰だれよりも多く、誰よりも長く、ただひたすらに剣を振り続けた。

『努力は必ず実を結ぶ』──母さんがそう言ってくれたからだ。

　彼女は女手一つで、俺をここまで育ててくれた。父さんは俺がまだ赤ん坊ぼうの頃ころに、流行はやり病やまいで死んでしまったそうだ。誠実で実直な人だったと聞いているけど……。顔も覚えてなければ、一いつ緒しよにいた記き憶おくもない。だから、正直なところあまりピンとこない。何でも真っ黒な髪かみは母さん似で、くっきりとした目は父さん似らしい。

　小さい時のことはそんなに覚えていないけど、それでも母さんが俺のために毎日身を粉にして働いてくれたことだけは、しっかりと記憶している。

　俺が今通っているグラン剣術学院の入学費と授業料だって、彼女が少ない給金を何年も貯ためて工く面めんしてくれたものだ。

　だから学院で『落第剣士』と蔑さげすまれても、クラスメイトにいじめられても、先生から厄やつ介かい者もの扱あつかいされても──どんなに苦しい毎日でも、絶対にサボることはしなかった。

　人の何倍も何十倍も努力して、いつかきっと立派な剣士になる。そしていつの日か、これまで苦労を掛かけた母さんに楽な暮らしをさせてあげるんだ。そう思って、ずっと剣術学院で頑がん張ばってきた。だけど、そんな努力も明日には──全すべて水の泡あわとなる。

　きっかけは、今日の夕暮れのことだ。

　俺がいつものように校庭で一人剣を振っていると、同じクラスのドドリエルが取り巻きの女子二人を引き連れてやってきた。

　ドドリエル＝バートン。

　よく目立つ青い髪を後ろでまとめた、バートン男だん爵しやく家の長男坊。身長は俺と同じ、百六十五センチほど。目鼻立ちの整った顔で、いつも周りに女生徒をはべらせている。そして何より、類たぐいまれな剣術の才能を持った──いわゆる『天才剣士』というやつだ。

　こいつのことは大だい嫌きらいだった。いつも俺のことを『落第剣士』と蔑み、いじめてくるからだ。普ふ段だんならば聞こえてないふりをして、ドドリエルの嫌いや味みをやり過ごす。

　だけど今日は、どうしても聞き逃のがせないことを言われた。

「取り消せよ……今の言葉……！」

「おいおい、本当のことを言われたからってそう熱くなるなよ……アレン？　子どもがゴミなら、親もゴミ──別におかしなことは言ってないだろう？」

「ドドリエル、お前……っ！」

　俺はカッとなって、奴やつの胸むな倉ぐらを摑つかみかかった。

「ちっ……薄うす汚ぎたない手で僕に触さわるな！　落第剣士風ふ情ぜいが！」

　ドドリエルは大きな舌打ちをして、目にも留まらぬ動きで俺の腹を蹴けり付けた。

「か、は……っ!?」

　大人顔負けの横蹴り──その凄すさまじい威い力りよくに、俺は大きく後ろへ吹ふき飛んだ。

　そうしてみっともなく尻しりもちをつくと、取り巻きの女生徒がクスクスと楽しげに笑う。

　俺は恥はずかしい思いをしながら、すぐに立ち上がって奴を睨にらみ付けた。

「お前の言う通り、確かに俺は才能のないゴミかもしれない……。でもな、だからって母さんをゴミだとは言わせないぞ！」

　指を差してそう言い放つと、ドドリエルは肩かたを竦すくめてため息をついた。

「はぁ……カエルの子はカエルって言うだろ？　お前みたいなゴミの親はゴミだって、昔から相場が決まっているんだよ」

　奴は心底同情するように嘲あざけりながらそう言った。

「お、お前……！」

　度たび重かさなる挑ちよう発はつによって我が慢まんの限界を超こえた俺は、感情のまま手に持つ剣をドドリエルへ向けた。しかし、奴はそれを気にも留めず、涼すずしい顔をして口を開く。

「おやおやぁ、そんなことしていいのかい？　それ以上は学則違い反はんになるぞ？」

「ぐ……っ」

　生徒同士の剣を用いた『私し闘とう』は、学則によって禁止されている。これを破れば、停学や退学といった厳しい処分が下る。

　もしも学院で最底辺の俺が私闘を演じれば……間ま違ちがいなく退学処分となるだろう。

「もちろん、私闘はしない。その代わり……ドドリエル＝バートン！　お前に『決闘』を申し込む！」

「へぇ……。落第剣士のお前が、学院きっての天才剣士であるこの僕に決闘を……？」

「あぁ、そうだ！　俺が勝ったら、さっきの発言は撤てつ回かいしてもらう！」

「あは！　おもしろい……おもしろいよ、アレン！　いいよ、もしお前が勝ったら、さっきの発言を取り消してあげるよ！　何なら頭でも何でも下げてやるさ！　ただし、もしお前が負けたら──」

　奴はそこで言葉を切ると、いやらしく口角を吊つり上げた。

「……もし、俺が負けたら？」

「そうだなぁ……その時はその場ですぐに、この学院を辞やめてもらおうか」

「なっ!?」

　ドドリエルが突つき付けた条件は、とんでもないものだった。

「当然だろ？　決闘は互たがいに対等な条件で臨のぞまなければならない──そんなことも知らないのかい？」

「し、知ってるさ！　でも、いくらなんでもこれじゃ、釣つり合いが取れてないだろ!?」

　片や前言の撤回。片や学院の退学。こんなもの対等な条件とは言えない。

「おいおい……。何を勘かん違ちがいしているんだ、落第剣士さん？　お前が学院を辞めることにそんな価値はないんだ。というかそもそも──お前自体にそんな価値はないんだよ？」

「……っ」

　悔くやしいけど、咄とつ嗟さに反論することができなかった。全てあいつの言う通りだからだ。俺の成績は、グラン剣術学院でぶっちぎりの最下位。成績不ふ振しんを理由にして、いつ辞めさせられてもおかしくない状じよう況きようだ。そんな俺が学院を辞めることに……確かに価値はない。

「……わかった。その条件で決闘を申し込む……！」

「あぁ、受けてやろう！　日時は明朝の九時──場所は体育館でどうだい？」

「それで構わない」

「くくっ。決闘の申し込み手続きは、僕が済ませといてあげるよ。アレンはせめて決闘が決闘として成立するように、お得意の『努力』をして精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばるがいいさ。……まっ、どうせ無む駄だな努力に終わることはわかりきっているけどね。あっははははははは！」

　こうして俺は明日、天才剣士ドドリエルと決闘することになった。

　今思えば、なんて馬ば鹿かなことをしてしまったんだろうな。

（だけど、もしまた同じことを言われたとしたら……。きっとあのときと同じように決闘を申し込んでいただろう……）

　母さんを馬鹿にされて、黙だまっていられるほど俺は腐くさっていない。

（でも、ドドリエルは強い……）

　あいつは正しよう真しん正しよう銘めいの『天才剣士』だ。大して練習もしていないのに、まるでスポンジのようにどんな技わざもすぐ自分のものにする。

　噂うわさによれば、都の名門剣術学院『五学院』から推すい薦せん入学の話まできているとか……。

（あいつが俺より強いことなんて、百も承知だ……。それでも明日だけは、絶対に負けられない……！）

　明日の決闘には、俺の学院退学が掛かっている。それに何より、ドドリエルが吐はいた母さんへの侮ぶ辱じよくを撤回させなければならない。

　そうして奴と別れた俺は一いつ旦たん寮りようへ帰り、それからすぐに剣を片手に森へ向かった。

　いつも素す振ぶりをしている場所に着いた後は、一心不乱に剣を振るう。

「ふっ、はっ、せいっ……！」

　ひたすらに我武者羅に遮しや二に無む二に──ただ黙もく々もくと剣を振り続けた。何もやけくそになったのではない。俺にはこれしかできないのだ。

　入学したての頃、俺は剣術学院の先生たちに頭を下げて、流派に入れてもらえるよう頼たのみ込んだ。しかし、

「──残念ながらお前には剣術の才能がない。うちの門を潜くぐらせることはできんな」

「おいおいおい！　こんなヘボイ剣で、よくもまぁ恥はずかし気もなく『弟で子しにしてくれ』何て言えたもんだなぁ？」

「『身の程ほど』って言葉、知っているかしら……？」

　全てきっぱりと断られてしまった。まるで取り付く島もなかった。だから俺は、剣の型も筋も技わざも──何も知らない。授業で教えられたのは、素振りの仕方と体の鍛きたえ方だけだ。

　だから俺が『修しゆ業ぎよう』としてできるのは、こうしてただ愚ぐ直ちよくに剣を振ることだけだった。

　それからしばらくして月明かりが周囲を照らし始めた頃、ついに剣を振る手が止まった。

「は、はは、ははははは……っ！」

　自然と乾かわいた笑いがこぼれた。

「馬鹿だなぁ、俺……っ。こんなことやったって、勝てるわけがないのになぁ……っ！」

　我武者羅に剣を振ったところで、きっとなんの意味もない。どうせ俺は明日、あの天才剣士に敗れる。それも見るも無残な惨ざん敗ぱいだ。

　俺とドドリエルの差は、たった一日でどうこうできるものではない。

（悔しい……っ。悔しい悔しい悔しい……ぐやじい！）

　悔しいけど、何度頭でシミュレートしても……あの天才に勝てるビジョンが浮うかばない。

「どうしたら、いいんだよ……っ」

　悔しくて悔しくて、涙なみだが溢あふれ落ちた。

（……勝ちたい。ドドリエルに勝って、母さんへの侮辱を撤回させたい……っ）

　だけど、俺には何もかもが足りていない。力が、才能が──そして何より時間が……。

「……畜ちく生しよう！」

　自分の無力感に打ちひしがれた俺が、地面を強く殴なぐり付けたそのとき、

「──ひょっほっほっ。随ずい分ぶんと思い悩なやんでいるようじゃな、若き剣士よ」

　突とつ如じよ、頭上からしゃがれた声が聞こえた。

「だ、誰だ!?」

　慌あわてて顔を上げるとそこには、背の低い老人が立っていた。頭とう髪はつも眉まゆ毛げも髭ひげも全てが真っ白。腰こしもはっきりと曲がっており、片手で杖つえをついている。何より不気味だったのは、ここまで近付かれているにもかかわらず、全く気配を感じなかったことだ。

「儂わしか？　儂はそうじゃのぉ……言ってみれば、『時の仙せん人にん』みたいなもんじゃ」

　謎なぞの老人はそう言って、地面につきそうなほど長く立派な髭をわしゃわしゃと揉もんだ。

「さて、若き剣けん士しよ。どうじゃ？　悩みがあるのなら、この老いぼれに話してみんか？」

「……あんたに話しても何も変わらないさ」

「じゃが、一人で抱かかえても苦しいだけじゃないか？　誰だれかに話すだけでも、存外に気は楽になる。なぁに遠えん慮りよはいらん。どうせ相手は、棺かん桶おけに片足を突っ込んだ爺じいじゃてな！」

　いったい何が可お笑かしいのか、彼は「ひょっほっほっ！」と楽しげに笑う。

「……そう、かもな」

　半ば自棄やけになっていた俺は、今の絶望的な状況をゆっくりと語り始めた。

　自分には剣の才能がないこと。剣術学院でいじめられていること。故郷に残した母のこと。明日の決闘のこと。そうやってこれまでずっと溜ため込んだものを全て吐き出すと、確かに少しだけ気が楽になった。

「なるほどのぉ……。それであれほど落ち込んでいたというわけか……」

　時の仙人は俺の話を馬鹿にすることなく、ちゃんと真しん剣けんに聞いてくれた。

　年の功というやつか、案外聞き上手な老人だった。

「ふむ、しかしそれならば……少し力になってやれるかもしれんぞ？」

「……どうやってさ」

　こんな絶望的な状況をひっくり返す大逆転の一手。そんな魔ま法ほうのようなものがあるのなら、是ぜ非ひとも教えてほしいものだ。

　すると時の仙人は、その皴の入った顔をグニャリと歪ゆがめた。

「ほほっ、それはの──こいつを使うんじゃよ」

　彼はそう言って、懐ふところから握にぎりこぶしほどの赤いボタンを取り出した。

「……なんだ、それ？」

「『一億年ボタン』──世にも珍めずらしき魔法のアイテムじゃ」

「一億年ボタン……？　魔法のアイテム……？」

「そうじゃ。このボタンを押した者は、一いつ瞬しゆんで一億年修業したのと同じ効果が得られる！　それはそれはありがたーいアイテムなんじゃ！」

「……胡う散さん臭くさいな」

　率そつ直ちよくな感想だ。

「まぁまぁ、話だけでも聞いとくれ。老い先短い爺の頼みじゃて……な？」

　時の仙人はそう言って、両手を擦すり合わせて頼み込んできた。ついさっき散々自分の話を聞いてもらったばかりだし……。ちょっとぐらいなら、と話を聞いてみることにした。

「わかったよ。なるべく手短にしてくれよな」

「おぉ、聞いとくれるのか！　ありがたや、ありがたや！」

　それから彼はゴホンと咳せき払ばらいをして、一億年ボタンについて語り始めた。

「一億年ボタンを押した者は『異界』へ移動し、そこで文字通り『一億年』の時を過ごす。その世界では、それはもう自由じゃ。ただボーッとするもよし。瞑めい想そうするもよし。ひたすらに修業をするもよし。なにせ時間だけは、たーっぷり一億年もあるんじゃからのぅ」

「一億年の間、ずっと修業ができる……？」

　今の俺にとっては、まさに夢のような話だ。

「うむ！　そこには家もあれば寝ね床どこもある──大きな浴場もじゃ！　それに加えて、食料の心配もいらんぞ？　なんと無限に食料が湧わき続ける魔法の食しよく糧りよう庫こがあるんじゃ！　さらに異界ゆえな、寿じゆ命みようの心配もいらん！」

「……っ！」

　寝しん食しよくも満たされ、時間はたっぷり、おまけに歳としまで取らないときた。

　あまりにも理想的過ぎる環かん境きように、俺は思わず生なま唾つばを飲み込む。

「ひょほほ！　どうじゃ、凄すごいじゃろ？」

　一通りの説明を終えた時の仙人は、ズイッと一億年ボタンを突き出した。

　俺はその赤いボタンをジッと見つめる。

（もし、もし本当に一億年も修業することができたら……）

　あのドドリエルにだって、勝てるかもしれない……っ。

　四年や五年程度の短い時間では、到とう底てい奴やつに追い付くことはできない。

（だけど、一億年もの時間があれば……。俺みたいな才能のない剣士でも、あの天才に追い付ける──いや、追い越こせる！）

　そこまで考えたところで、フッと現実に引き戻もどされた。

　自分がどれだけ馬鹿なことを考えているのか、それを理解してしまったのだ。

（あまりに話が出来過ぎている……。全く、何を真剣になっているんだか……）

　おとぎ話じゃないんだ。そんな夢みたいなことが、現実に起こるわけがない。

「それで……話はそれで終わりか？」

「おや……？　お眼鏡にかなわんかったかの？」

「凄いと思うよ。……その話が本当ならな」

「噓うそではないぞ！　儂は生まれてこの方、一度も噓をついたことがない！」

「そうか、それは凄いな」

　俺はそこで話を打ち切り、再び剣を取って素振りを始めた。

　どうせ勝てないとわかっているけど、せめてできる限りのことはやりたかった。

「むぐ……っ。一度だけ、一度だけで良いから押してみてはくれんか？　老い先短い爺の頼みじゃて……！」

　時の仙人は、両手を擦り合わせて懇こん願がんしてきた。

　まさかここまで必死に頼み込んでくるとは、少し予想外だった。

「はぁ……。わかった、わかったよ」

　一度だけ押せば、それで満足するだろう。そうして何の気なしにボタンへ手を伸のばしたそのとき──時の仙人が突とつ然ぜん真ま面じ目めな顔をして口を開いた。

「──若き剣士よ。一つだけ忠告をしておこう」

「まだ何かあるのか？」

「決して……決して自害だけはしてはならんぞ？　この先は異界とはいえ、お主の体はそれ一つ。死ねばそこで終わりじゃ」

　いったいどういうわけか、彼はえらく真剣な表情でそう念を押してきた。

「はいはい、わかりましたよっと」

　そうして俺は、時の仙人が持つボタンを押した。──否いな、押してしまったのだ。




　　　　■




　ふと気付けば、俺は見知らぬ場所に立っていた。

「……ここは、どこだ？」

　グルリと周囲を見回すと、どこまでも広がる茶色い土と大きな白い一いつ軒けん家やが目に付いた。

　それからもう一つ──空中に浮かぶ巨きよ大だいな数字の羅ら列れつ。

　０００００００００年１月１日00時01分31秒。

　一秒一秒と時を刻むそれは、おそらく時計のようなものだろう。

　ひとまず身の危険がないことを確かく認にんした俺は、次に何な故ぜこんなところに立っているのかを考えた。

「確か時の仙人から妙みような話を聞かされて……そうだ、一億年ボタンを押したんだ」

　そうすると……この不思議な場所は、彼の言っていた『異界』か？

「は、はは……っ。じょ、冗じよう談だんだろ……？」

　乾いた笑いがこぼれ、頭が真っ白になった。普ふ通つうに冷静に常識的に考えれば──あり得ない。一億年ボタンなんて噓っぱちだ。そんなものはおとぎ話の中の出来事だ。この現実世界に存在するわけがない。

　だけど──このあり得ない世界を見せられたら、一億年ボタンの存在を認めるしかなかった。

「絶対おかしい……よな？」

　上を見上げ、どこまでも続く青い空を見やった。

「……ない」

　そこにはあるべきはずのものが──『太陽』がなかった。それにもかかわらず、世界は眩まぶしい。暖かな光で満ちている。光のないところに光が差し、その反面どこにも『影かげ』がない。言うならば、世界の法則が乱れている。こんなものを見せられれば、ここが現実世界とは違ちがう『異界』だと認めざるを得ない。

　一瞬「夢か？」と思って、頰ほおをつねってみたが……すぐに鈍にぶい痛みが返ってきた。

　俺の意識は、感覚は、肉体は──確かにこの場所に存在している。

「間違いない、一億年ボタンは実在したんだ……！」

　そう結論付けた俺は、時の仙人の言葉をゆっくりと思い出した。

「『一億年ボタンを押した者は異界へ移動し、そこで文字通り一億年の時を過ごす』、だったよな……？」

　顔を上げて、空中に浮かぶ巨大な時計をジッと見つめた。

　時の仙人の話が事実ならば──あの時計がちょうど一億年を示すその瞬間まで、俺はずっとこの異界で修業をすることができる。

「──よし……よしよし、よしっ！」

　嬉うれしさのあまり、思わず叫さけんでしまった。

（勝てる……勝てるぞ……っ！）

　これだけ時間があれば、あの天才剣士──ドドリエルにだってきっと勝てる！

「まさかあの話が本当だったなんて……っ」

　ここから出たら、ちゃんと時の仙人にお礼を言わないとな。

「……っと、こうしちゃいられないぞ！」

　俺はすぐさま剣を引き抜ぬき、素す振ぶりを始めた。時間というのは、長いようで短い。一億年なんて、きっとあっという間に過ぎてしまうだろう。

（せっかく手に入れた大チャンス。一秒たりとも無む駄だにしてたまるか！）

　それから俺は一心不乱に剣を振り続け──次に時間を確認したのは、グゥーッとお腹なかが鳴った頃ころだった。

「あれ、もうこんな時間か……」

　空中の時計を見れば、既すでに二十時を回っていた。

　ここには太陽がないため、少し時間がわかりづらい。

「よし、そろそろ飯にしようかな」

　俺は素振りを中断し、目の前にある大きな白い家へ入った。

「──おぉ、外見よりだいぶ広いな！」

　母さんの住む実家よりも、今住んでいる寮りようよりもずっと広い。それにとてつもなく綺き麗れいだ。まるで毎日掃そう除じされているかのように、わずかな埃ほこりさえ見当たらない。

「えーっと、食材はどこにあるんだっけ……？」

　時の仙せん人にんの話によれば、無限に食料が湧き続ける魔法の食糧庫があるはずだ。

　その後、軽く家の中を散策すると台所に巨大な冷蔵庫を見つけた。

「もしかして、これかな……？」

　観音開きの大きな扉とびらを開けるとそこには、

「おぉ!?」

　肉に野菜、魚に牛乳──ありとあらゆる食材がぎっしりと詰つめ込まれていた。ちょうど目の前にあった大ぶりのトマトを手に取り、服で軽く拭ふいてからひと思いにかぶりつく。

「……っ！　う、うまい……っ！」

　まるで今朝けさ収しゆう穫かくしたばかりのような、新しん鮮せんで青々しい甘みが口の中を駆かけ抜ける。

　それから俺は調理のいらない干し肉と野菜を食べて、すぐに浴室へ向かった。

「で、でかいなぁ……！」

　想像していた十倍ぐらい大きいお風ふ呂ろだった。それに──。

「あぁー、いいお湯だ……」

　どういう仕組みになっているのか、調整も何もしていないのに湯加減はばっちりだった。

　熱過ぎず、ぬる過ぎず──程ほどよい温かさのお湯が、ゆっくり全身の筋肉をほぐしていく。

　その後、お風呂から上がった俺は、すぐに寝ね支じ度たくを整えて寝しん室しつへ向かう。途と中ちゆうで書庫のようなものを見かけたが、そこはサッと素通りした。修業以外のことに時間をかけるつもりはない。そんなことをしていたら、一億年なんてあっという間に過ぎてしまう。

「ふっかふかだぁ……」

　寝室にあった大きなベッドは、この世のものとは思えないくらい柔やわらかかった。しかも、ただ柔らかいだけではない。体をしっかり受け止めてくれる強さもあった。

　軽くて温かい掛かけ布ぶ団とんに包まれながら、ポツリと呟つぶやく。

「……最高だ」

　おいしいご飯、気持ちのいいお風呂、柔らかいベッド。そして何より──一億年という長い時間。これ以上はない。まさしく最高の環境だ。

「へへっ、こんなところで一億年も修業してみろ……。きっと凄い剣けん士しになれるぞ……っ」

　明るい希望と強い野望を胸に抱いだき、俺はゆっくりと眠ねむりについたのだった。




　　　　■




　この異界に来てから早十年。俺は毎日毎日ずっと素振りを続けた。十年も剣を振り続けていれば、『剣けん術じゆつの理り』というものがわかるようになった。

（最適化されたとでも言えばいいのだろうか……）

　剣を縦に振り下ろすとき、どのタイミングで力を入れるのか、逆にどのタイミングで力を抜くのか。曖あい昧まいな感覚ではなく、はっきりとした実感をもってわかるようになった。

　百年後。

　この頃には、様々な技わざを身に付けていた。例えばこんな風に、

「一の太刀──飛ひ影えいッ！」

　飛ぶ斬ざん撃げきまで撃うてるようになった。

　自分で編み出した様々な技に、名前を付けてみたりもした。まるで流派の開祖になったような気がして、とても楽しかった。

　千年後。
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　……少し、疲つかれてきた。肉体的な疲れではない。多分、精神的なものだ。

　毎日毎日同じことの繰くり返し。剣を振って、ご飯を食べて、寝る。千年もの間、ただずーっとそれだけをして過ごしてきた。新たな刺し激げきのない、無味乾かん燥そうで単調な毎日。来る日も来る日も同じことの繰り返し。その生活に心が疲れてしまった。

　ある日、俺はちょっとした気晴らしにと思って散歩してみた。

　すると驚おどろいたことに、この異界は思っていたよりもずっと狭かった。

　結論から言えば、ここは小さな球体だ。家を出てしばらく真まっ直すぐ歩けば、すぐ家の裏口につく。ここはグラン剣術学院の校庭よりも遥はるかに狭い、とても小さな世界だった。何というか、このとき初めて『寂さびしい』と思った。

「母さん、元気にしてるかなぁ……」

　そうして俺は、今日も一人剣を振り続ける。

　一万年後。

　人間というのは不思議なもので、この環かん境きようにもすっかり適応することができた。

（思い返してみれば、五千年あたりが一番きつかったな……）

　あのときは肉も魚も野菜も──どれを食べても全く同じ、味のないゴムを嚙かんでいるようだった。ドアノブに挨あい拶さつをするのが日課になったあたりで、これはさすがにまずいと心底思いつめた。

　しかし、そんな危機的状じよう況きようは、案外簡単に乗り越こえることができた。

　人がいない孤こ独どくな環境を『当たり前』だと認識したその瞬間、心がスッと軽くなった。空を飛べないことに対し、誰だれも不思議がったりはしない。鳥みたく翼つばさがないんだから、それは『当たり前』のことだ。つまり──この誰もいない孤独な環境を『当たり前』と認識できれば、それはもうただの日常であり常識と化す。

　まぁ早い話が『心の殺し方』を覚えたというわけだ。

「──ふっ！　はっ！　せいっ！」

　そうして俺は剣を振り続ける。誰もいない孤独で、それが『当たり前』な世界で。

　十万年後。

　最近、剣術以外のことにも目を向けるようになった。特に熱を入れているのは──料理だ。これが中々どうして奥が深い。刃はの入れ方一つで、食材は様々な顔を見せてくれる。

　俺はまな板の前に立ち、静かに意識を集中する。

「八の太た刀ち──八や咫た烏がらすッ！」

　刹せつ那な、八つの斬撃が宙を舞まい──まな板の魚を八枚におろす。

　捌さばき立てで鮮せん度ど抜ばつ群ぐんのお刺さし身みに軽く醬しよう油ゆをつけ、そのまま口へ運び込む。

「──うん、おいしい！」

　その後、書庫にあった料理本を参考にして様々な技を覚えた。半月切り、乱切り、短冊切り。そこには俺の知らない様々な斬撃が載のっていた。

（これを昇しよう華かさせれば、きっととんでもない技になるぞ……！）

　そんな期待と興奮に胸を膨ふくらませながら、俺は厳しい修しゆ業ぎように臨のぞんだ。

　百万年後。

　結論から言えば、期待ハズレだった。

　料理は料理、剣術は剣術──こんな簡単なこと、冷静に考えれば誰にだってわかる。

　いくら千切りが早くなったところで、それはどこまでいっても千切りの域を出ない。

　俺が倒たおすべきは、天才剣士ドドリエルであって、肉厚のキャベツではない。

（ぐっ、なんて時間の無駄をしてしまったんだ……っ）

　どうやら俺の頭は、少しばかりおかしくなっていたようだ。

　しかし、それも無理のない話だろう。なにせこの誰もいない何もない世界で、心を殺しながらずっと一人で剣を振っているのだから。

「ふー……っ」

　大きく深呼吸をして、心と体を落ち着けた。

（……大だい丈じよう夫ぶ、まだ慌あわてるような時間じゃない）

　なんと言っても、俺にはまだ九千九百万年もの時間が残されている。

（よし……とりあえず、今できる最善をやり続けよう！）

　そうしてしっかり気持ちを切り替かえた俺は、再び『剣術の道』を邁まい進しんし始めたのだった。

　一千万年後。

　俺は新たな修業法として、『自分自身と戦う』術すべを身に付けた。

　意識を集中させ、ゆっくりと目を閉じれば──瞼まぶたの裏に自分の姿が浮うかび上がる。

　もう一人の俺とも呼べるその存在は、凄すさまじい殺気を放ちながら正せい眼がんの構えを取った。

　どこまでも基本に忠実なそれは、全くと言っていいほどに隙すきがない。

　それに対して俺は、鏡合わせのように正眼の構えを取る。

　そうして互たがいの視線が交こう錯さくした瞬しゆん間かん──まるで取り決めがあったかのように、俺たちは同時に駆け出した。

「「ハァ……ッ！」」

　剣と剣が激しくぶつかり合い、甲かん高だかい音と共に火花が舞い散る。

　両者の技量は、当然ながら完全に互ご角かくだ。互いが互いの剣術を熟知し、その弱点をも知り尽つくす。いつまでも終わらない、果てのない剣けん戟げき。

　俺の剣術は、今まさに『灼しやく熱ねつの時』を迎むかえていた。

　五千万年後。

　ちょうど『一億年の半分』が過ぎたあたりで、フツフツと焦しよう燥そう感が湧わき上がってきた。

　五千万年という途と方ほうもない時間、ただひたすら剣を振り続けた結果──才能のない俺も少しは強くなれた……と思う。

（だけど、今のままで本当にあの天才剣士に勝てるのか……？）

　ドドリエル＝バートンは、百年に一度の天才だ。あいつは都でも有名な時雨しぐれ流りゆうの門もん弟ていであり、その中でも一、二を争うほどの実力だと聞く。

　あの細身からは想像もできない圧あつ倒とう的な身体能力。様々な剣をまるで手足のように扱あつかう器用さ。一目見ただけで、ありとあらゆる技を模も倣ほうする剣術の才能。ここら一帯でドドリエルの名を知らない者はない。まさしくグラン剣術学院『最強の剣士』だ。

（……このままじゃ駄だ目めだ）

　俺の剣には『ナニカ』が足りていない。

　気持ち・経験・凄すごみ──それがいったいなんなのか、今はまだよくわからない。

（だけど、ドドリエルを倒すような『特別なナニカ』が欠けている……っ）

　残り時間は『まだ』五千万年……いや『もう』五千万年しかない。

　ふと思い返してみれば、本当にあっという間の出来事だった。

　一億年ボタンを押したことが、つい昨日のことのように思い出される。

（とにかく、急がないと……っ）

　そんな焦あせりに心を焼かれながら、

「──ふっ、はっ、せい！」

　俺は一心不乱に今日も今日とて素す振ぶりを続けた。鬼き気き迫せまる勢いで修業に励はげみ、朝昼夜の区別なく全すべての時間を剣術へ注ぎ込んだ。

（くそ、速いな……っ）

　時間というのは不思議なもので、集中すれば集中するほどにその『速度』を増していく。

　楽しいことをしているときの時間は、一瞬で過ぎてしまうというあの現象だ。

『惜おしい』『短い』『もう少し』──そう思った瞬間、時間は加速してしまう。

　そうしてひたすら剣を振り続けていると、気付けばもう『終わり』がきてしまった。

　空中に浮かぶ時計はついに０９９９９９９９９年12月31日23時59分59秒となり──その一秒後、この世界はゆっくりと崩ほう壊かいし始めた。

「終わっ、た……」

　大きな白い家と役目を終えた時計は、白い粒りゆう子しとなってゆっくり消えていく。

　俺という存在が、現実世界へ引き戻もどされていく。

（後もう一度だけ、もう一周だけ──『一億年』が欲ほしい……っ）

　ドドリエルに勝つための『特別なナニカ』は、きっともうすぐそこだ。手を伸のばせば、指が掛かかりそうなところまできているはずだ。

（くそ、後ほんの少しなのに……っ）

　俺はそんな歯がゆい思いを嚙み締しめながら、世界の崩壊に吞のまれていった。




　　　　■




「あ、れ……？」

　気付けば俺は、随ずい分ぶんと懐なつかしい場所に立っていた。ここはそう、一億年前によく修業していた森の中だ。空を見上げれば、そこには当たり前のように眩まぶしい太陽がある。どうやら、現実世界へ戻ってきたようだ。

「ひょほほ、どうじゃ？　一億年もの間、ただひたすらに剣を振り続けた感想は？」

　時の仙せん人にんはパンパンと手を叩たたきながら、楽しげに問い掛けてきた。

「なんだか、不思議な感じだ……」

　特段体に異変はない。ただ少しだけ、頭がボーッとする。

「俺は……本当に一億年も修業をしたのか……？」

　心が体に追い付いてこない。まるで長い間、ずっと夢を見ていたかのような気分だ。

　一億年ボタンもあの不思議な異界も、全て夢だったんじゃないかと思えてしまう。

「ふぅむ、どうやらちょっとした『時間酔よい』を起こしているようじゃな……。まぁ、安心するがよい。お主が必死に剣けんを振り続けた一億年は、ひたすら努力を続けたあの時間は、ちゃんと現実ものになっておるからの」

「そう、なのか……？　そんな実感は全くないけど……」

「ひょっほっほっ！　大き過ぎる変化ゆえ、気付いておらんようじゃな！　『百聞は一見に如しかず』──どれ、一つ剣を振ってみてはどうじゃ？」

「……そうだな」

　あの一億年が夢か現げん実じつか。それは剣を振ってみれば、一発でわかることだ。

　そうして腰こしに差した剣に手を伸ばしたそのとき、

（ん……？）

　鞘さやが手に吸い付いてくるような、奇き妙みような感じがした。力を入れて持たずとも、意識して握にぎらずとも、鞘の方から手にくっついてくる。そんな不思議な感覚だ。

（まさか、な……）

　ほんのわずかな期待を持ちつつ、軽く剣を振ってみた。

「せいっ！」

　その瞬間──凄まじい風が吹ふき荒あれ、木々が大きくざわめく。

「……っ!?」

　俺の目がおかしくなければ、今の斬ざん撃げきは三つに枝分かれした。

　空間が捻じ曲がった──そんな錯さつ覚かくを起こすほどのとてつもない一撃だった。

「ひょっほっほっ、凄いではないか！　見み違ちがえたぞ、若き剣士よ！」

　時の仙人は手を叩いて笑っていたが、俺はそれどころではなかった。

（ゆ、夢じゃない……っ!?）

　あの異界で身に付けた斬撃をそっくりそのままこの現実世界でも再現できた。

（い、今の感覚を忘れないうちに……もう一度だ……っ！）

　逸はやる気持ちを剣に乗せ、今度は横切りを試ためしてみる。

「はっ！」

　その数秒後──『ザンッ！』という風を切る音が遅おくれて聞こえてきた。

　俺の斬撃は、いとも容た易やすく『音』を置き去りにしたのだ。

「す、凄い……っ！」

　体が剣に馴な染じむどころの話ではない。

　体と剣が一つになったような、とんでもない全能感に包まれた。

「ひょほほ！　どうじゃ、まるで生まれ変わったような気分じゃろう？」

「あぁ、本当にその通りだよ……っ！」

　一億年の修業に耐たえ抜ぬいた俺の手には、剣術の理が握られていたのだ。

（でも、まだだ……まだ足りない……っ）

　これじゃ駄目だ。このぐらいじゃ、きっとドドリエルには勝てない。

　確かに俺は、今までとは比べ物にならないほど強くなった。

　もしもあいつとの決けつ闘とうが袈け裟さ斬ぎり・斬り上げ・薙なぎ払はらいのような『単純な斬撃』のみならば、少なくとも互角以上の戦いができるだろう。

（だけど、ドドリエルには時雨流の『技わざ』がある……）

　流派の技とは、すなわち時間の結けつ晶しよう。先人が長い年月を掛けて生み出した必殺の斬撃だ。

　どこの流派にも入れてもらえなかった俺は、それを何一つとして持っていない。これはとてつもなく大きな『差』を生む。

（その大きな差を埋うめて、あの天才剣士に打ち勝つためには──やっぱり『特別なナニカ』が必要だ……っ）

　そしてそれを身に付けるためには、まとまった時間がいる。

「なぁ、もう一度……。もう一度だけ、一億年ボタンを押させてくれないか……？」

　俺が駄だ目め元もとで聞いてみると、時の仙人はニィッと口角を吊つり上げた。

「あぁ、いいともいいとも……。気が済むまで、何度でも押すがいい！」

　そうして彼は、快く一億年ボタンを手て渡わたしてくれた。

「ほ、本当か!?　ありがとう、ありがとう……っ！」

　俺はちゃんと感謝の言葉を述べ、再びそのボタンを押したのだった。




　　　　■




　気付けば俺は、またあの『時の世界』に立っていた。空中に浮かぶ大きな時計は、０００００００００年１月１日00時00分01秒を指している。

（今、何周目になるんだろうな……）

　十を超こえたあたりからは、さすがにもう数えていない。多分、十四か十五あたりだろう。

　なんとなくだけど、二十には届いていない気がする。

　──あれから俺は、現実世界と時の世界を幾いく度どとなく往復した。特別なナニカを摑つかむため、ただ黙もく々もくと修業に励んだ。しかし……その結果は芳かんばしくない。

（これが『才能の壁かべ』なのかな……）

　後もうちょっとのはずなのに……。その『もうちょっと』がとてつもなく遠い。目の前には透とう明めいな分厚い壁が──絶対的な才能の壁がそびえ立っていた。

　これまで幾度となく感じてきた凡ぼん人じんと天才の差……いや、落ちこぼれと天才の差。それを今、かつてないほどはっきりと認識することができた。

　それでも俺は、諦あきらめなかった。『努力は必ず実を結ぶ』──母さんの言葉を信じて、来る日も来る日も無心で剣を振り続けた。

　するとそんなある日──突とつ然ぜん、異変が起きた。

「こ、これは……っ!?」

　いつものように剣を振り下ろしたその瞬しゆん間かん、剣先の通った空間がわずかに揺れた。

　決して見間違いなんかじゃない。ほんの少しだけど……空間を、世界を断たち斬ったのだ。

「は、はは……。これだよ、これ……っ！　俺が求めていた特別なナニカは、この斬撃だ！」

　才能の壁に小さな穴が開いた。十数億年もの努力が、ようやく芽を見せてくれた。

　俺はその後、十万年、百万年とひたすら剣を振り続けた。剣先の通った後にできる『揺れ』は、日を追うごとに大きくなっていく。成長を実感できること、それがたまらなく嬉うれしかった。

　そうして一心不乱に素振りを繰くり返していると──気付けば、空中の時計は０９９９９９９９９年12月31日23時59分30秒を指していた。

　もう後三十秒もすれば、また現実世界へ引き戻される時間だ。

「ふー……っ」

　──いける。

　次の一振りで『特別なナニカ』……いや、『世界を断ち斬る斬撃』が手に入る。

　何な故ぜかわからないけど、俺にはその確信があった。

「この時の世界とは、もうさよならだな……」

　世界を断ち切る斬撃が完成したら、俺はいよいよドドリエルとの決闘に臨のぞむ。

　十数億年もの間、ずっとお世話になってきたこの世界とは今日でお別れだ。

　そう思えば、何とも言えない不思議な気持ちが込み上げてくる。

　嬉しさ、悲しさ、恋こいしさ……それらがないまぜになった複雑な感情だ。

「──よし、やるか」

　気持ちの整理をつけた俺は、大上段に構えた剣を一気に振り下ろす。

「ハァッ！」

　その瞬間、空間に巨きよ大だいな亀き裂れつが走り──時の世界は音を立てて崩くずれていったのだった。
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　──声が聞こえた。

「アレ……起……っ！　何時……と思っ……早……起き……！」

　何を言っているのかはよくわからないけど、なんとなく俺を呼んでいるような気がした。

　そのままゆっくり目を開ければ、青い空がぼんやりと見えた。

　どうやら、仰あお向むけになって寝ねているらしい。

（あれ……？　俺は、何を……？）

　ぼやけた視界が徐じよ々じよにはっきりしていき、それに伴ともなって他の感覚も戻もどってきた。

　ひんやりした土。草葉の青いにおい。カラカラに乾かわいた口内。眩しい太陽の光。

　そして──俺を呼ぶ声。

「──アレン！　おい、早く起きな！　全く、どこで寝てんだい!?」

　目の前には、上から覗のぞき込むようにした寮りよう母ぼのポーラさんの姿があった。

「っ!?」

　俺は慌あわてて跳はね起き、

「い、今、何年何月の何時何分だ……!?」

　すぐさま現在の時間を確認した。するとポーラさんは、呆あきれたようにため息をつく。

「はぁ……アレン？　あんた、まだ夢を見てんのかい？」

「あっ、いや、そうか……終わったんだ」

　俺は十数億年の修しゆ業ぎようを終え、この現実世界に帰ってきたんだ。

「そうだ、時の仙せん人にんは……!?」

　慌てて周囲を見回したけど、彼の姿はどこにもなかった。

「あ、れ……？」

「と、時の仙人……？　アレン……あんた、ほんとに大だい丈じよう夫ぶかい？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす俺に、ポーラさんは優やさしく声を掛かけてくれた。

「いやその……す、すみません……」

「そういや、えらくうなされていたけど……悪い夢でも見たのかい？」

「そうかも、しれません……」

　もしかすると、あれは夢だったのかもしれない。いや、きっと夢だったに違いない。

　常識的に考えて、一億年ボタンなんてあるわけがない。

「悪い夢なら聞いてやるよ。そうすりゃ、現実にゃならないからね」

「……あまり詳くわしく覚えてないので、その……すみません」

　噓うそだ。本当はこれ以上ないほどはっきりと覚えている。

　だけど、あんな荒こう唐とう無む稽けいな話をしたってきっと笑われるだけだ。

「そうかい。それなら、さっさと寮へ戻んな！　とっくの昔に朝ごはんはできてんだよ？　早く食べてくれないと、片付きゃしない！」

　彼女はそう言って踵きびすを返し、寮の方へ歩いていった。

「す、すみません……」

　平謝りをしながら、彼女の後を追おうとしたそのとき──視界の端はしに妖あやしく光る赤色のボタンが映った。見間違えるわけがない。あれは……そう。

「一億年ボタン!?」

　思わず、体が震ふるえた。

（もしかしてアレは、夢じゃなかったのか……!?）

　生なま唾つばを飲み込み、ゆっくりとそれを拾い上げる。

「ふー……っ」

　そして二、三度深呼吸をしてから、意を決してボタンをグッと押し込んだ。

　しかし──何も起きなかった。

「まぁ、そうだよな……」

　時の仙人も、一億年ボタンも、時の世界も──やっぱり全部夢だった。そりゃそうだ。あんなおとぎ話みたいなこと、現実に起こるわけがない。そうしてポイッとボタンを投げ捨てたそのとき──あることに気が付いた。

　一億年ボタンに大きな太刀傷のようなものがついていたのだ。

（あれ……？　こんな傷、あったっけ……？）

　もう一度じっくり見ようと、投げ捨てたボタンの方へ近付けば、

「こらっ、アレン！　なに道草食ってんだい！　早く来な！」

　前方から通りのいいポーラさんの声が聞こえた。

「は、はい！」

　それから俺は奇き妙みような輝かがやきを放つボタンはそのままにして、彼女の後を追って寮に戻った。




　　　　■




　ポーラ＝ガレッドザール。

　俺が住んでいる寮の寮母さんだ。身長二メートルを超こえる巨きよ軀く。迫はく力りよくのある顔立ち。黒いシャツの上に真っ白いエプロン。常に腕うでまくりをしており、そこから見える二の腕は俺の三倍はある。一見するととても怖こわくて近寄り難がたいけど、実際はとても優しい人だ。

　寮に戻った後、彼女の作ってくれた朝食を平らげた俺は両手を合わせる。

「──ごちそうさまでした」

「あいよ、今日もよく食ったね！　いいこった！」

　彼女は俺の背中をバシンと叩たたいて豪ごう快かいに笑う。

「っと、そういえばあんた……学校は大丈夫なのかい？」

「っ!?」

　その瞬間、心臓がドクンと跳ねた。

　そう言えば……今日は朝九時から、ドドリエルと決けつ闘とうをする約束があった。

「い、今何時ですか!?」

「んー、七時五十分だね」

　ポーラさんはそう言って、壁かべ掛け時計を指差す。

「そ、そんな……」

　ここからグラン剣けん術じゆつ学院まで、どれだけ急いでも三時間はかかる。後一時間ちょっとでは、到とう底てい間に合うわけがない。『決闘』というのは、単なる口約束ではない。剣術学院で定められた制度の一つだ。試合開始から一秒でも遅おくれたらその瞬間に不戦敗となってしまう。

（多分……いや、確実に間に合わない）

　でも、だからと言って部屋で不ふ貞て腐くされてはいられなかった。『行かない』という選せん択たく肢しはない。ドドリエルの奴やつに『逃にげた』と思われるのだけは絶対に嫌いやだ。

「い、行ってきます……っ！」

「気を付けな、怪け我がすんじゃないよ？」

「はい！」

　それから俺は勢いよく寮を飛び出し、必死になって走った。走って走って、無我夢中のままに走り続けた。

（……あれ？　なんかいつもより、体の調子がいいな）

　一歩また一歩と前に進むたび、景色がどんどんと変わっていく。

　その後、なんとか学院に到とう着ちやくした俺は、すぐさま第二校舎の決闘受領所へ向かった。

「──お、遅れてすみません！　今日の朝九時から決闘をする予定のアレン＝ロードルです！　受付はまだやっていますか!?」

　俺が泡あわを吹ふいてそう言うと──眼鏡を掛けた受付の男性は、手元の紙に目を落とし「おや？」と首を傾かしげる。

「これまた随ずい分ぶんと早く来ましたね。まだ試合開始の一時間前ですよ」

「……え？」

　思わず、間ま抜ぬけな声を出してしまった。

「い、一時間も前……ですか？」

　そんな馬ば鹿かなことあるわけがない。

　俺が家を出たのは七時五十分。たったの十分で学院に着くわけがない。

「えぇ、ほらこの通り」

　彼がそう言って指差した置き時計は、確かに八時を指していた。

（本当に、十分しか経ってない……。もしかして寮の時計が壊こわれていたのだろうか……？）

　とにかく助かった……。これで不戦敗だけは免まぬかれることができた。

　後は持てる力の全すべてを──これまでの努力をドドリエルにぶつけるだけだ。




　　　　■




　予想外に早くグラン剣術学院へ到着した俺は、食堂でいつもの『格安のり弁当』を食べて時間を潰つぶす。ついさっき朝食を食べたばかりなのに、何故かとてもお腹なかが空すいていたのだ。そうして予定時間の五分前には、決闘の場である体育館へ向かった。

　そこで俺は──圧あつ倒とうされることになった。

「な、なんだよ……これ……!?」

　早朝だというのに、体育館には溢あふれんばかりの生徒が詰つめかけていた。

「うわっ、落第剣士様の登場だぞ！」

「やっといなくなるのね！　毎日馬鹿みたいに剣を振ふって、ほんと見苦しかったのよ！」

「ドドリエルには感謝しないとな！　学院の厄やつ介かい者ものを追い払はらってくれるんだから！」

　同級生から、耳を塞ふさぎたくなるようなヤジが雨のように降り注ぐ。

「ど、どうして……!?」

　そんな風に俺が困こん惑わくしていると、クスクスとわざとらしい笑い声が聞こえた。

　声のする方を見れば──体育館の中央にドドリエルとその取り巻きがいた。動どう揺ようを隠かくせない俺を尻しり目めに、彼らはニヤニヤといやらしい笑えみを浮うかべている。

「あはっ！　逃げずに出てきたことだけは褒ほめてやるよ、アレン？」

「ど、ドドリエル！　なんだよ、これ……！　こんなの聞いてないぞ!?」

　体育館に詰めかけた生徒を指差して、そう問い詰めた。

「いやぁ、僕もびっくりしてるんだよ……。どこかから僕とアレンが決闘するという情報が漏もれたみたいでねぇ……。全く、悪あく趣しゆ味みな奴もいたもんだ」

　ドドリエルはそう言って、わざとらしく肩かたを竦すくめる。

「お、お前……っ」

　間ま違ちがいない。俺との決闘を触ふれ回り、学院の生徒をここへ集めたのはこいつだ。衆しゆう人じん環かん視しの中、俺に大おお恥はじをかかせるつもりらしい。本当に、どこまでも性格の悪い奴だ。

「落第剣士をぶっ飛ばせー！」

「きゃーっ！　ドドリエル様ぁ！　頑がん張ばってー！」

　ドドリエルの勝利と、俺の無様な敗北を望む生徒たちの声が飛び交かう中──一人の男性教師が体育館へ入ってきた。彼は一いつ瞬しゆんだけ生徒たちの数と無茶苦茶な声せい援えんに驚おどろいたものの、その後は特に何を言うこともなく、こちらへ向かって歩いてきた。

「えー、それでは……。既き定ていの時間となりましたので、ドドリエル＝バートンとアレン＝ロードルの決闘を開始いたします」

　どうやら、この状じよう況きようを咎とがめもしないらしい……。決闘は互たがいの条件が同等でなければならない。そして当然ながら、こんな劣れつ悪あくな環境での決闘なんて公平でもなんでもない。

（中立であるはずの学院側が、この状況になんの口出しもしないということは……）

　学院側も、俺を追い出したがっているということだ。

（くそ……っ）

　四し面めん楚そ歌かの状況に、俺は歯は嚙がみすることしかできなかった。

「ゴホン。両者、準備はよろしいですね？　それでは──始め！」

　そうしてこれ以上ないほどひどい環境の中、淡たん々たんと決闘の開始が告げられた。

「一瞬では終わらせないよ、アレン？　ジワジワと痛ぶってやる……お前が泣いて許しを請こうまでなぁ！」

　ドドリエルは腰こしに差した剣を引き抜ぬき、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

「……舐なめてかかると、痛い目を見ることになるぞ！」

　それに応じて俺も剣を抜き、へその前に置く。剣術における基本中の基本の型──正せい眼がんの構えだ。

　ピンと張りつめた空気が漂ただよい、互いの視線が交こう錯さくする。

　そんな中、俺はチラリと奴の剣に視線を落とした。刀身にある美しい刃は文もんが遠目にも見て取れる。どこぞの名めい匠しようが打った業わざ物ものだと、あいつがよく自じ慢まんしていたものだ。

　一方、俺の剣は一振り千ゴルド──どこにでも売ってある最低ランクの一振り。

（多分……いや確実に、俺はこの勝負に負けるだろう）

　剣・技量・才能──どれを取ってもドドリエルに太た刀ち打ちできるものはない。

（だけど、ここで退くわけにはいかない……っ）

　こんな俺にだって、剣士としての──男としての誇ほこりがある。

（母さんを馬鹿にされて、おめおめと引き下がれるもんか……っ）

　心の中で闘とう志しを燃やしつつ、ドドリエルの目をジッと睨にらみ付けた。

　あいつの剣は攻せめの剣。まるで雨のような怒ど涛とうの連撃で、相手に反はん撃げきすら許さない剛ごうの剣だ。真っ正面からの斬り合いを挑いどめば、まず勝ちの目はないだろう。

（狙ねらうはカウンター、一撃必殺だ……！）

　あの天才だって人間だ。失敗もすればミスだってする。

（だから、この戦いはただひたすらに奴の猛もう攻こうを凌しのぐ！）

　激しい剣けん戟げきの中でほんの一瞬の隙すきを見み出いだし、そこへ全力の一撃を叩き込む。

　勝つことはできなくとも、最低でも手傷は負わせる──それが俺の戦略だった。

（さぁ、こい……！）

　俺は精神を集中させ、ドドリエルの踏ふみ込みを待った。

　だけど、俺の予想に反して奴は一向に攻めてこなかった。

　それどころか一定以上の距きよ離りを取ったまま、こちらに近寄ろうとさえしない。

（……何だ？　いったい何を企たくらんでいる？）

　ドドリエルの『らしくない行動』を不ふ審しんに思っていると、

「アレン……っ。お前、何をした……!?」

　奴は先ほどまでの不敵な笑みを引っ込めて、厳しい形相でこちらを睨み付けた。

「……何を言っているんだ？　質問の意味がわからないぞ？」

「とぼけるつもりか、落第剣士の分際で……っ！」

　ドドリエルは悔くやしそうに歯を食いしばり、かなりの間合いを維い持じしたまま、すり足で俺の周囲を回り始めた。一方の俺は、視界の中心に奴を捉とらえたまま正眼の構えを堅けん持じする。

（……あいつの気はそう長くない）

　ドドリエルが俺のことをよく知っているように、俺もあいつのことをよく知っている。

　短気で飽あき性しよう──生きつ粋すいの天才肌はだであるドドリエルが、この窮きゆう屈くつで退たい屈くつな睨み合いを続けられるわけがない。きっと今に襲おそい掛かかって来るだろう。

　そうして一分、二分と時間が経過したそのとき──突とつ然ぜん、奴が構えを変えた。

（……来る！）

　そして次の瞬間、

「うぅおおおおおおおお！」

　気き迫はくの籠こもった凄すさまじい雄お叫たけびをあげ、ドドリエルは一直線に駆かけ出した。

「……っ」

　その凄まじい気迫に気け圧おされそうになりながらも、俺は心を強く持ってしっかりと目を見開く。しかし──そこに広がっていたのはあまりにおかしな光景だった。

（……え？）

　いつまで経たっても、ドドリエルは斬きりかかって来なかった。

　いや、もっと正確に言うならば……。あいつはまるで子どもがチャンバラごっこをやるときのような──わざとらしくゆっくりな動きでこちらへ向かっていた。

（あいつ、何を考えているんだ……？）

　その疑問は、すぐに解消された。

（なるほど、そうか……。俺なんかとは、真しん剣けんにやる価値もないってか……っ）

「お前には本気を出す価値すらない」──ドドリエルは言外にそう言っているのだ。

　ただただ悔しかった。まさかここまで虚こ仮けにされるとは、思ってもみなかった。

　せめて決けつ闘とうぐらいは、あいつも本気でやるものだと思っていた。

（畜ちく生しよう……っ）

　強く拳こぶしを握にぎり締しめ、悔しさに歯を食いしばったその数秒後──ようやく間合いを詰めてきたドドリエルが攻こう撃げきを放つ。

「時雨しぐれ流りゆう──五月雨さみだれッ！」

　まるで「避よけてくれ」と言わんばかりの大味で雑な突つきが、何度も繰くり出された。

（こんなの……わざわざ受け流す必要もない）

　欠伸あくびが出そうになるほどゆっくりな連撃、俺はそれを最小限の動きで躱かわしていく。

「なっ!?」

　突きを撃うち終えたドドリエルは、何な故ぜか顔を真っ青にしながら即そく座ざに後ろに跳とび下がる。

「あ、アレン……？　ぼ、僕の剣を全て捌さばき切るとは、今日はツイてるみたいだね……っ」

「……は？」

「でも、今ので僕の体もようやく温まってきたよ。次の一撃は、今の三倍は速い！　さっきのようなラッキーはもう二度と起こらないぞ……！」

「いや、お前は何を言って──」

　俺が疑問を口にしたそのとき。

「時雨流奥義──叢むら雨さめッ！」

　ドドリエルは真まっ直すぐ剣を突き出しながら、再びこちらへ突とつ撃げきしてきた。

　さっきのような連撃ではなく、一点集中型の突きだ。しかし、

（少し速くなった……のか？）

　その一撃は、依い然ぜんとして子どもの遊びの範はん疇ちゆうを出ない。

　それに何より気になったのは──突きを放っているあいつが、あまりにも隙だらけだったことだ。これではまるで、「斬りかかってこい」と挑ちよう発はつしているかのようだ。

（くそ、どこまでも人を馬ば鹿かにしやがって……っ）

　度たび重かさなる挑発に痺しびれを切らした俺は、天高く剣を振りかぶった。

「この……真ま面じ目めにやれ！」

　そうして威い嚇かくのつもりで放った斬り下ろしは──七つの斬撃となって牙きばを剝むいた。

「なに!?　か、はぁ……っ!?」

　全ての斬撃をその身に浴びた奴やつは、たまらず剣を手放して体育館の壁かべまで吹ふき飛ぶ。その直後、会場は唾つばを吞のむ音すら聞こえるほどに静まり返った。

「……は？」

　予想外の展開に、俺は思わず間ま抜ぬけな声を出してしまった。

「ど、ドドリエル＝バートン、戦せん闘とう不能！　勝者、アレン＝ロードル！」

　審しん判ぱんを務める男性教師が結果を告げてからも、体育館は異様な静せい寂じやくに包まれていた。

　このとき俺は確信した。

（夢じゃ、ない……!?）

　時の世界で過ごした十数億年は、決して夢や幻まぼろしなどではないことを。

（ドドリエルの動きが異様に遅おそく見えたのは……。決してあいつが手を抜いていたからじゃなかった……）

　実際は、俺がドドリエルよりも遥はるかに強くなっていたんだ！
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　ドドリエルとの決闘から数日が経ち、俺へのいじめはますます酷ひどくなった。

　しかし、その『中身』は大きく違ちがう。これまではわざとぶつかってきたり、机を蹴けったりといった直接的なものが多かったけど……。奴に完勝してからというもの、そういう類たぐいのいじめはピタリと止やんだ。その反動として陰かげ口ぐちが増えた。

　落第剣けん士し、卑ひ怯きよう者もの、暗器使い──学院のどこを歩いてもそんな声が聞こえる。多分ドドリエルとその取り巻きが触れ回ったのだろう。だけど、不思議と心は穏おだやかだった。

（昔の──十数億年前の俺ならば、きっとこんな環境には耐たえられなかっただろうな）

　そんな風に自分を客観視できるぐらいには、冷静でいることができた。

「そう言えば、母さんは元気かな……」

　ポーラさんの待つ寮りようへの帰り道、ふと故郷に残してきた母さんのことが気になった。

　グラン剣術学院に通い始めて早三年。月に一度は手紙のやり取りをしているが、故郷に帰ったことはなかった。自分のことで精せい一いつ杯ぱいで、それどころではなかったのだ。

「よし……決めた。次の休みに一度帰ろう」

　故郷のゴザ村まで、小走りでだいたい十時間程度だ。

　でも多分、今の俺ならもう少し早く着けるだろう。
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「そうだ、何かお土産みやげでも買っていこうかな」

　三年ぶりに帰るんだ。さすがに手ぶらというわけにはいかない。

（確か母さんは、煎せん餅べいやおかきが大好きだったな……）

　お土産として買って行けば、きっと喜んでくれるだろう。

（いや、その前に……。今いくら持っていたっけ……？）

　懐ふところからガマ口の財さい布ふを取り出してひっくり返せば、チャリンと三枚の硬こう貨かが出てきた。

「ご、五百二十ゴルド……」

　これではまともなお土産を買うことはできない。

「……バイトでもしようかな」

　バイト先については、一度ポーラさんに相談してみよう。

　あの人はとても顔が広い。もしかしたらいいところを教えてもらえるかもしれない。それに彼女の紹しよう介かい先ならば、安心して働くことができる。

「ふふっ。久しぶりに帰ったら、母さんきっと驚おどろくぞ」

　そうして俺は、一人鼻歌まじりに寮へ向かったのだった。
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　寮に帰ってすぐ、ポーラさんにどこかいいバイトはないか聞いてみた。

「バイトだぁ!?」

「はい、どこかいいところはないでしょうか？」

「どうしてまた急に？　剣の修しゆ業ぎようはいいのかい？」

　彼女は首を傾かしげながらそう問い掛けた。

「修業も大切なんですけど、そろそろ一度くらい故郷の母さんに顔を見せに行こうと思いまして……。それで──」

「──なるほど、土産を買おうとしたけど、お金がなかったってわけだね？」

「あはは……。お恥はずかしながら、その通りです……」

「そうかい、話はわかったよ。それなら一個とっておきのやつがあるさ！」

　彼女は腕うで組ぐみをしながら、何故か嬉うれしそうにニヤリと笑う。

「本当ですか!?　ぜひ紹介してください！」

「おぅとも！　こいつに出れば、一いつ攫かく千せん金きんよ！」

　ポーラさんはそう言って、掲けい示じ板ばんに貼はってあった一枚のポスターを剝はぎ取り、勢いよく食しよく卓たくに叩たたき付けた。俺は少しシワの入ったそれを手に取り、ザッと内容に目を通した。

「剣けん武ぶ祭さい……ですか？」

　剣武祭──隣となり町まちのオービスで、月に一度開かれる剣士のお祭りだ。しかし、一口にお祭りといっても出店で賑にぎわうような楽しげなものではない。

　腕うでに覚えのある剣士が一対一の真剣勝負をして、己おのれの剣術を競きそう武の祭典だ。上位入賞者三名には、少なくない額の賞金が進しん呈ていされると聞く。

「やっぱり男たるもの、腕っぷしで稼かせがないとね！」

　彼女はそう言って、俺より三倍以上は太い二の腕を叩いてみせた。

「剣武祭、か……」

　昔の──十数億年前の俺ならば、間違っても出場しようなんて思わなかった。

（でも今の俺ならば、上位入賞は難しくとも健けん闘とうすることはできるかもしれない……っ）

　しかし、剣武祭に出るにあたって一つ大きな問題があった。

「確かにいい案かもしれませんが……。その、参加費用が……」

　剣武祭に出場するには参加費用として千ゴルドが必要だ。残念ながら、今そんなお金はない。そうして俺が仕方なく、ポーラさんへ剣武祭のポスターを返すと、

「馬鹿だね、あんた！　うちの寮生が男を見せようってのに、金なんか出し渋しぶっちゃ寮母なんかやってらんないよ！」

　彼女はそう言って棚たなから千ゴルド紙し幣へいを出し、それを俺の手にねじ込んだ。

「ほら、持ってきな！」

「い、いいんですか!?」

「もちろんさ！　その代わり、出るからにはガツンとかましてくるんだよ？」

「……ありがとうございます！　必ず勝って賞金を手に入れてきます！」

「よしよし、その意気だよ！」

　こうして思いがけず剣武祭に出ることになった俺は、上位入賞を目指してひたすら修業に明け暮れたのだった。
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　その数日後。俺は剣武祭に出場するため、隣町のオービスまで足を運んだ。

「そろそろ着くはずだと思うんだけどな……」

　ポーラさんにもらった地図を片手に、会場を目指して進む。

「この店がここだから……。よし、次の角を右だな」

　そうして一つ先の角を曲がった瞬しゆん間かん、俺は思わず息を吞のんだ。

「……っ」

　そこには見るからに強そうなたくさんの剣士たちが、目をギラつかせて佇たたずんでいた。

（ま、マジか……っ）

　膨ぼう張ちようした筋肉。巌いわおのような握りこぶし。使い込まれた剣。

　……間違いない。ここにいる全員、俺よりも格上の剣士たちだ。

（少し、いや……かなり見通しが甘かった……っ）

　まさか剣武祭のレベルが、ここまで高いものだとは夢にも思っていなかった。

　その異様な光景に一瞬吞まれかけた俺は、すぐに今すべきことを思い出す。

「そ、そうだ、まずは出場登録を済ませないと……っ」

　その場で周囲を見回して受付を探していると、

「……おっと」

　突とつ然ぜん、誰だれかが後ろからぶつかってきた。

　振ふり返るとそこには──身長二メートルにもなる角かく刈がりの大男が、不ふ機き嫌げんそうな顔つきでこちらを見下ろしていた。背中に大剣を背負っているところから、剣武祭に出場する剣士と見て間違いないだろう。
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　彼は敵意を剝き出しにして、そう怒ど鳴なり付けた。

　それに続いて取り巻きである三人の女性が、こちらを見てクスクスと笑う。

「もぉー、バブルったら……。こんなか弱い子をいじめちゃダメじゃない」

「腰こしに剣を差しているってことは、この子も参加者なのかしら？」

「いやいや、それはないでしょ！　こんなヒョロヒョロじゃ試合にもならないよ！」

　この失礼な集団はそう言って、ケラケラと楽しげに笑った。

　さすがの俺もこれにはムッとした。そもそもぶつかってきたのは、このバブルとかいう大男の方からだ。俺が立っているのは道の端はしだし、こいつは女性と話すのに集中していて、全く前を見ていなかった。バブル側に非があるのは、誰の目にも明らかだ。

　それに何より、出会って間もない彼らにそこまで侮ぶ辱じよくされる覚えはない。

　すると──そんな考えが表情に出てしまっていたのか、

「……おい。なんだ、その反はん抗こう的な目は？　この俺様とやろうってのか？」

　バブルは額に青筋を立てながら、指をバキボキと鳴らした。

　俺はいろいろなことを考えた結果、

「……すみません」

　特に反抗することなく、素す直なおに謝っておくことにした。こんなところで問題を起こしたら、剣武祭に出場できなくなるかもしれない。もしもそんなことになれば、わざわざ参加費用を出してくれたポーラさんの期待を裏切ることになる。それだけは絶対に嫌いやだった。

「はっ、言い返すこともできねぇのか？　この負け犬が！」

　バブルはそんな捨て台詞ぜりふを吐はき、雑ざつ踏とうの中へ消えていった。

　そうしてあいつらの姿が完全に見えなくなってから、大きくため息をつく。

「はぁ……」

　災難だった。いきなりあんな輩やからに絡からまれるなんて、今日はついてない。

（……いや、切り替かえよう）

　世の中は広い。ポーラさんのように優やさしい人もいれば、バブルたちのようにおかしな奴やつもいる。あんな変な輩に構って、時間を無む駄だにする必要はない。

「えーっと、受付は……あそこだな」

　周囲を見回せば、剣武祭の会場の真ん前に長い列ができていた。

　その先頭には『剣武祭受付』と書かれた立て看板が立っている。どうやらあそこが受付のようだ。俺は列の最さい後こう尾びに並び、自分の番がくるのを待つ。それから十分後、

「──お次の方、どうぞ」

　ようやく俺の番が回ってきた。

　受付では金きん髪ぱつの美しい女性が、優しく微笑ほほえみながらテキパキと登録作業を行っている。

「──おはようございます。剣武祭への参加をご希望されているということで、お間違いないでしょうか？」

「はい、お願いします」

「かしこまりました。それでは参加費用として千ゴルドを頂ちよう戴だいいたします」

　俺は心の中でポーラさんにお礼を言って、ガマ口の財布から千ゴルド紙幣を取り出した。

「ありがとうございます。それではお名前と、所属流派を教えていただけますか？」

「名前は、アレン＝ロードルです。所属流派は、その……」

　まさか流派を聞かれるなんて思ってもいなかった俺は、思わず口ごもってしまう。

「アレン＝ロードル様でございますね。何という流派の出身でしょうか？」

　……二度聞かれてしまった。

　どうやら所属流派これは、どうしても答えなくてはならないもののようだ。

「そ、その……どこにも所属していなくて……。『我流』……になります」

　尻しりすぼみになりながら、我流であることを伝えると、

「ぷっ……。が、我流ですね……っ。か、かしこまりました……っ」

　受付嬢じようは必死に笑いを堪こらえながら、震ふるえる手で登録作業を進めた。

　ほぼ全すべての剣士は、必ずどこかしらの流派に所属する。流派に所属しない剣士はよほどの酔すい狂きよう者ものか、流派にできない弱者に限られるため、世間的には『落ちこぼれ』とされる。

　我流の剣士が実力者ひしめく剣武祭に出場しようとしているのだから、笑われるのも仕方のないことだった。それから無事に出場登録を終えた俺は、小さくため息をついた。

（はぁ……。さすがにちょっと恥はずかしかったな……）

　学院の同級生に笑われるのとはまた違ちがう、なんとも言えない恥ずかしさがあった。

（……いや、もう過ぎたことだ。これ以上は考えないようにして、剣武祭に集中しよう）

　確か開始時間までは、後三十分ほど時間があったはずだ。

「よし、それまでは素す振ぶりでもしておこうかな」

　それから俺は適当な空き地を見つけて、一人黙もく々もくと剣を振り続けたのだった。
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　剣武祭開始の五分前。俺は開会式に出席するために会場へ戻もどった。

　剣武祭の会場は、とてもシンプルな造りだ。中央に置かれた大きな石舞ぶ台たいと、それをグルリと囲うように設置された観客席。本当にただそれだけだ。

　現在は剣武祭の責任者が舞台上で剣武祭のルールを説明していて、参加する大勢の剣士たちがその周りで静かに聞いている。

　対戦形式は一対一の決闘方式。石舞台から落ちれば、その時点で敗北。致ち死し性の攻こう撃げきは禁止。組み合わせは試合開始直前のくじ引きによって決定する。ルールはたったこれだけのとてもわかりやすいものだった。

　そうしてルール説明が終わったところで、いよいよ剣武祭が始まろうとしていた。

「それではこれより、第一試合の組み合わせを決定致いたします！」

　実じつ況きようを務める女性は、大きな箱の中から二枚のくじを引いた。

「第一試合は──バブル＝ドミンゴ選手対アレン＝ロードル選手！　両選手は、速すみやかに舞台へお上がりください！」

「……一番か」

　理想を言えば、何戦か他の剣士の戦いぶりを見てからがよかったけど……。決まってしまったものは仕方がない。俺は人ひと混ごみを搔かき分け、舞台へ上がった。すると、

「おいおい、誰かと思えばさっきの負け犬じゃねぇか！　こりゃ、驚おどろいた！　まさか本当に剣武祭の出場選手だったとはなぁ！」

　嘲あざけるような笑みを浮うかべたバブルが挑ちよう発はつしてきた。

（もしかしてと思ったけど、まさか本当にさっきぶつかってきたあの大男だったとは……）

　奴の安い挑発を聞き流していると、実況者が手元の紙を読み上げる。

「えー、こちらの事前情報によりますと、バブル選手の流派はあの金こん剛ごう流りゆう！　大剣を武器に強力な一撃で相手を粉ふん砕さいする──伝統のある渋い流派ですね！　一方のアレン選手は……ぷぷっ。な、なんと……っ、アレン選手は我流！　我流の剣士だそうです！」

　その瞬間、会場がドッと沸わき上がる。それはもういっそわかりやすいほどの『嘲り』だ。

「ぎゃはははは！　バブル、お前くじ運がいいじゃねぇか！　早くも一勝いただきだな！」

「おい、坊ぼう主ず！　踏ふみつぶされねぇように注意しろよ！」

「ぷぷぷ……っ。御ご自じ慢まんの『我流』の剣を見せてくれー！」

　当然ながら、正面に立つバブルもその例に漏もれない。

「おいおいおい、勘かん弁べんしてくれよ！　我流の──それもこんな小っちぇお子様が相手なんて、これじゃまるでいじめみたいじゃねぇかよぉ……！　ぎゃはははは！」

　奴は大おお袈げ裟さな身振りで、腹を抱かかえて大笑いを始める。

　悔くやしい。悔しい……けど、彼らは何も間違ったことは言っていない。

　俺は確かに強くなった。しかし、それはあくまでグラン剣けん術じゆつ学院という小さな箱の中での話だ。実際こうして一歩外の世界に踏み出せば、格上の剣士がそれこそ山のようにいる。

（俺はまだまだ、だな……）

　世界は広い。これを知れただけでも剣武祭に出た価値はあった。

　とにかく今は、胸を借りるつもりで──全力でぶつかろう。

「──お願いします」

　俺は軽く頭を下げ、試合開始の合図を待った。

『たとえ相手がどれだけ失礼な奴でも、人として最低限の礼れい儀ぎは払はらわないといけない。そうじゃないと相手と同じになってしまう』──母さんが教えてくれたことだ。

　それから俺とバブルは開始位置についた。

「両者準備はよろしいですね？　それでは第一試合──始め！」

　実況が試合の開始を告げると同時に、俺たちはすぐさま剣を引き抜ぬく。

　俺はへその前に剣を置く──正眼の構え。一方のバブルは、大剣を大上段に構えた。

（十数億年を経て、俺の剣がどれほど成長したのか……。この剣武祭で見み極きわめる！）

　そのためには、受け身でいては駄だ目めだ。積極的に攻せめて、自分の剣術を前に前に押し出さなくてはならない。

　だから今回は、先手を打つことにした。俺は正眼の構えから、素す早ばやく剣を縦に振る。

「一の太た刀ち──飛ひ影えいッ！」

　十数億年の修業で身に付けた飛ぶ斬ざん撃げきだ。威い力りよくこそ控ひかえめだが……出が早く、間合いを保ったまま放てるため、とても使い勝手がいい。牽けん制せいの一撃として、もってこいの技わざだ。

（さぁ、どう出る……！）

　迫せまる斬撃を前にしたバブルは──一いつ切さい動く素振りを見せなかった。

（なるほど……。ギリギリまで引き寄せて、最小の動きで迎げい撃げきするつもりか）

　人としては失礼な奴だけど……こと剣術においては、やはり俺よりも格上のようだ。

　すると次の瞬しゆん間かん。

「──ぱがら!?」

　バブルの鼻っ柱に飛影が直撃し、奴はそのまま軽く場外まで吹ふき飛んだ。

「……え？」

　予想外の事態に俺が混乱していると、実況者が試合の結果を高らかに宣言した。

「しょ、勝者！　アレン＝ロードル！　な、ななな、なんということでしょうか!?　大方の予想を裏切って、この小さな剣士はたったの一撃で試合を決めてしまいましたぁ!?」

　それと同時に観客や剣士たちは、大きくざわめきを見せた。

「な、なにが起きたんだ……？」

「なんか一瞬、めちゃくちゃ速い『ナニカ』が飛んでいかなかったか!?」

「そ、そんなの全く見えなかったぞ!?」

　あまりのあっけなさに、俺は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「う、噓うそ……だろ？」

　もしかしたら俺は、自分が思っているよりもずっと強くなっているのかもしれない。
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　アレンとバブルの試合が終わった直後、剣武祭運営委員は蜂はちの巣を突つついたように騒さわがしくなっていた。

　しかし、それも無理のないことだ。何な故ぜなら五学院の一つ──千せん刃じん学がく院いんの理事長レイア＝ラスノートが突とつ如じよ訪問してきたのだ。

「こ、こんな地方の剣武祭に足を運んでいただけるとは……！　た、大変恐きよう縮しゆくな思いでございます……！」

　剣武祭の責任者である初老の男は、激しく動どう揺ようしながらもなんとか感謝の言葉を結んだ。

　それに対して、レイアは少し申し訳なさそうに頰ほおを搔く。

「わざわざこんなＶＩＰ席を用意していただかなくとも、私は一いつ般ぱん席でいいんですが……」

　実際これは、本心からの言葉だった。彼女は剣武祭を視察すべく、一人の『観客』としてここへ来た。それが偶ぐう然ぜんにも運営委員の目に留まってしまい、あれよあれよと言う間にＶＩＰ席に連れて来られたのだ。

「い、いえいえ！　そういうわけにはいきません！　むしろこんな場所しか用意できず、大変申し訳ございません……っ！」

　恐縮しきった様子の男は、そう言って平謝りをした。彼がこのような態度を取るのには、当然ながら理由がある。

　五学院の理事長は、広大な社会的影えい響きよう力と絶大な権力を持つ。もしもここでレイアの機き嫌げんを損そこねれば、『剣武祭』そのものがいとも簡単になくなってしまうだろう。

　剣武祭の責任者である彼が、このように恐縮してしまうのも無理のない話だった。

「そんなにかしこまらないでください。今回は剣武祭を──というよりは、剣武祭の出場選手を見に来ただけですから」

　レイアは運営委員の緊きん張ちようを解くため、ちょっとした世間話をすることにした。彼女としても、こんな張り詰つめた空気の中で試合を観戦したくないのだ。

「最近は千刃学院のさらなる発展のため、あちこちに足を延のばしているんですよ。まぁ、スカウトのようなものですね」

　かつては栄えい華がを極めた千刃学院だが……。近年は生徒の質が低下しており、五学院の地位が危ぶまれていた。

　前理事長は成績低迷の責任を取って辞任し、今年開かれた理事長選挙によってレイアが新理事長に就任した。そして彼女は学院復興のために各地の有望な剣士を視察し、その実力が確かならば学費免めん除じよの推すい薦せん入学を持ち掛かけた。

　生徒の質を一気に改善することは難しい。そのため、一部の超ちよう優ゆう秀しゆうな生徒を抱だき込み、部分的な質の向上に取り組んでいるのだ。

「なるほどなるほど！　するとお目当てはやはり、前回優勝者の『賞金稼かせぎ』でしょうか？」

　少し緊張のほぐれた剣武祭の責任者は、レイアにそう問い掛けた。

「えぇ、もちろんです。『賞金稼ぎのローズ＝バレンシア』──一度この目で見ておきたいと思いまして」

　もしも噂うわさに違たがわぬ実力者ならば、すぐにでも推薦入学の話を持ち掛けるつもりだった。

「左様でございましたか。私は前回大会のときに賞金狩がりの戦いを見たのですが……一子相伝の桜おう華か一いつ刀とう流りゆう！　あれは凄すさまじいものがありましたよ！」

「それは楽しみですね。ですが、私は賞金狩稼かせぎだけを視察に来たわけではありません」

「……と、言いますと？」

「もしかすると思わぬ『掘ほり出し物もの』が見つかるかも、と少しだけ期待しているんです」

　レイアはそう言って、鋭するどい観察眼を舞台へ向けたのだった。
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　初戦の相手バブル＝ドミンゴを一撃で倒たおした後、俺は破竹の勢いで勝ち続けた。

　その結果は五戦五勝──まさかこんなことになるとは、夢にも思っていなかった。

　そうして気付けば、次はいよいよ優勝を懸かけた決勝戦だ。

　ようやく試合の準備が整ったのか、実況がアナウンスを開始する。

「お待たせしました！　それではこれより、決勝戦を開始いたします！　組み合わせはもちろん──ローズ＝バレンシア選手対アレン＝ロードル選手！　両選手、舞ぶ台たいへお上がりください！」

　賞金稼ぎのローズ＝バレンシア。

　この名前には聞き覚えがあった。確か俺と同い年の天才女剣士だ。

　賞金の懸かった大会に出ては、優勝をかっさらい。懸けん賞しよう金の懸かった犯罪者を見つけては、捕ほ縛ばくして聖せい騎き士しに突き出す。とにかく腕うでが立つと評判の剣士だ。

　俺は、目の前に立つローズさんへ目を向ける。

　赤い瞳ひとみに目鼻立ちの整った顔立ち。背中まで伸びる、ピンクがかった美しい銀ぎん髪ぱつ。上の服は、黒を基調とした生き地じに赤いアクセントが入ったもので、下は黒のローライズホットパンツ。お腹なかから胸の下部まで広く露ろ出しゆつしており、少し目のやり場に困る衣い装しようだ。

　彼女の戦いは、ずっと舞台の脇わきから見させてもらった。

　剣士としては少し華きや奢しやなその体で、屈くつ強きような大男たちを次々に斬きり捨てるその剣術は──まさに圧巻の一言だった。単純な技量だけならば、世界でも指折りの剣士だろう。

（決勝戦だというのに、恐おそろしいほどの自然体だな……）

　おそらく俺と違って、踏んできた場数が違うのだろう。

　そうして俺とローズさんが視線をぶつけ合っていると、実じつ況きよう者が簡単な説明を始めた。
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「みなさん既すでにご存知の通り、ローズ＝バレンシア選手はあの有名な一子相伝の秘剣──桜華一刀流の正統継けい承しよう者！　それに対してアレン選手は……なんと我流の剣士です！」

　所属流派を紹しよう介かいした彼女は、わざと一いつ拍ぱく置いてから話を続ける。

「──しかし、断言できます！　アレン選手の我流を馬ば鹿かにする者は、もはやこの場に一人としていないと！」

　実況の言う通り、バブルとの一戦以降、俺を嘲あざける者はいなくなった。今はむしろその逆。俺の勘かん違ちがいでなければ、敬意のようなものが払われている気がする。

　実際、握あく手しゆを求める剣士が大勢詰め掛け、なんと弟で子し入りを志願してきた者もいた。握手には応じたけれど、さすがに弟子入りはお断りさせてもらった。

　俺はまだまだ半人前のひよっこ。人に剣術を教える立場ではない。

　その後、いよいよ試合開始目前となったところで、俺はいつも通りお辞じ儀ぎをした。

「よろしくお願いします」

「あぁ。こちらこそ、よろしく頼たのむ」

　鈴すずの鳴るような澄すんだ声で気持ちのいい返事があった。

　そうして互たがいに挨あい拶さつを済ませたところで、

「両者、準備はよろしいですか？　それでは決勝戦──始めッ！」

　実況が試合の開始を宣言した。

　俺とローズさんは素早く剣けんを引き抜き、互いに正眼の構えを取った。

　全く同じ構えのまま、睨にらみ合いの時間が訪おとずれる。

（これまでの試合から判断すると……彼女の戦せん闘とうスタイルはカウンタータイプだ）

　相手の攻こう撃げきを防ぎつつ、わずかな隙すきを見み出いだし、そこへ必殺の一いち撃げきを加える守りの剣。

　策もなく我が武む者しや羅らに斬り掛かるのは悪手だ。

（まずは飛影を撃うって、相手の出方を見るとするか……）

　そうして次にとる手を決めたその瞬間、

「なっ!?」

　目と鼻の先にローズさんの姿があった。

（呼吸を、合わされた……!?）

　俺が息を吐はき出し、まばたきをするほんのわずかな空白。まさに一瞬──意識の間かん隙げきを突いた、恐ろしいほど静かな接近だ。

「桜華一刀流──桜おう閃せんッ！」

　彼女は重心を落とし、しっかり体重を乗せた鋭い突きを放つ。

　だが、不意の接近で崩くずされるほど俺の心は弱くない。

「──ハッ！」

　胴どう体たいを狙ねらった彼女の突きに対して、俺は全く同じ入射角の突きで迎むかえ撃つ。

　その結果──剣先同士が先せん端たんの一ミリでぴったりとぶつかり、拮きつ抗こう状態が生まれた。

「馬鹿な!?」

　突きに対して突きで防ぼう御ぎよされるとは、夢にも思っていなかったのだろう。ローズさんは大きく目を見開き、そこにわずかな隙が生まれた。

　俺はすぐさま一歩踏ふみ込み、彼女の懐ふところへ潜もぐり込む。

「──シッ！」

「っ!?」

　完かん璧ぺきなタイミングで放った突きは──彼女の脇わき腹ばらをかすめた。

（思っていた以上に速いな……）

　一拍以上も出で遅おくれたあの状態から、ローズさんは身を捻ひねって直撃を回かい避ひした。体たい捌さばきは言うまでもないが、反応速度も凄まじいものがある。

「く、まだまだぁ……っ！」

　痛みに体をしかめた彼女は、すぐさま反撃の一手を打って出た。

「桜華一刀流──夜よ桜ざくらッ！」

　それから俺たちは、何度も何度も激しく斬り合った。

　その間、会場は水を打ったかのように静まり返る。歓かん声せいや罵ば声せいは一いつ切さいない。時折それぞれが思い思いの感想をこぼしながら、食い入るようにジッと俺たちの戦いを見ていた。

「おいおい、あの賞金狩りのローズがまるで子ども扱あつかいだぞ……!?」

「半はん端ぱねぇな……。やっぱりもう一回、弟子にしてもらえねぇか頼もうかな……」

「馬鹿。アレンさんはお前なんかに構っているほど暇ひまじゃねぇんだよ」

　それから一合二合と剣を重ねるたびに、ローズさんの体には生傷が増えていく。

「はぁはぁ……。貴様、その剣……いったい誰だれにならった!?」

「いや、だからその……我流、なんですけど……」

　我流というのは、やはり誇ほこれることではない。あまりそう何度も口にさせないでほしい。

「噓うそをつくな！　貴様の剣には、試行と研けん鑽さんの積み重ねが──歴年の重みが載のっている！」

　彼女は鋭い眼光を放ちながら、はっきりとそう言った。

（す、鋭いな……っ）

　ローズさんの言う通り、俺の剣には『十数億年』というとてつもない時間が載っている。

　しかし、それをそのまま伝えるわけにもいかない。

「そ、それは……多分気のせいですよ」

　俺は目をそらしながら、そんな返答をした。正直、一億年ボタンのことはあまり話したくない。あんな荒こう唐とう無む稽けいな話をしたところで、きっと誰も信じてくれないだろう。

「なるほど、あくまで白を切り通すつもりか……っ」

　俺の答えがお気に召めさなかったのか、彼女は少しムッとした表情を浮うかべた。

「一子相伝の秘剣、桜華一刀流の正統継承者として──この勝負、勝たせてもらうぞ！」

　ローズさんが切っ先をこちらに向けたその瞬しゆん間かん──彼女の纏まとう空気が、はっきりと変わった。まるで抜ぬき身の刀身を思わせるほどに鋭く、それでいて息を吞のむように美しい。

　まるで彼女自身が一ひと振ふりの名刀になったかのようだった。

「──行くぞ、アレン＝ロードル！」

「あぁ、来い……っ！」

　そう短く言葉を交かわした次の瞬間、彼女は凄まじい速度で駆かけ出した。

「桜華一刀流奥おう義ぎ──鏡きよう桜おう斬ざんッ！」

　鏡合わせのように左右から四撃ずつ、目にも留まらぬ八連撃が牙きばを剝むく。

（っ!?）

　桜さくら吹雪ふぶきを思わせるその流りゆう麗れいな美技に、俺は一瞬目を奪うばわれてしまった。

　その間にも猛もう然ぜんと襲おそい掛かかる八つの斬撃。しかし、それはあくまで『連撃』の域を出なかった。一撃一撃の間に、ほんのわずかな空白が存在する。

　それをしっかり確かく認にんした俺は、彼女の奥義に向けて技を繰くり出した。

「八の太た刀ち──八や咫た烏がらす」

　これは一振りで八つの斬撃を生み出す。一撃一撃の間にはほんのわずかな隙すき間まもなく、正しよう真しん正しよう銘めい『八つの斬ざん撃げきをもって一撃』と為なすのだ。

　その結果──完全に一拍以上遅おくれて放った八咫烏は、いとも容た易やすく鏡桜斬を食い破った。

「馬鹿、な……っ!?」

　必殺の奥義を破られたローズさんは、がら空きの胴体を晒さらす。

「──終わりです」

　当然その隙を逃のがすわけもなく、俺はすぐさま袈け裟さ斬りを浴びせかけた。

「か、は……っ」

　彼女はそのまま膝ひざを突き、ゆっくりと前のめりに倒れ込んだ。

　シンと会場が静まり返る中、実況が大きな声で結果を宣言する。

「しょ、勝者！　アレン＝ロォオオオドルッ！」

　その瞬間、会場はドッと沸わき上がり、割れんばかりの拍はく手しゆが巻き起こった。

　こうして剣武祭で見事優勝を飾かざった俺は、賞金として十万ゴルドもの大金を手に入れたのだった。
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　剣武祭から二日が経たったある日。

　俺がいつものように校庭で素す振ぶりをしていると、院内放送が鳴った。

「三年Ｂ組アレン＝ロードルくん、至急校長室まで来てください。繰り返します。三年Ｂ組アレン＝ロードルくん──」

　なんとなくだけど、嫌いやな予感がした。

（……もしかして、あの噂うわさのことか？）

　俺がドドリエルとの決けつ闘とうに暗器を使った、卑ひ怯きような手でだまし討うちをした、という根も葉もないあの噂。もちろんそんなことはしていないが……。俺のことを煙けむたがっているグラン剣術学院からすれば、そんな事実どうだっていいんだろう。

　もしかしたらドドリエルの家──バートン男だん爵しやく家から、何らかの圧力が掛けられたのかもしれない。

（はぁ……。今回ばかりは退学かもな……）

　校長室へ向かいながら、大きなため息をつく。

（いや、考え方を変えてみよう……。そもそも俺の成績はぶっちぎりの最下位。成績不ふ振しんを理由に、いつ追い出されてもおかしくない立場だ……）

　ドドリエルとの決闘がなかったとしても、きっとそのうち退学を言い渡わたされていただろう。それが早いか遅おそいかというだけの話だ。

（幸いにして、一億年ボタンのおかげでそれなりの力は手に入った）

　剣武祭で優勝できるぐらいの力があれば、地方の聖せい騎き士し協会には入れてもらえるだろう。

　聖騎士になれば、それなりの給金が毎月安定して支給される。

　それがあれば、これまで苦労を掛けてきた母さんに楽な暮らしをさせてあげられる。

（そういう道もありかもしれないな……）

　そんなことを考えながら歩いていると、あっという間に校長室へ到とう着ちやくした。

　少し立派なその扉とびらをノックした瞬間、勢いよく扉が開かれた。

「──おぉ、やはりアレンくんか！　待っていたよ！」

　えらく上じよう機き嫌げんな教頭先生は、俺の肩かたをポンポンと叩たたく。

（校長先生だけじゃなく、教頭先生まで……）

　これはもう間ま違ちがいない。どうやら俺は、今日限りで辞めさせられるようだ。

「おっと、こんなところで立ち話もなんだな！　ささっ、どうぞ中へ入ってくれ！」

「……失礼します」

　教頭先生に連れられて中へ入ると、これまた機き嫌げんの良さそうな校長先生が出で迎むかえた。

「おぉ、アレンくん！　よく来てくれたね！　さぁ遠えん慮りよせずに座って、ほら茶ちや菓が子しもあるぞ？　好きなだけ食べるといい！」

「ど、どうも……？」

　何な故ぜか二人とも、ずいぶんと上機嫌な様子だった。

（普ふ段だん俺のことを蛇だ蝎かつの如ごとく嫌っていたのに、いったいどうしたんだ……？）

　そうして俺が小首を傾かしげていると、

「実は君にね……推すい薦せん入学の話が来ているんだ！」

　校長先生は鼻息を荒あらくして、そんな話を切り出した。

「推薦入学……ですか？」

「そう！　それもなんと、あの名門『五学院』の一つ──千刃学院からだ！」

　千刃学院──この名前は俺でも知っている。いや、剣士ならば誰もが知っている有名剣術学院の一つだ。

　剣術学院は初等部・中等部・高等部・大学の四つに分けられており、ここグラン剣術学院は満十三歳から満十五歳までの生徒が通う中等部。千刃学院は満十六歳から満十八歳までが通う高等部だ。

「片田舎いなかにある我がグラン剣術学院が、かの五学院への進学者を輩はい出しゆつする──これはとてつもない偉い業ぎようだよ！」

「何故アレンくんに声が掛かったのかは、わからないが……。この際、手違いだろうがなんだろうが構わない！　うちからあの五学院へ進学者を出したという事実が大事なんだ！」

　校長先生と教頭先生は、終始興奮した様子でそう話した。

「本当に、本当によくやってくれたね、アレンくん！」

「さすがは我が校の生徒だ！　立派に務めを果たしてくれたな！」

　二人にがっしりと手と肩を摑つかまれた俺は、

「は、はぁ……」

　ただただ生返事を返すだけだった。

「いや、それにしてもさすがはアレンくん！　実は最初から、君には期待していたんだよ！」

「そうだ！　君には卒業生代表として答辞を読んでもらおうかな！　もちろん、首席合格扱いだよ！」

　それから校長先生と教頭先生は、熱心に俺を褒ほめ千切る。

　俺はそんな二人をどこか冷めた目で見ていた。

（これまで散々俺へのいじめを放置してきたくせに……。千刃学院からの推薦入学がきた途と端たんにこの対応か……）

　彼らはどうやら、是ぜが非ひでも俺を千刃学院へ入れたいようだ。

　多分『箔はく』のようなものが、このグラン剣術学院に付くのだろう。

　だけど、この推薦入学の権利をどうするかは、俺一人で決めていい問題じゃない。

「──すみません。少し、考えさせてもらえませんか？」

　そうして自分の意思を伝えたその瞬間、

「か、考えるとは、どういう意味かね!?」

「そ、それは……推薦入学を蹴けるということかい!?」

　二人は目の色を変えて詰つめ寄ってきた。

「千刃学院に進学するか、聖騎士として働くか、それとも魔ま剣けん士しとして依い頼らいをこなすのか──正直なところ、まだ決めかねています」

　この選せん択たくは、今後の人生を大きく左右するとても大事なものだ。

「故郷に残して来た母さ──母とも相談する必要がありますし、今ここですぐに答えを出すことはできません」

　やはり一度、母さんとしっかり話してから進路を決めるべきだろう。

「ば、馬ば鹿かな!?　あの千刃学院に行けるチャンスを棒に振ふるというのか!?」

「五学院を卒業すれば、上級聖騎士にだってなれる！　輝かがやかしいキャリアが、君を待っているんだぞ!?」

「……すみません。どうするかは、ここでは決められません」

　その後も二人は俺を千刃学院に送り込もうと熱心に説得を続けた。しかし、俺は決して首を縦には振らなかった。結局、彼らは根負けして「いい返事が聞けることを待っているよ」と口を揃そろえた。

「……それでは失礼します」

　そうして俺が部屋を後にするとそこには──校長先生たちが呼びつけていたのか、それとも院内放送を聞きつけたのか、とにかく大勢の先生たちが集まっていた。

「アレンくん！　私が見込んだ通り、やはり君には才能がある！　どうだい、今からでもうちの神しん明めい流りゆうに入らないか？」

「いやいや！　彼には我が真しん空くう流りゆうが似合っているな。どうだ、アレン？　今なら特別に準師し範はんのポストを用意するよ！」

「ちょっと何を言っているの!?　彼のような優すぐれた剣士には、風ふう月げつ流りゆうがふさわしいに決まっているでしょ!?」

　三年前──ちょうど俺が一年生のときに「流派に入れてください」と頼たのみ込み、取り付く島もなく断った先生たちだ。

　どうやら千刃学院から推薦入学の話が来たことは、もう彼らの間で広まっているらしい。

　普段は俺が剣術の質問をしようものならば、露ろ骨こつに嫌そうな顔で無視をしていたのに……今はこうだ。

（こういうのを『手のひら返し』って言うんだろうな……）

　この人たちは多分、「うちの流派からあの名門千刃学院への進学者が出た」という宣伝を打つために、熱心に勧かん誘ゆうしているのだろう。

　つまり、俺をただの客寄せ道具としてしか見ていないというわけだ。

「……すみません、失礼します」

「あっ、ちょっとアレン君!?　せめて話だけでも……！」

　それから俺は早足に先生たちの間を通り抜ぬけ、一人帰路についた。

（はぁ……。とりあえず週末にゴザ村へ帰って、母さんに相談しよう）

　それにしても、今日は人間の汚きたない部分を見過ぎてしまったような気がする。

　母さんやポーラさんのように温かくて真っ当な人に会って、少し気持ちを浄じよう化かしたい気分だ。そうして俺は、ひとまず寮りようへ帰ったのだった。
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　その数日後──今日明日と学院が休みのため、俺は早さつ速そく母さんに会いに行くことにした。

　朝支じ度たくと朝食は既すでに済ませた。後は荷物を持って出発するだけだ。

「──準備よしっと、それじゃ行ってきます」

　寮の玄げん関かん口でそう言うと、ポーラさんが食堂からヌッと顔を出した。

「忘れ物は？　せっかく買った土産みやげは、ちゃんと持ってるんだろうね？」

「はい、ばっちりです」

　昨日、露ろ店てんで買った煎せん餅べいとおかきは、ポーラさんから借りた風ふ呂ろ敷しきで大事に包んである。

「そうかい。なら気を付けて行くんだよ？」

「はい！」

　俺はペコリと頭を下げ、寮を後にした。ちなみに寮の玄関には、剣武祭の優勝トロフィーが堂々と飾かざられていて……何というか少し恥はずかしい。

　そうしてポーラさんの寮を発たった俺は、長い獣けもの道みちをひたすら南へ下っていく。

　一時間、二時間、三時間と走れば──目の前にゴザ村が見えてきた。いつもなら軽く十時間は掛かかっていたのに、今日はあっという間に着いた。

「あぁ、懐なつかしいなぁ……」

　ぽつぽつとまばらに建った茅かや葺ぶき屋根の家。その周りには広大な牧草地帯と畑が広がっている。総人口は百人にも満たないとても小さな村だ。

「ここに帰るのも、もう三年ぶりになるのか……」

　時の世界で過ごした十数億年を差し引いたとしても、だいたいそれぐらいになるだろう。

　そうしてぼんやりとゴザ村を見回していると、

「──あんれ！　おめぇ、アレンでねぇか!?」

　後ろから南みなみ訛なまりのしわがれた声が聞こえた。

　振り返るとそこには──昔、竹馬や手製のめんこで遊んでもらった竹たけ爺じいの姿があった。

「竹爺！　久しぶりだね！」

「おーこりゃ、しっばらぐ見ねぇうちに大きなったなぁー！」

　この国──リーンガード皇国の南部に位置するゴザ村は、かなり南訛りが強い。

「あはは、そりゃ成長期だからな」

　それからしばらくの間、昔話に花を咲さかせていると、

「おっど！　おらなんかと話すより、はようロードルさんとこ行っちゃれ！　おめぇさんおらんなってから、やっぱ元気が無ぇんど」

「わかった。それじゃまたね、竹爺」

「うんだ。また後でうちにも顔出してくれっこ！　ひっさしぶりに、めんこでもやらんけ？」

「うん、楽しみにしてるよ！」

　そうして竹爺と別れた俺は、家か畜ちくのにおいがする道をしばらく歩き──母さんの暮らす家に到とう着ちやくした。

「うわぁ、懐かしいなぁ……」

　三年前──最後に見たときから何にも変わっていない。本当にあの頃ころのままだ。

「──母さん、ただいま！」

　鍵かぎの掛かっていない横引きの古びた扉とびらをガラガラと開けて、少し大きめの声でそう言うと──家の奥からドタドタと走る音が聞こえてきた。

「あ、アレンかぃ!?」

　鍋なべ蓋ぶたを持った母さんが、目をキラキラと輝かせて現れた。

　どうやら、ちょうどごはんの仕込みをしていたようだ。

「うん、ただいま！」

「あぁ……もう大きなっちや！」

　彼女は両手を大きく広げ、ギュッと俺を抱だき締しめた。

「えらい久しぶりよってに！　元気しとうや!?」

「うん、この通り元気でやってるよ」

「そらぁ、えがった！　ほんれ、立ち話もなんじゃき、早う上がらんね！」

　そうして久しぶりに実家へ帰った俺は、晩ばん御ご飯はんの仕込みをしている母さんといろいろな話をした。その後、母さんの手が少し空いたところで、ようやく本題を切り出した。

「……ねぇ、母さん。ちょっと大事な話があるんだけど、聞いてもらってもいいかな？」

「どしたね？　急にそんな改まってさ」

「うん、それがね──」

　それから俺は、今後の進路選択について相談した。聖せい騎き士し・魔剣士・千刃学院への進学という三つの選せん択たく肢しがあること。それぞれを選んだときのメリットとデメリット。そうして現状を粗あら方かた説明し終えると、母さんは拍ひよう子し抜ぬけしたように肩かたを竦すくめた。

「なぁんぞそれは……。改まって『大事な話』言うがら、どったら大きなこつか思ったら……。そんな簡単なこと迷いよるかね？」

「い、いや、これはけっこう難しい問題で──」

「──千刃学院ば行きたかよね？」

「……っ」

　自分の希望も思いも考えも──まだ何も伝えていないこの状じよう況きようで、簡単に言い当てられてしまった。

「なん、で……わかったの？」

「親っこ舐なめたらいかんさね。アレンはこーんに小さいこっから、剣ば振るうのが好きやってな。お前さんが千刃学院いうとこ行きたかことなんて、お見通しぬら」

「……そっか」

　それから少しの間、俺が押し黙だまっていると──母さんは優しく諭さとすように言った。

「私のことなんかなぁんも気にせんでええよってに。アレンはアレンの人生を生きな。私はそん道を陰かげながら、ずぅと応おう援えんしとうや。ただし──私より一秒でもええから後に死ぬんぞ？　それが一番の親孝行やきな？」

「……わかった。ありがとう、母さん」

　そうしてお礼を伝えると、彼女はニッと笑った。

「よし、話が終わったぬらご飯にしよって！　今日はあんたの好きやったシチュー、たくさん作ったがぁ！」

　母さんはそう言って、今できたばかりのシチューを木製の皿に注ぐ。ゴロンと大きなイモが入ったシチュー。いつもは俺の誕生日にだけ出る『特別メニュー』だ。

「おいしい、とってもおいしいよ……！」

　十数億年ぶりに食べた母さんのシチューは、言い表しようもないほどにおいしかった。

「そうか、そうか！　おかわりもあるよってに、遠えん慮りよせんとたくさん食べーよ！」

　そうして特製のシチューを堪たん能のうした後は、母さんが沸わかしてくれた懐かしい釜かま風ぶ呂ろに入った。風呂ぐらいもう自分で沸かせると言ったけど……。「世話を焼かせるのも、親孝行の一つだ」と言われたら、黙って手を引くしかない。なんというか……小さな子供の頃に戻もどったみたいで、悪くない気分だ。しかし、それにしても……。

「母さん、歳としとったなぁ……」

　久しぶりに見た彼女は、ずいぶんと老ふけて見えた。

（今年で五十歳になることを考えたら、別におかしくはないけど……）

　顔の小じわも白しら髪がもかなり増えていたし、少し背が縮んだような気もする。

「……千刃学院でたくさん修しゆ業ぎようをして、早く立派な剣士にならないとな」

　そうしてたくさん給金を稼かせいで、母さんに楽な生活をさせてあげなくては。

　そんな決心を新たに、俺は風呂場で疲つかれを洗い流したのだった。
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　アレンが風呂に入っている頃、彼の母ダリア＝ロードルは一人で洗い物を片付けていた。

　水の流れる音と食器が水切り台に置かれる音に交じって、しゃがれた老ろう爺やの声が響ひびく。

「──ひょほほっ！　このシチュー、中々どうしてうまいのぅ！」

　ダリアが振ふり返れば、食しよく卓たくには腰こしの曲がった初老の男──時の仙せん人にんが座っていた。

　いつの間によそったのか、彼の手にはシチューの入った皿とスプーンが握にぎられている。

「『封ふう印いん』が緩ゆるんでいたから、もしやとは思っていたけど……。やっぱりあんたの仕し業わざかい、時の仙人」

　ダリアはこれまでの南訛りの喋しやべりをやめ、流りゆう暢ちような標準語でそう問い詰つめた。

「いやぁ、それにしても上手に隠かくしたもんじゃのぅ……。おかげで見つけるのに骨が折れたわい」

「そう。だったら──もう一本ぐらい折っといたら？」

　一いつ瞬しゆんで時の仙人の後ろをとったダリアは、彼の頭上目掛けて拳こぶしを振り下ろす。

　しかし、時の仙人は自身を透とう明めい化することによって、難なくその一いち撃げきを回かい避ひした。

　彼女の拳は虚むなしくも空を切り、木製の椅い子すを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいする。

「ひょほっ！　おー、怖こわい怖い！」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった様子の時の仙人は、大きなジャガイモをパクっと口に含ふくむ。

「うむうむ、久しぶりに美味な食事じゃったわい。ではな、またどこかで会おうぞ」

　彼はそう言うと、まるで霧きりのように消えてしまった。

「……ちっ、逃にげやがったか」

　ダリアが苛いら立だった様子で大きく舌打ちをすると、

「おい、今の気配って『奴やつ』じゃねぇのか!?」

　荒あら々あらしく玄関の扉が開かれ、流暢な標準語を操あやつる竹爺が飛び込んできた。

「遅おそかったわね。時の仙人ならとっくに逃げたわよ」

「くそ、ということはやはり……!?」

「あぁ。『一億年ボタン』、使われちまったみたいだね……」

「……なんてこった」

　二人の間に沈ちん痛つうな空気が流れる。

「なぁ、ダリア……。どうして時の仙人は、アレンの存在を捕ほ捉そくできたんだ？　封印は完かん璧ぺきだったはずだろ？」

「もしかすると、アレンの感情を強く揺ゆさぶるような事件があったのかもしれないね……。学院では楽しくやってるって手紙に書いてあったから、安心してたんだけど……」

　アレンは学院内でいじめを受けていることを、ダリアに打ち明けたことはなかった。それはもちろん、母親を信しん頼らいしていないというわけではない。純じゆん粋すいに心配を掛けたくないという思いからの行動だった。

「まぁとにかく、時の仙人は何がなんでもあたしたちの邪じや魔まをするみたいだよ……」

　ダリアは強く拳を握り締めながら、歯を食いしばる。

「だけど、今回ばかりはあんたの思い通りにさせない……」

　その後、竹爺はすぐに自分の家に戻り、ダリアは壊こわしてしまった椅子を外のゴミ捨て場に持って行ったのだった。
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　故郷のゴザ村に帰り、母さんとも相談した結果──俺は千刃学院からの推すい薦せん入学を受けることに決めた。だけど……ここで一つ予想外のことがあった。

　どうやら推薦入学というのは、自動的に合格扱あつかいになるものではないらしい。入学時の筆記及および実技試験は免めん除じよされるが、適格検査として面接だけは受ける必要があるようだ。

　それを初めて知ったときは、かなり不安に思ったけど……。「面接で落とされたなんて話は、これまで聞いたことがない」と校長先生が言っていたので少しは安心できた。

　そして今日がその千刃学院の面接の日。

　服装に指定はなかったので、俺はグラン剣けん術じゆつ学院の制服で臨のぞむことにした。

「それにしても、とんでもない数の人だな……」

　俺は今日生まれて初めて、この国の都──オーレストの地を踏ふんだ。

　驚おどろくほどに活発な人の往来と先進的な建物の数々に惑まどわされながらも、何とか千刃学院の正門にたどり着くことができた。

「ふーっ、なんとか無事に着いたな……」

　時刻はちょうど十六時四十五分。面接開始予定時間の十五分前、ちょうどよい時間だ。

　それから俺は、正門を警備している人に受験票を見せて学院内へ入れてもらった。

　面接会場は第三校舎の三階──その最さい奥おうにある応接室だ。

（第三校舎は……っと、この建物だな）

　目的の建物に入り、階段を上って三階に到着した瞬間──思わず息を吞のんだ。

（こ、これは……っ!?）

　そこには大勢の受験生の姿があった。彼らのボロボロになった体と血の滲にじんだ衣服から判断するに……既すでに入学試験を受けてきた一いつ般ぱんの受験生と見て間ま違ちがいないだろう。

（す、凄すごいな……）

　五学院の入学試験は、どこも壮そう絶ぜつなものばかりだと聞いていたけど……。どうやらそれは、俺なんかの想像を遥はるかに超こえるものらしい。

　それから俺は目立たないように、小さくなって廊ろう下かに置かれた椅子へ座ると、

「お、おいおい、マジか!?　今入ってきた男、あの過か酷こくな試験を受けて無傷だぞ……!?」

「すげぇな、信じらんねぇよ……。いったいどこの有名剣術学院の出身だ？」

「見たこともない制服だが、とんでもない実力者ってことは間違いないな……っ」

　いったいどういうわけか、この場にいる全員の視線が俺に集中してしまった。

（な、何な故ぜ……っ!?）

　彼らはジッとこちらを見ながら、こそこそと小さな声で話し合う。

（よ、よくわからないけど……。とにかく気付かないフリをしておこう……っ）

　俺はなんとも言えない居い心ごこ地ちの悪さを感じつつ、自分の名前が呼ばれるのをジッと待った。そのおよそ五分後、

「受験番号７２３番アレン＝ロードルは速すみやかに入室してください。繰くり返します。受験番号７２３番アレン＝ロードルは──」

　院内放送が鳴り響き、ようやく視線の的から抜ぬけ出すことができた。俺はすぐに立ち上がり、廊下の突つき当たりにある応接室まで移動した。

（え、えーっと……。確かノックは三回……だったよな？）

　事前に読み込んできた面接対策の教本を思い出しつつ、大きく深呼吸をした。気持ちを落ち着かせ、手て汗あせを服で拭ぬぐう。

　そうしてコンコンコンとノックしてから、ゆっくりと扉とびらを押し開けた。

「──失礼します」

　部屋の最奥には三人の面接官が座っており、彼らの対面には丸椅子が一つ置かれていた。

　俺がそこへ腰かけると、面接がすぐに始まった。

「これより面接を開始いたします。まずは受験番号とお名前をお願いいたします」

「じゅ、受験番号７２３番、アレン＝ロードルです」

　そう答えると、すぐに別の面接官が質問をしてきた。

「では次に自分の長所を教えてください」

「長所はその……忍にん耐たい力、ですね」

　自分の長所として、パッとすぐに思い浮うかんだのがこれだった。

「ほぉ、忍耐力ですか……。それは具体的にどのぐらいのものですか？」

「そうですね……。十数億年もの間、ずっと剣けんを振り続けていられるぐらいのものです」

「じゅ、十数億年ですか……？　それはとてつもないですね……」

「はい、本当にとてつもない経験でした」

　あれは本当にもの凄い経験だった。今「もう一度やりたいか？」と問われれば、少し悩なやましいところではある。実際あれは、心を殺さなければ中々厳しいものがある。

「は、反対に……短所はどういうところでしょうか？」

「短所ですか。短所は……無む鉄てつ砲ぽうなところ、ですかね。あのときもう少し冷静に行動していれば……いや、これはタラレバですね。それに自分はあのときのことは後こう悔かいしていません」

　そう、あのとき──何の考えもなしに一億年ボタンを押した、押せたからこそ今の俺があるんだ。これは長所でもあり、短所でもあるだろう。

「は、はぁ……あのとき、ですか……？」

「はい」

「……」

「……」

　面接官は次の質問を考えているのか、少しの間だけ押し黙だまった。

「え、えーっと……そ、それでは続きまして、所属流派を教えてください。それと得意な技わざを一つ、あなたの後ろに設置してある案か山か子しに向かって放ってください」

「流派はその……お恥はずかしながら我流です。ですが、技自体はいくつもあるので、そのうちの一つを実演できればと思います」

　俺は立ち上がって剣を抜き放ち、背後の案山子に目を向ける。

　それから大きく深呼吸をしてから、一気にその剣を振り切った。

「八の太た刀ち──八咫烏ッ！」

　その瞬間、八つの斬ざん撃げきが空を駆かけ抜け──案山子を八等分することに成功した。

「んな!?」

「斬撃が、八つに分かれた……!?」

「しかも、何という鮮あざやかな切り口だ……!?」

　試験官は三者三様の反応を見せた。概おおむね受けはよかったと言えるだろう。

（よしよし、見み栄ばえのいい八咫烏を選せん択たくして正解だったな）

　そうして俺が剣を鞘さやに収め、再び丸椅子に座ったところで、

「あ、ありがとうございました。これにて面接は終しゆう了りようです。数日以内に合否結果を封ふう筒とうにて送付いたしますのでご確かく認にんください。それでは、お気を付けてお帰りください」

　こうして無事に面接は終わった。

「──失礼します」

　最後に一度礼をしてから応接室を出る。それから階段を下り、玄げん関かん口を抜け──正門を出たところで、ようやく一息ついた。

「ふぅー、終わったぁ……っ」

　さすがにかなり緊きん張ちようした。しかし、終始無難な回答に徹てつすることができたと思う。大きな間違いも犯おかしていない。それに最後の実技は、けっこう好こう感かん触しよくだったはずだ。

（やることは全すべてやったし、後はもう祈いのるだけだな……）

　そうして俺は、ちょっとした手て応ごたえと共にポーラさんの待つ寮りようへ帰宅したのだった。




　　　　■




　アレンが退室した後の面接室では、何とも言えない微び妙みような空気が漂ただよっていた。

「それにしても……おかしな生徒でしたなぁ。何を言っているのか全くわからなかった。推薦とはいえ……本当に合格させても大だい丈じよう夫ぶなんですかね？」

「確かに、何を言っているのか全くわかりませんでしたね……。しかし、彼はレイア理事長が直じき々じきに推薦入学を希望した生徒。さすがに我々の判断で落とすわけには……」

「うぅむ、アレで我流ですか……。まともな師がつけば、あの子はきっと化けますよ。……正直、何を言っているのか全くわかりませんでしたが」

　面接官の意見は、『何を言っているのかわからない』という点で完璧に一いつ致ちしていた。




　　　　■




　数日後、千刃学院から一通の封筒が届いた。おそらく……いや間違いなく、合否についての連れん絡らくだ。無事に合格しているのか、それとも不合格なのか……。正直胸が張り裂さけそうなほどドキドキしている。

「ふーっ……」

　何度か大きく深呼吸してから、ゆっくりと開封していった。中には一枚の大きな紙が入っており、そこには大きく二文字でこう書かれていた。

「……合格」

　そう、合格だ。

「──ぃよっし！」

　推薦入学だから受かって当然と言われればそれまでだけど、やっぱりとても嬉うれしかった。

（まさか自分があの名門千刃学院に通えるなんて……まるで夢のような話だ！）

　ほんの一か月前までは、『落第剣けん士し』と馬ば鹿かにされていたというのに……。人生、本当に何が起きるかわからない。

　それから俺はすぐに部屋を飛び出し、ポーラさんへ報告しにいった。

「ポーラさん、やりました！　俺、あの千刃学院に合格しました！」

「ほ、ほんとかい!?」

　ちょうど昼食の支し度たくをしていた彼女は、慌あわてて手を止めた。

「はい、これを見てください！」

　俺が手に持つ合格証書を手て渡わたすと、

「おぉ、こいつは凄い……っ！　おめでとう、アレン！　故郷のお母さんもきっと喜んでいるよ！　もちろん、このあたしもね！」

　ポーラさんはそう言って、まるで自分のことのように喜んでくれた。

「っと、こうしちゃいられない。今日の晩ばん御ご飯はんは派手にパーッとやるよ！　アレンの合格祝いをしなきゃね！」

「ありがとうございます！」

　それから母さんにすぐ手紙を送り、その晩はポーラさんの作ってくれた料理で盛せい大だいにパーティを行った。

　その数週間後、グラン剣術学院の卒業式が終わり──ついに『その時』がやってきた。

　荷物をまとめた俺は、玄関まで見送りに来てくれたポーラさんに深々と頭を下げる。

「──ポーラさん。三年間、本当にお世話になりました」

　千刃学院は全ぜん寮りよう制せいであり、特別な理由がないと一般の家に住むことはできない。

　つまりポーラさんとは──三年間ずっと生活してきたこの寮とは、今日ここでお別れだ。

「全く、一々大おお袈げ裟さだよ。別にこれが今こん生じようの別れでもあるまいし、サラッとした感じでいいんだよ」

　彼女は軽くそう言ったけど……。俺はちゃんと感謝の言葉を伝えておきたかった。

「ポーラさんには、感謝してもしきれません。ほとんど無一文だった俺をここに泊とめてくれて……。毎朝起こしにきてくれたり、おいしいご飯を作ってくれたり、困った時は相談に乗ってくれたり、楽しい話をいっぱいしてくれたり──たくさんの楽しい時間を本当にありがとうございました……！」

　これまで溜ため込んできたありったけの『ありがとう』を言葉にして、深く頭を下げる。

「や、やだね、あたしったら！　歳としのせいか涙るい腺せんが緩ゆるくなっちゃっているよ……！」

　ポーラさんはそう言って、目元をゴシゴシと擦こする。

「腹が減ったらいつでも帰ってきな！　メシならいくらでも食わせてやんよ！」

「はい、ありがとうございます！」

　彼女の料理は絶品だ。あの刺し激げき的で豪ごう快かいな味付けを、俺は一生忘れないだろう。

「それでは……そろそろ行ってきます」

「あぁ、千刃学院だか万刃学院だか知らないけど……。行くからにはてっぺん獲とってくるんだよ！」

「はい！」

　こうして俺は『グラン剣術学院の落第剣士アレン＝ロードル』を卒業し、五学院の一つ──『千刃学院の剣士アレン＝ロードル』となったのだった。








三：黒こく白びやくの王おう女じよと魂こん装そう






　ポーラさんと別れた後、俺は千せん刃じん学がく院いんの寮へ向かった。部屋の鍵かぎは既すでに学院から郵送されていて、ちゃんと懐ふところの中にしまっている。

「五〇一は……っと、ここだな」

　自分の部屋を見つけた俺は鍵を使って、ゆっくりと扉を開く。

「──おっ、思っていたよりけっこう広いな」

　そこは六畳じよう一間のワンルーム。一人で生活するには何不自由のない、十分な広さの部屋だ。トイレも洋式でとても綺き麗れいだし、お風ふ呂ろも足を伸のばせるだけの十分な広さがある。

　しかも冷蔵庫に洗せん濯たく機きなど、基本的な家電もしっかり備わっていた。それに加えて、立地も最高。この寮は千刃学院内に建てられているため、本校舎まで徒歩数分の距きよ離りだ。

「まさに至いたれり尽つくせりだな」

　さすがは五学院の一つ、千刃学院。これを全生徒に普ふ及きゆうさせているのだから凄すごい財力だ。

「さて、そろそろ着き替がえるか」

　持って来た風ふ呂ろ敷しきの中から、千刃学院の制服を取り出して着替えを済ませた。

　それから姿見の前に立って、身だしなみをチェックする。

「──よし、問題ないな」

　中は真っ黒のシャツ。その上から、白を基調とした生き地じに黒と金のアクセントが施ほどこされたジャケット。胸には青のネクタイをして、下は真っ白のズボンだ。

　ちなみに女生徒用の制服は、動きやすさを重視した短いスカートらしい。

　なんでも数百年間このデザインから変へん更こうしたことはないらしく、伝統と格式のあるものだそうだ。個人的には両りよう肩かたにある剣をクロスしたような校章が気に入っている。

「それにしても……いい剣だな」

　そうして制服に着替えた俺は、学院から支給された剣を見て、思わず感かん嘆たんの息を漏もらす。

　曇くもりのない鮮やかな刀身。上品な金色の鍔つば。握にぎりやすく、しっくりと手に馴な染じむ柄つか。

　俺がこれまで使っていた一ひと振ふり千ゴルドの剣とは、明らかに作りが違った。

「さて……少し早いけど、そろそろ行くか」

　入学式の開始まで後十五分。少し早い気もするけど、校舎や周りの建物などを見ながらゆっくり歩けば、ちょうどいい頃ころに着くだろう。

　その後、入学式の会場である体育館へ向かう道中、前を歩く女生徒たちの会話が自然と耳に入ってきた。

「ねぇ、聞いた？　今回の試験、推すい薦せん入学で合格した生徒が三人もいるんだって！」

「聞いた。それズルいよね。あのめちゃくちゃ難しいテストを受けなくても、面接だけでここに入れちゃうんだから」

「ほんとそうだよね！　そういうのって、絶対汚きたないコネとかで入ってきてるよね！」

　……この話を聞く限り、どうやら推薦入学者であることは明かさない方がよさそうだ。

　俺はこの千刃学院で、『普ふ通つうの学生』として静かに剣を振って過ごしたい。

　グラン剣術学院での三年間は本当に散々だった。どこの流派にも入れてもらえず、いじめられていたせいで友達は一人もいない。そんな暗黒時代を繰くり返すのは、絶対に嫌いやだ。

　よく学んで、よく修しゆ業ぎようして、人並みに友達を作って、たまにはクラスのみんなと遊んで──今度こそ、そんなどこにでもある普通の学生生活を送りたい。

（……大丈夫。うっかり口を滑すべらせなければ、俺が推薦入学だってことは絶対にバレない）

　とにかくこれは、ラッキーだ。もし今の話を聞いていなければ、うっかりどこかで推薦入学のことを喋しやべっていただろう。

（うん、今日はなんだか流れがいいな……！）

　そうして俺は気分よく、入学式へ向かった。




　　　　■




　会場である体育館の前には数人の先生が立っており、「入学者は土足のまま中へどうぞ」と誘ゆう導どうを行っていた。俺は前の人たちの流れに乗って、そのまま中へ入っていく。

　床ゆかにはビニール製のシートが敷しかれ、簡易式の組み立て椅い子すがズラリと並んでいた。特に座席指定はないらしく、「前の方から詰つめて座ってください」と先生が整理を行っている。

　俺は流れに沿って歩いていき、最前列の真ん中あたりの椅子に腰こしを下ろす。前に誰だれも人がいないので、体育館の舞ぶ台たいがよく見える。悪くない席だ。

　そのまましばらく待っていると──若い男性が舞台へ上がり、マイクテストを始めた。どうやら、そろそろ入学式が始まるようだ。

　舞台に上がった男性は副理事長を名乗り、簡単な開式の言葉を述べた。

「えー……。それでは続きまして、理事長からの式しき辞じでございます。理事長、どうぞお願いします」

　副理事長がそう言うと、舞台袖そでから若い女性が姿を現した。彼女は舞台中央に置かれた講演台に立ち、ゴホンと咳せき払ばらいをする。

「みなさま、おはようございます。私は当校で理事長を務めております、レイア＝ラスノートと申します。以後、お見知りおきを」

　レイア先生はそう言って、優ゆう雅がな所作でお辞じ儀ぎをした。

　レイア＝ラスノート。

　非常に若く綺麗な女性だった。外見年ねん齢れいは二十代半ばぐらい。背中まで伸びた艶つやのある黒くろ髪かみ。大きく切れ長な目。背が高くてとてもスタイルがいい。黒いスーツを着こなし、胸むな元もとにはこれまた黒いネクタイ。両手にもぴっちりとした黒い手て袋ぶくろ。

　何だかとても仕事ができそうな人に見えた。

　いや、若くして五学院の理事長に就ついているんだから、実際とても優ゆう秀しゆうな人なんだろう。

　その後、ゆっくり顔を上げた先生は話を始めた。

「新入生のみなさま、御ご入学おめでとうございます」

　それから少し長い式辞を読み上げた彼女は、続いてこの学院の現状を語る。

「みなさま既にご存知の通り、本校は近年苦しい状じよう況きように立たされております。他の五学院に水をあけられ、『このままでは五学院が、四学院になってしまうのではないか』、そんな声が聞こえてくるほどです」

　彼女はさらに話を続ける。

「そこで我々は今年度、大きな改革を断行しました。前理事長をはじめとした教師陣じんを一新し、今年度から優秀な人材を確保するため『推薦入学制度』を導入しました。その結果、大変喜ばしいことに早さつ速そく三名もの推薦入学者を確保できました。彼らはいずれも、私が直接この目で見て『卓たく越えつしている』と判断した剣けん士したちです」

　俺は何だか嫌な予感を覚えつつ、黙だまってその話を聞く。

　するとその直後、レイア先生はとんでもないことを口にした。

「それでは推薦入学を果たした三名の生徒──リア＝ヴェステリア、ローズ＝バレンシア、そしてアレン＝ロードルは舞台へ上がってください」

　…………終わった。

　俺の求めた静かな学生生活は、彼女のたった一言で完全に崩ほう壊かいした。

　新入生は慌ただしく周囲を見回し、体育館全体が大きなざわめきを見せる。

（……このまま座っていたら、バレないんじゃないだろうか？）

　そんな邪よこしまな考えが一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎったけど……。先生が真まっ直すぐこちらを見ながら、手招きしていたので無む駄だな抵てい抗こうはやめることにした。

　そうして渋しぶ々しぶ舞台へ移動すると、目の前に見知った顔が一つあった。

　赤い瞳ひとみが特とく徴ちよう的な凜りんとした顔立ち、背中まで伸びる美しいピンクがかった銀ぎん髪ぱつ。

「ろ、ローズさん……!?」

　ローズ＝バレンシア、剣けん武ぶ祭さいの決勝で戦った桜おう華か一いつ刀とう流りゆうの使い手だ。

　こちらに気付いた彼女は、右手を上げて挨あい拶さつを返す。

「久しぶりだな、アレン」

「ど、どうしてここにいるんですか!?」

「もちろん、貴様を追って来たに決まって……っと、今は式中だ。話は後にしよう」

　彼女はそう言って口をつぐみ、俺もそれにならった。

「では一番右みぎ端はしのリアさんから順に、一人ずつ自己紹しよう介かいを。名前、流派、それから最後に簡単な一言をお願いします」

　先生がリアさんへマイクを渡わたすと、彼女は一歩前に出て堂々とした立ち姿で口を開く。

「みなさま初めまして。私の名前はリア＝ヴェステリア。隣りん国ごくの『ヴェステリア王国』から留学してきました。所属流派は『覇は王おう流りゆう』。王族ではございますが、ここではみなさまと同じ一学生です。どうか仲良くしてくださいね」

　リアさんはそう言って、フワリと笑った。

　リア＝ヴェステリア。

　長く美しい金色の髪かみをワインレッドのリボンでツインテールに結んだ、人当たりのいい優やさしそうな人だ。大きく澄すんだ瞳に雪のような白い肌はだ──まるで物語の中から飛び出してきたお姫ひめ様さまのようだ。隣国の王女という肩かた書がきには驚おどろいたけど、そう言われれば納なつ得とくしてしまうような品格が彼女にはある。

　そんなリアさんの自己紹介を聞いた新入生は、にわかにざわつき始めた。

「リア様って、五歳のときに『魂装』を発現したって噂うわさの……『黒こく白びやくの王おう女じよ』様!?」

「こ、こいつは凄すげぇ同級生ができたな……っ」

「ま、まぁ、推薦入学だからね……。このレベルの人じゃないと許されないっしょ？」

　彼女がペコリと頭を下げると、体育館中から大きな拍はく手しゆが送られた。

「ありがとうございました。それでは次にローズさん、お願いできますか？」

「はい」

　彼女は一歩前に出て、ゴホンと咳払いをする。

「名は、ローズ＝バレンシア。流派は桜華一刀流。よろしく頼たのむ」

　残念なぐらいに愛あい想そがなく、簡潔過ぎる自己紹介だった。

　しかし、新入生に与あたえた衝しよう撃げきは、とてつもなく大きかったようだ。

「ろ、ローズ＝バレンシアって、あの『賞金稼かせぎ』か!?」

「こいつはまた、とんでもねぇのが来たな……。今年の千刃学院は、ちょっと本気を出し過ぎじゃねぇか……!?」

「一子相伝と言われる伝説の桜華一刀流。一度でいいから、この目で見てみたいわ！」

　ローズさんが小さく頭を下げると、先ほどと同じようにたくさんの拍手が巻き起こった。
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「ありがとうございます。それでは最後にアレンくん、よろしくお願いします」

「は、はい……っ」

　そうして先生からマイクを渡された俺が、一歩前に踏ふみ出したその瞬間──新入生の期待に満ちた視線が鋭えい利りな矢となって全身を射い抜ぬいた。

（……いったいどうすればいいんだ？）

　リア＝ヴェステリアとローズ＝バレンシア──二人の超ちようビッグネームによって『推薦入学者』のハードルは、とんでもなく上がっている。そんな中、俺のようなごく一いつ般ぱん人が自己紹介すれば……それはもう悲ひ惨さんな状況になるだろう。

（もう、帰っていいだろうか……？）

　俺の心はもう完全に泣いていた。しかし……逃にげるわけにはいかない。もしここで尻尾しつぽを巻いて逃げたら、明日以降本当に学院へ行けなくなってしまう。

（逃げちゃ駄だ目めだ、逃げちゃ駄目だ……逃げちゃ駄目だ……っ！）

　俺はありったけの勇気を振り絞しぼって自己紹介を始めた。

「え、えーっと……グラン剣術学院から来ました、アレン＝ロードルです。所属流派は、その……我流、です……。よろしくお願いします……っ」

　そうして俺がお辞儀をすると、体育館は水を打ったかのように静まり返った。

　そしてその数秒後、新入生は一いつ斉せいにざわめき始める。

「なぁおい、今あいつ……我流って言わなかったか？」

「あぁ、言ったよ。間ま違ちがいなくそう言った」

「……よくもまぁ、推薦入学を受けれたもんだな。どんだけ分厚い面つらの皮してんだよ」

「ていうか、グラン剣術学院ってどこだ？　そんな名前の学院聞いたことないんだけど？」

「覇は気きのねぇ面構えだな……。まともに剣を握にぎったこともないんじゃねぇか？」

「前の二人はそりゃ推薦入学でも仕方ないけど……。この人はちょっと……ねぇ？」

「これが『裏口入学』ってやつね……。最っ低、顔も見たくないわ……っ」

　たった一度の自己紹介で、俺の好感度は地の底まで落ちた。

　さらば普ふ通つうの学生生活。こんにちは地じ獄ごくの学生生活。

　俺は涙なみだがこぼれないように、グッと歯を嚙かみ締しめる。

（俺が……俺がいったい、何をしたって言うんだ……）

　まさかこんなことになるなんて、夢にも思っていなかった。このまま回れ右をして、ポーラさんの寮りようへ帰りたい。

　そうして俺たち三人が自己紹介を終えたところで、副理事長が締めの言葉を結んだ。

「これにて本日の入学式は、終しゆう了りようとさせていただきます。新入生のみなさまは、これ以降自由に活動していただいて構いません。長らくのご清せい聴ちようありがとうございました」

　こうして地獄のような入学式は、ようやく終わりを迎むかえたのだった。




　　　　■




　入学式が終わると同時に、俺はすぐにその場を離はなれた。

「なんて理事長だ……っ」

　あれはひどい……いくらなんでもやり過ぎだ。完全に俺一人が晒さらし者ものになった。

（そもそもどうして俺なんかを推すい薦せん入学に選んだんだ……）

　大きくため息をつきながら、学院の敷しき地ち内にある林の中を一人トボトボと歩く。

　ここから少しズレたところにある舗ほ装そうされた道では、新入生たちが楽しそうに友達作りに励はげんでいる声が聞こえた。

（……いいな）

　きっと彼らはこれから三年間、楽しい学生生活を満まん喫きつするんだろう。

　そんなことを考えながら、鬱うつ蒼そうと茂しげる林の奥へ進んでいく。

　そのまましばらく歩けば、ポッカリと開けた空き地に出た。

「……やるか」

　結局俺は修練場から離れた林の中で、一人素す振ぶりをすることにした。

（……寂さびしい）

　いつもは楽しいはずの素振りが、何な故ぜか今日に限ってはとてもつらく思えた。

　剣が、心が、魂たましいが──泣いていた。

　俺はそれからたっぷり数時間、ただひたすらに剣を振り続けた。

　陽ひは既すでに西の空へ沈しずみ、月明かりが周囲をぼんやりと照らす。

「──よし、そろそろ帰るか」

　明日からは授業が始まることだし、今日はこのあたりで切り上げた方がいいだろう。

「っと、そうだ。せっかくだし、大浴場に行ってみるかな」

　素振りをしたことで少し落ち着いた俺は、ちょっと大だい胆たんな行動に出てみることにした。

「えーっと大浴場は……こっちだな」

　胸ポケットに入れてあった学院の地図を広げ、それを頼たよりに大浴場を目指して進む。

「……っと、ここだな」

　その後、しばらく歩けば──『大浴場』という看板を掲かかげた大きな建物を見つけた。

　風ふ情ぜいのある暖簾のれんをくぐり、男子更こう衣い室の扉とびらを開けるとそこには──下着姿のリア＝ヴェステリアの姿があった。

「な、あ……っ!?」

　リアさんはちょうどブラジャーのホックを外したところで、見てはいけないものが一瞬チラリと見えてしまった。彼女の雪のように白い肌が、みるみるうちに赤みを帯びていく。

「ご、ごめん……っ！」

　俺はとにかく平謝りをして、すぐに更衣室の扉を閉めた。

　妙みような胸の高鳴りと激しい罪悪感がないまぜになり、どうしたらいいのかわからなかった。

　扉の向こうからはスルスルと衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。何だかそれは聞いてはいけない音のような気がして、咄とつ嗟さに耳を塞ふさいだ。そのまま石像のようにただジッと立っていると──更衣室の扉がゆっくりと開き、女子用の制服に身を包んだリアさんが姿を現した。

「──決けつ闘とうを申し込みます」

「……え？」

「あなたに決闘を申し込みます。受けていただけませんか？」

　そこには有う無むを言わさぬ、凄すさまじい『圧』があった。

　これほど怖こわい笑え顔がおを見るのは、生まれて初めてだ。

「え、えーっと……。それは構わないんですが……条件は？」

「そうですね。敗者は、勝者の奴ど隷れいになる──というのはいかがでしょうか？」

　彼女は微笑ほほえみを浮うかべたまま、とんでもない条件を口にした。

「ど、奴隷!?　そ、それはさすがにペナルティが重過ぎじゃ──」

　俺が異議を唱えた次の瞬間──リアさんは俺の右みぎ隣どなりの壁かべを殴なぐりつけ、その美しい顔をグッと近付けた。

「──やるの、やらないの？」

　耳元で底冷えするような冷たい声が響ひびく。股またの間には彼女の膝ひざが差し込まれており、逃げようにも逃げられない状じよう況きようだ。

「ねぇ……どうするの？」

「……やります」

　何故リアさんが男子更衣室で着き替がえていたのかという大きな疑問は残るものの……。彼女の裸はだかを見てしまったのは俺が悪い。そうして仕方なくコクリと頷うなずくと、

「そう、賢けん明めいね」

　リアさんは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、拘こう束そくから解放してくれた。

（……入学式のときの優しそうな彼女は、いったいどこへ行ったんだろう）

　そんなことを考えていると、

「──話は聞いたぞ、若人わこうどよ！」

　レイア先生が豪ごう快かいに暖簾を搔かき分けて姿を現した。

「せ、先生!?」

「レイア!?　どうしてここに!?」

「ふっふっふっ！　何やらおもしろそうなことが、起きそうな気がしたのでな。近くで張り込んでいたんだよ！」

　彼女は心の底から楽しそうにクツクツと笑う。

「とにかく、話は聞かせてもらったぞ。二人で決闘をするんだろう？　それならば、この私が立ち合い人となってやろう！　──さぁ、付いて来い！」

　それからあれよあれよと言う間に、地下大演習場という広い部屋に連れ込まれた。

「さて、それじゃ夜ももう遅おそいことだし、さっさと始めてしまおうか！」

　何故かとても楽しそうな先生は、手をパンパンと打ち鳴らす。

「リア、アレン──二人とも準備はいいか？」

「もちろん、オーケーよ！」

「まぁ、大だい丈じよう夫ぶです……」

　ノリノリなリアさんと明らかに意い気き消しよう沈ちんした俺──二人が頷いたことを確かく認にんした先生は、

「それではリア＝ヴェステリア対アレン＝ロードル──始め！」

　よく通る大きな声で決闘の開始を宣言した。

　それと同時に俺は剣を引き抜き、正眼の構えを取る。

　一方のリアさんは、何もない空間に右手を突つき出した。

「侵しん略りやくせよ──〈原初の龍王フアフニール〉ッ！」

　すると次の瞬間、空間に巨きよ大だいな亀き裂れつが走り、そこから真しん紅くの剣が出現した。

「ふふっ、いい子ね」

　彼女が剣を握ると、黒と白の美しい炎ほのおが刀身を踊おどる。

「こ、これは……!?」

　何もない空間から突とつ如じよとして剣が出現し、不可思議な力が吹ふき荒あれた。

　まやかしや幻げん覚かくとは違うこの力を──俺は知っている。

「これは……魂装!?」

　天てん賦ぷの才を持つ者が、厳しい修しゆ業ぎようの末に会え得とくする自らの魂を具象化した力──魂装。

　俺が十数億年の修業でも会得できなかったものだ。
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　俺が羨せん望ぼうと嫉しつ妬との入り混じった目で、彼女の魂装を見つめていると、

「ほら、何をボーッとしているの？　あんたも早く出しなさいよ、魂装」

　彼女はごく当たり前のようにとんでもないことを口にした。

「は、はは……。悪いけど、俺にはそんな凄すごい芸当はできないよ」

　肩かたを竦すくめて首を横に振ると、リアさんは目を丸くする。

「それ……本気で言ってるの？」

「あぁ」

　残念ながら、俺は魂装を展開することはできない。それどころかこの目で魂装を見たのだって、今この瞬しゆん間かんが初めてだ。

「ぷ……っ。あっははははははっ！　ひ、ひーひー……っ。お、お腹なか……お腹痛い……っ」

　彼女はお腹を抱かかえて、楽しそうに笑い出した。

「はぁはぁ……はぁーあ……。魂装も展開できない未熟者が、『黒白の王女』と恐おそれられる私と戦おうだなんて……不ふ愉ゆ快かいよ！」

　先ほどまで笑っていたリアさんは、次の瞬間には鋭するどい目付きでこちらを睨にらみ付けた。

（感情表現の豊かな王女様だな……）

　さぞや毎日が楽しいことだろう。

（というかそもそも……俺は別に進んで決闘に臨のぞんだわけじゃない）

　リアさんが有う無むを言わさず、強ごう引いんに迫せまってきただけだ。

（でも、ここでそんな反論をすれば、きっと余計面めん倒どうなことになる……）

　そう判断した俺は、黙だまって口をつぐんでおくことにした。

「まぁいいわ、その勇気と度胸だけは認めてあげる。でも──ふふっ、一瞬で終わるとは思わないでね？　弱火でじっくり炒いためてあげるから……ぐつぐつ、ぐつぐつってねぇ！」

　その優ゆう雅がな外見とは違って、中々いい性格をしているようだ。

　入学式のときに見た優やさしそうなあの姿は、きっと猫ねこをかぶっていたのだろう。

（……確かに、俺は魂装を呼び出せない）

　だが、それで負けが決まるわけじゃない。魂装がないならないなりの戦い方がある。

「──行きますよ、リアさん？」

　俺はわずかな油断もなく、正眼の構えを堅けん持じしたままそう問い掛かけた。

「えぇ、どうぞ」

　一方の彼女は余よ裕ゆう綽しやく々しやく。剣けんから片手を放し、クイクイと指で挑ちよう発はつしてきた。

（……俺だって、一応剣士の端はしくれだ）

　ここまで舐なめた態度を取られては、黙っていられない。

「一の太た刀ち──飛ひ影えいッ！」

　いつもより早く、いつもより強く、牽けん制せいの一いち撃げきを放つ。

「なっ、斬ざん撃げきを飛ばした……!?」

　彼女は一瞬目を剝むいて驚おどろいたが、すぐさま冷静に防ぼう御ぎよ態勢へ移行した。

「──白龍の鱗ホワイト・スケイルッ！」

　白い炎が蜷局とぐろのような大きな盾たてを作り、飛影を燃やし尽つくす。

「へぇ、ちょっとは楽しめそうじゃな……っ!?」

　俺は彼女の展開した盾を目くらましにして、一気に距きよ離りを詰つめた。そのまま盾の内側まで踏ふみ込み、畳たたみ掛けるように追撃を放つ。

「八の太刀──八や咫た烏がらすッ！」

「同時に八つ……!?」

　迫り来る八つの斬撃に一瞬の硬こう直ちよくを見せたリアさんだが、

「くっ──黒龍の吐息ブラツク・ブレスッ！」

　すぐさま恐ろしい威い力りよくを誇ほこる黒炎を放ち、全すべての斬撃を燃やし尽くした。

（……さすがに強力だな）

　魂装〈原初の龍王〉の状況対応力は、俺の想像を遥はるかに上回っていた。

（でも、今の攻こう防ぼうで能力はだいたい割れたぞ……！）

　彼女の魂装は、白炎と黒炎を自在に操あやつるものだ。白炎は巨大な盾となり、黒炎は荒あら々あらしく直線状に放たれる。

（警けい戒かいすべきは、黒炎の方だな……）

　八咫烏を焼き尽くすほどの大火力。まともに食らえば、ひとたまりもないだろう。

（今度はフェイントを交えて、揺ゆさぶりを掛けていくか……！）

　そうして行動指針を固めた俺は、互たがいの間合いを詰めるべく一気に駆かけ出す。

「ち、近寄るな！　──龍のドラゴニツク激昂・ロアーッ！」

　リアさんは、黒白入り混じった炎を広こう範はん囲いにまき散らした。

「……っ」

　規則性のない範囲攻こう撃げきを前にした俺は、リスクを冒おかさずに後ろへ跳とび退のく。

　お互いの間に大きな距離が空き、一時膠こう着ちやく状じよう態たいとなった。

「あなた、今の技わざはなに……？」

「飛影か八咫烏か、どっちのことを言っているかは知りませんけど……。両方とも俺が編み出した技ですよ」

「……そう。一応、レイアに認められるだけの素養はあるってわけね……」

　彼女は先生の方をチラリと見ながらそう呟つぶやく。

「……あなたが剣術と真しん摯しに向き合い、相当な時間を費やしてきたことはわかったわ」

　それはもう、十数億年というとんでもない時間をかけたからな。

「いいわ。特別にあなたを『そこそこの剣士』と認めてあげる！」

「……どうも」

　誉ほめ言葉として受け取っておこう。ポジティブに考えた方が、きっと幸せに生きられる。

「でもね、魂装が使えない時点で、どれだけ剣術を磨みがこうとなんの意味もないの。今からそれを教えてあげるわ。努力しても絶対に届かない──才能という絶望的な壁をね！」

　リアさんはそう言って、真まっ直すぐ一直線に突っ込んできた。

（真っ正面からの斬きり合いか……望むところだ！）

　俺は重心をしっかりと落とし、彼女の動きを待った。

　そうして互いの間合いが触ふれ合った次の瞬間、

「覇は王おう流──剛ごう撃げきッ！」

　リアさんは凄すさまじい勢いで鋭い袈け裟さ斬りを放った。

「ハァッ！」

　俺はそれに応じるようにして、全く同じ袈裟斬りで迎げい撃げきする。

　剣と剣がぶつかり合い、激しく火花を散らしたその瞬間──凄まじい衝しよう撃げきが両りよう腕うでを襲おそう。

「なん、だと……っ!?」

　およそ女性のものとは思えない……とんでもない馬ば鹿か力ぢからだった。

「はぁぁああああああ……ッ！」

「ぐ、ぉおおおおおおお……ッ！」

　足、腰こし、腹、腕──全ての筋肉を総動員して迎むかえ撃うった。しかし、

（くそ……、止められない……!?）

　彼女の爆ばく発はつ的な力に押し負けた俺は──剣を弾はじき飛ばされ、隙すきだらけの腹部を晒さらす。

「──隙あり！」

　そこへ強力な蹴けりが突き刺ささる。

「ぐっ!?」

　俺は衝撃を殺すためにわざと後ろへ跳び下がり、かろうじて大きなダメージは免まぬかれた。

　それと同時に落下してきた剣を回収し、すぐさま次の攻撃に備える。

（くそ、厄介な力だな……）

　この馬鹿げた力の秘密は、彼女の背後で燃え盛さかる炎だ。互いの剣がぶつかり合うその瞬間──背後の炎が爆発的に燃え上がり、とてつもない推進力を生んだのだ。

　明確な有効打を与あたえたリアさんは、憐あわれみの視線をこちらへ向ける。

「ちょっとむかつくけど……剣術だけの勝負なら、あなたは私より高みにいるわ。でもね、魂装で強化された私には、その小手先だけの剣術では勝てないのよ。これで少しは理解できたかしら？　魂装という絶対的な力を！」

　剣術と魂装の組み合わせ……正直、天あつ晴ぱれというほかない。

（だけど、甘い……っ）

　今の一幕で、はっきりとわかった。彼女はその圧あつ倒とう的な魂装に頼たよるあまり、基き礎そ的な剣術がおざなりになっている。それに加えて油断と慢まん心しん、勝機は十分にあるだろう。

（……アレを使うか）

　十数回と繰くり返した時の世界。その一周目に編み出したあの技わざ──あの遊び半分で作った斬撃を、まさか実戦で使うときが来るとは思わなかった。

（そうと決まれば……まずは、リアさんの動きを正確に予測しないとな）

　俺はこれまでの攻防を、頭の中で反はん芻すうしていく。

　一手目。遠えん距きよ離りからの飛影に対しては、大きな白はく炎えんの盾で防御した。

　二手目。迫り来る八咫烏に対しては、圧倒的な黒炎をもって迎撃した。

　三手目。俺が接近を試みたときは、冷静に広範囲攻撃で牽制した。

（……リアさんはこれまで、一いつ貫かんして合理的かつ保守的な選せん択たくをしてきた）

　そして現在、彼女は覇王流剛撃という『確実な有効打』を持っている。

　つまり、次にリアさんが繰り出す技は、ほぼ間ま違ちがいなく覇王流剛撃だろう。

　そうして分ぶん析せきを終えた俺は、互いの位置関係から『最適なポイント』を割り出した。そして彼女に気け取どられないよう、さり気なくそこに剣先を通過させる。

（……よし、これで準備は完かん璧ぺきだ）

　後は俺の思う通りにリアさんが動けば──炸さく裂れつする。

「ふふっ、次こそは確実に仕留めるわよ！」

　既すでに勝利を確信しているのか、彼女は嗜虐的な笑みを浮うかべた。

　あの様子だと、こちらの仕込みには気付いてないようだ。

「──さぁ、覚かく悟ごなさい！」

　リアさんは力強く踏み込み、一瞬で間合いを詰めてきた。そしてその勢いを全く殺さず、真しん紅くの剣を振ふり下ろす。

「覇王流──剛撃ッ！」

　勝利を確信したリアさんと勝利を確信した俺──二人の視線が交こう錯さくした。

（……計算通り）

　俺は剣を鞘さやに収めて、ゆっくりと振り返った。そして次の瞬間、

「二の太刀──朧おぼろ月づき」

　何もない空間から斬撃が吹ふき荒あれ、それは彼女の胸部を襲った。

「どう、して……!?」

　意識の外から放たれた一撃に、リアさんは為なす術すべもなく意識を手放した。

　二の太刀朧月、これは設置型の斬撃だ。相手が通過する地点をあらかじめ予測し、前もってその空間に斬撃を仕込む。そして相手がそのポイントを通過した瞬間、自動的に炸裂するカウンター。狙ねらって当てることは困難を極きわめるが、当たればまさに必殺の一撃となる。

「ふむ、やはりこうなったか……」

　レイア先生は、リアさんが意識を失っていることを確認して決けつ闘とうの結果を宣言する。

「リア＝ヴェステリア戦せん闘とう不能！　よってアレン＝ロードルの勝利！」

　ようやく戦いの緊きん張ちようから解放された俺は、大きく息をついた。

（ふぅ、かなりの強敵だったな……）

　でもまぁ魂装使いと戦えたのは、いい経験になったと言えるだろう。

「しかし……さすがに強いな、アレン。私が見込んだだけはある！」

「ど、どうも……」

　いったいいつどこで見込まれたのかは知らないけど、褒ほめられて悪い気はしない。

「っと、そんなことよりも、早くリアさんを保健室に連れて行かないと！」

　ぐったりと倒たおれ伏ふす彼女のもとへ近付くと、先生は静かに首を横へ振った。
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「いや、リアは異常に丈じよう夫ぶだからな。後二、三分もすれば意識を取り戻もどすだろう」

「そ、そうなんですか……？」

　いや、しかし……。いくら体が丈夫だからといっても、気絶している人を放置するのは、さすがにまずいのではないだろうか……？

「まぁ、そのうちわかるさ。下手に手を出さず、黙だまって見ていればいい」

「は、はぁ……。わかりました……」

　先生とリアさんは知り合いのようだったこともあり……俺は彼女の言うことを信じて、少しの間だけ放置してみることにした。するとそれからおよそ二分後、

「……はっ!?」

　先生の言う通り、リアさんは勢いよく起き上がった。

「あ、あれ……？　私は……いったい……？」

「残念だったな、リア。さっきの決闘はお前の負けだ」

「……決闘？　……っ!?」

　現在の状じよう況きようを理解したのか、彼女はすぐさま立ち上がって俺のもとへ詰つめ寄った。

「ど、どういうこと!?　なんで私が負けたの!?　あなた、いったい何をしたの!?」

「え、えーっとそれはですね……」

　矢や継つぎ早ばやに質問を繰り出すリアさんへ、朧月という技を丁てい寧ねいに説明してあげると、

「そ、そんなの卑ひ怯きようよ！　ズルよ、ズル！」

　説明に納なつ得とくがいかなかったのか、彼女の口からは不満が飛び出した。

「そ、そう言われましても……」

　確かに『変わり種』であることは間違いないが、一応れっきとした技だ。第一、空間に仕込んだ斬ざん撃げきは完全な不可視ではない。よくよく注意して見れば、わずかな空気のズレ──断層が確かく認にんできる。もしもリアさんが冷静であれば、勝利を確信して慢心していなければ、きっと気付くことができただろう。

（原因はどちらかというと、彼女の方にあるんだけど……）

　それをそのままリアさんに伝えるのは、さすがにどうかと思われた。

　そうしてどうしたものかと苦笑いを浮かべていると、

「ゴホン──とにかくこの決闘は、アレンの勝利に終わったわけなんだが……。お前はどうするんだ、リア？」

　ニヤニヤと意地の悪い笑えみを浮かべた先生は、そんな質問を投げ掛かけた。

「『どうするんだ』って……どういう意味よ？」

　おそらく素すで忘れているのだろう。彼女は不思議そうにコテンと小首を傾かしげた。

「ほらアレだよ、アレ……決闘前の約束さ」

「決闘前の約束って……ッ!?」

　ようやく思い出したのか、リアさんはわかりやすく顔を引きつらせた。

（やっぱり忘れていたのか……）

　こう見えて、案外抜ぬけっぽいところがあるようだ。

「その反応は思い出したな？　そう『敗者は、勝者の奴ど隷れいになる』……決闘前の約束だ！」

　立ち合い人である先生は、生き生きとした様子でリアさんを追い詰めていく。

「え、えーっと、奴隷っていうのは……。その、言葉の綾あやのような感じで……っ」

　彼女は目に見えて狼ろう狽ばいし、あたふたと手を振った。視線は右へ左へと泳ぎ、尋じん常じような様子ではない。奴隷に落ちる一歩手前という状況を考えれば、こうなっても仕方ないだろう。

「なるほど……。確かに先の決闘は受領所も通していないし、正式な手順で実じつ施しされたものじゃない。リアがどうしてもというならば、最悪この私が黙もく殺さつしてやってもいいが……」

　先生は以外にも、リアさんへ助け舟ぶねを出した。

「れ、レイア……っ！」

　彼女はまるで神様を見るような目で先生を見つめる。

（……まぁ俺としても、この方が面めん倒どう事から解放されて助かる）

　実際のところ、リアさんに「奴隷になる」と言い出されるのが一番困る。なにせ彼女はヴェステリア王国の王女様だ。もしもそんなことが明るみに出れば、まず間違いなく国際的な大問題になるだろう。

（とりあえずこれで一件落着だな……）

　そうして俺がホッと胸を撫なで下ろしていると、

「しかし……お前は本当にそれでいいのか？」

　先生は真しん剣けんな表情で、確認するようにそう問い掛けた。

「ど、どういう意味よ……？」

「いやな、少し冷静になって現状を考えてみたんだが……。誇ほこり高きヴェステリア王国の王女様が『自ら』吹っかけた戦いに敗れ、そのうえ『自ら』提示したペナルティからも逃にげようとしている。いやなに、お前がそれでいいんだったら、いいんだがな……。ちょっと気になっただけだ。うん、別に気にしないでくれ」

　彼女はわざとらしく、いかにも芝しば居いがかった風にリアさんを挑ちよう発はつする。

（よ、ようやく話がまとまりかけていたというのに、この人は……ッ）

　俺は鋭するどい視線を飛ばし、先生を睨にらみ付けた。

（……断言できる、彼女はとてつもなく『いい性格』をしている）

　今朝の入学式もそうだし、今だってそうだ。完全にリアさんで遊んでいる。

（この人には、あまりかかわらない方がよさそうだな……）

　俺がそんなことを思っていると、リアさんはついに唸うなり声をあげ始めた。

「く、ぅううううっ！　……も、もうっ！　わかった、わかったわよ！　約束はちゃんと守るわ、守ればいいんでしょう!?」

　彼女は半ばやけくそになりながら、大声でそう叫さけんだ。

　それを見た先生は、わざとらしく肩かたを竦すくめる。

「おいおい、まるで私が強制したような言い方はよしてくれよ……。これはお前の問題なんだ。約束を守って奴隷になるか、それとも約束を反ほ故ごにして逃げるか──ちゃんと自分の意思で決めてくれ」

「む、ぐぅううう……っ」

　リアさんは声にならない声をあげ、キッとこちらを睨み付けた。そして──。

「ふ、不束ふつつか者ものですが、よ、よろしくお願いします……ご主人様……ッ」

　顔を真っ赤に染めた彼女は、唇くちびるを嚙かみ締しめ、恥ち辱じよくに震ふるえながら頭を下げた。

「え、えーっと……その、よろしく……」

　もうなんかいろいろと疲つかれた俺は、とりあえずこの場を丸く収めることにしたのだった。
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　現在、俺はリアさんと彼女の部屋で二人っきりだ。

「……」

「……」

　ワインレッドの絨じゆう毯たんに座り、二人揃そろって黙り込む。息苦しい沈ちん黙もくの中、時計の秒針がひたすらに時を刻んだ。

（……どうしてこうなった）

　互たがいの人権を懸かけたあの決闘の結果、彼女は俺の奴隷になった。いや、なってしまった。

（一国の王女様が、他国へ留学中にどこの誰だれとも知らぬ輩やからの奴隷になった。もしこの情報が彼女の母国ヴェステリアにバレてみろ……。国際問題に発展するぞ……）

　もう本当に勘かん弁べんしてほしい。どうして俺がこんな目に遭あわなくてはならないんだ。

（はぁ……）

　何度目になるかもわからないため息を心の中でつく。

　あの決闘の後、レイア先生は「奴隷はちゃんとご主人様に全すべてを捧ささげないとな！」と言って、半ば強ごう引いんに俺をここへ連れ込んだ。

　そして「明日にはアレンの荷物を全部こっちに運ぶ予定だから、そのつもりでな！」と言ったきり、どこかへ行ってしまった。本当に嵐あらしのような人だ。

（でも、学院の規則や世間一いつ般ぱんの常識に照らせば、先生の行動は間ま違ちがっていないんだよな）

　一見すれば、ただ好き勝手にやっているようにも見えるが……実際のところ彼女は決闘の立会人として仕事をこなしただけだ。

　そもそも『決けつ闘とう』とは互いの誇りをかけた真剣勝負。両者が事前に定めた条件・約束は決して違たがえてはならない。これを破るような軟なん弱じやく者ものは、剣けん士し失格の烙らく印いんを押される。

　これは初等部の剣術学院で最初に習うことであり、おそらくこの国の──いや、世界中の剣士が心に刻み込んでいることだ。

　事実、ドドリエルだってきっちりと約束は守った。あのプライドの高い男が頭を下げ、俺と母さんへの暴言を撤てつ回かいし、謝罪した。決闘で結んだ約束は、それほどまでに重い。

（だからこそ、今のこの状況がしんどいんだよな……）

　リアさんの性格上、俺が「奴ど隷れい契けい約やくはなかったことにしましょう」と言ったところで、素す直なおに引き下がるわけがない。もし彼女がそういう性格ならば、あのとき先生に「決闘に負けた」という事実を握にぎり潰つぶしてもらっていたはずだ。

　つまり、この奴隷契約を解除するためには、彼女が決闘で俺に勝利するしかない。

（だけど、今はそれももう難しいんだよな……）

　リアさんの攻こう撃げきパターン、防ぼう御ぎよや回かい避ひの癖くせ、戦闘時の思考──そういった戦闘における大事な要点が先の戦いで露ろ呈ていしてしまった。たとえ彼女に隠かくし玉があったとしても苦戦はするだろうが、まず負けないだろう。俺にだって、隠し玉の一つや二つぐらいある。

（はぁ……。もういっそのこと、わざと負けるか……？）

　一いつ瞬しゆんそんな考えが脳のう裏りをよぎったけど、俺はすぐさま首を横へ振ふった。

　それはさすがに駄だ目めだ。俺だって剣士の端はしくれ──決闘でわざと負けるなんて、そんな馬ば鹿かな真ま似ねはできない。

（はぁ……。これからどうしようか……）

「どうしようか」とは言うものの……。現状どうすることもできないのだから、正直頭を悩なやませるだけ時間の無む駄だだ。ようやく「現状何をしても無駄」という結論に行き着いた俺は、リアさんに気付かれないよう部屋の中を見回した。

（……可愛かわいらしい部屋だな）

　彼女の部屋は基本色に白色、アクセントにピンク色で整えられた統一感のある女の子らしい部屋だった。王族だからもっとシャンデリアとか豪ごう奢しやな調度品があるものかと思ったけど、そういうのは特に見当たらない。ごく普ふ通つうの──可愛らしい女の子の部屋だ。

（それに……なんだかいいにおいがする）

　香こう水すいとも洗せん剤ざいとも違う。ほのかに香かおってくるような、優やさしくて自然なにおい──言ってみればそう、女の子のにおいだ。

　そんな風に部屋を見回していると、少し気になるものを見つけた。

（へぇ……ぬいぐるみが好きなのか）

　ベッドの枕まくら元もとには、クマとキツネの可愛いぬいぐるみが置かれてあった。

（ふふっ、可愛らしいところもあるんだな）

　そんな風にリアさんの部屋を観察していると、

「は、恥はずかしいから、あまりジロジロと見ないで……ください」

　彼女は少し顔を赤らめながら、ポツリとそう呟つぶやいた。

「ご、ごめん……」

　俺は素直に謝罪の言葉を口にした。あまり他人の──それも年とし頃ごろの女の子の部屋をジロジロと見るべきではないと思ったからだ。

（でも、これは大きな成果だぞ……！）

　この部屋に来て初めて意思の疎そ通つうに──会話に成功した。ほんの少し和やわらいだ空気、この機を逃のがさないよう、俺は勇気を出して声を掛けることにした。

「あの、さ……」

「な、なんでしょうか……？」

「なんというかその……敬語はやめにしませんか？」

　リアさんに敬語は、全くと言っていいほど似合わない。

　これは多分、つい先ほど彼女の『素す』を見てしまったからだろう。

「……ご主人様に対して、奴ど隷れいの私が敬語を使わないのはおかしいと思います。それに……私にだって剣士としての意地と誇りがあります。約束を違えることはできません」

　リアさんはそう言って、そっぽを向いた。思っていたよりも、ずっと頑がん固こな人だ。

（そう言われてもな……。これから共同生活をしていくのに、ずっと敬語を使われるのはさすがに息苦しい……）

　俺は別に彼女が嫌きらいではない。むしろいい友人として、仲良くやっていけたらいいなと思っているぐらいだ。確かに口は悪く、人によく見られようと猫ねこをかぶるところはあるけれど……。決闘の約束はしっかり守るし、剣士としての矜きよう持じも持ち合わせている。いろいろとあって今はあまり関係が良好とは言えないが……今後は仲良くしていきたい。

（それに、彼女は魂装も使えるしな……）

　魂装を発現するコツとか、できればちょっと教えてほしい。

（リアさんと仲良くなるためには、やっぱりまず敬語をやめてもらわないとな……）

　言葉は行動や関係を形作る。彼女が敬語を使い続けているうちは、どこか他た人にん行ぎよう儀ぎな感じがして仲良くなることは難しいだろう。

　でも逆に敬語さえ取り去ってしまえば、意外とすぐに距きよ離りは縮まってくれると思う。

（この頑固で強ごう情じようなリアさんから、敬語をやめさせるには……アレしかない、か）

　少しだけ強引な手法になってしまうが、今回ばかりは仕方ない。

　俺は彼女の目を真まっ直すぐ見つめて、少し強めの語調でこう言った。

「そうだな……。じゃあこれは命令だ。今後、俺に対して敬語を使うことを禁止する」

「そ、それは卑ひ怯きようじゃないですか……っ!?」

　この反論は予想の範はん囲い内だ。

「奴隷の嫌いやがることを無理やりさせるのも、主人の権利の一つだろ？」

　少し屁へ理り屈くつではあるが、筋は通っている。

「……わかりまし……ゴホン。──わかったわ。でも、本当にいいのね？　命令の撤回はできないんだからね？」

「あぁ、もちろんだ」

　彼女に敬語は似合わない。やっぱり今のように砕くだけた口調の方が自然だ。

「だったら、アレンも敬語使うのやめなさいよ。……なんか気持ち悪いじゃない」

　リアさんは、少しだけ頰ほおを赤くしながらそう言った。

「そうか？　それなら、遠えん慮りよなくそうさせてもらうよ」

　俺も敬語は得意じゃない。リアがそう言ってくれるなら、お言葉に甘えるとしよう。

　そうして互いの敬語が取れたところで、俺はちょっとした話を振った。

「それにしても、入学早々とんでもないことになったな……」

「ふん、いったい誰のせいなのかしら？」

「それは……微び妙みようなところじゃないか？　確かに見てしまった俺も悪いけど、男子更こう衣い室で着き替がえていたリアにも落ち度はあると思うぞ……？」

「え、何を言っているの……？　私はちゃんと女子更衣室で着替えていたわよ？」

「……は？　いや、そんなわけはない！　あそこは間違いなく、男子更衣室だったぞ!?」

「う、うそ!?　でも私、入る前にちゃんと確かく認にんしたわよ!?」

　いや、俺が入った段階では、あそこに男子更衣室の掛かけ札が掛かっていたのは間違いない。

　彼女の……その、アレを見てしまった後、俺はしっかりあそこが男子更衣室であることを確認した。この記き憶おくに間違いはない。

　すると何かに気付いたのか、リアはハッと口を開けた。

「もしかして……レイアの仕し業わざ？」

「……あり得るな」

　よくよく考えてみれば……先生の登場は、あまりにタイミングが良すぎた。まるでこの騒さわぎが起きることを予見していたかのようだった。

　何が目的かはわからないけど……。今回の件に一枚嚙かんでいるのは間違いないだろう。

「くぅー、やられた！　でも何で!?　いったい何が目的なの!?」

「さぁな、それはわからないけど……。あの人が人間として大きな問題があることだけは、よくわかったよ」

「「……はぁ」」

　そうして俺たちは、二人同時にため息をついた。

「……ちょっと、マネしないでよ」

「いや、俺の方がコンマ数秒早かったぞ？」

「いやいや、私の方が──」

　それから俺とリアは、たわいもない話を楽しんだ。思った通り、敬語がなくなったことで二人の距離はグッと近付いた気がする。

　すると部屋の掛け時計がゴーンゴーンゴーンと鳴った。

　時計を見れば、時刻は既すでに夜の十一時。そろそろ明日に備えて寝ねなければならない。

「あー、もうこんな時間か」

「そろそろ寝る支し度たくを始めないと、明日に差さし支つかえが出るわね」

「そうだな。リア、先にシャワーを浴びてきなよ」

「……なんかエッチな言い方ね、それ」

　一応気を遣つかったつもりだったんだけど、どういうわけか彼女はジト目でこちらを睨にらんだ。

「えっと……。どこがエッチなんだ？」

　今の言葉にそんなところはないと思うんだけど……。

「そ、それは……っ。も、もう……何でもない！」

　リアは何な故ぜか顔を真っ赤にしながら、脱だつ衣い所の方へ向かっていった。

「こ、今度覗のぞいたら、絶対に許さないんだからね……！」

　彼女はそう言って、勢いよくカーテンを閉めたのだった。
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　アレンとの会話を打ち切り、脱衣所のカーテンを閉めたリアは、

（さ、先にシャワーを浴びてこいだなんて……あんなの、わかってて言ったに違いないわ！）

　顔を真っ赤に染めたまま、頭をブンブンと横へ振った。

（そう、アレは罠わなよ……っ。決して私だけが、その……え、エッチな想像をしたわけじゃないわ……っ！　巧こう妙みように仕掛けられた、悪あく魔まの罠よ！）

　一人でそんな言い訳をしながら、上の制服を脱ぬいでいく。そうしてスカートを下ろし、ブラジャーのホックに手を掛けたところで──ピタリとその手が止まった。

「このカーテン、まさか透すけてないわよね……？」

　夕方の一件で警けい戒かい心しんの高くなった彼女は、下着姿のままジッと目を凝こらす。

「……うん、大だい丈じよう夫ぶそうね」

　そうして不安要素を排はい除じよしたリアは、下着を脱いで浴室へ入った。

　お風ふ呂ろにお湯を張りながら、長い髪かみを丁てい寧ねいに洗っていく。まずはシャンプー、次にトリートメント。髪の手入れを終えた後は、筋肉を揉もみほぐすようにして体を洗う。それから長い髪をタオルでまとめ、肩かたまでとっぷりと湯船につかった。

「あぁ、いい気持ちぃ……」

　足をグッと伸のばし、つま先をピンと張って大きく伸びをする。

「……それにしても変な奴やつ」

　今日一日の疲つかれをお湯に溶とかしながら、アレンへの率そつ直ちよくな気持ちを口にした。

「この私が奴隷になってあげたのに、全く手を出す素そ振ぶりを見せないなんて……」

　リアはそう言いながら、軽くパシャパシャと湯船を叩たたく。

「……けっこう自信あるんだけどなぁ」

　右手を湯船から突つき出し、ほんのりと上気したその肢し体たいへ視線を向けた。

　日々の厳しい鍛たん錬れんによって引き締しまった手足。十五歳にしてはしっかり発育した柔やわらかい胸。健康的でほどよい肉付きのお腹なか周り。その体は、確かに魅み力りよく的なものだった。

「い、いや……。別に手を出してほしいとかそういうわけじゃなくて……なんというかその、ねぇ？」

　手を出されたら出されたで、もちろん困るのだが……。全く興味を示されないのもまた微妙に傷つく。そんな複雑な思いに苦しみながら、彼女はブツブツと独り言を続ける。

「と、とにかく油断は禁物よ！　『男はみんな狼おおかみ』──お父さんがそう言っていたもの！」

　リアの父であり、ヴェステリア王国の国王──グリス＝ヴェステリアは、彼女を深く愛していた。その溺でき愛あいっぷりは、国中の知るところだ。リアが生まれてすぐ、彼女の周囲から『男』を排除した。身の回りを世話する使用人はもちろんのこと、直属の護衛隊も全すべて女性で固めるほどの徹てつ底ていぶり。

　そんなリアが親元を離はなれて共学の千刃学院へ留学してこられたのは、古くからの友人であるレイアの干かん渉しようと忠臣からの進言があったことが大きい。

　つまるところ──彼女は異性に対する免めん疫えきがゼロだった。

「そうよ、男はみんな狼なの……。一いつ瞬しゆんの油断が命取りになるわ……！」

　そうして緩ゆるみかけた警戒心を引き締め直したリアは、そのまま脱衣所へ足を向ける。

　体の水気をバスタオルで拭ふき取り、簡単に髪を乾かわかしたところで──顔を青ざめさせた。

（し、しまった……。私としたことが、着替えを準備し忘れるなんて……っ!?）

　いつもどこか抜ぬけている彼女は、あまりのショックに言葉を失う。

　部屋にいるアレンへ「着替えを取って」なんて、間ま違ちがっても頼たのめるわけがない。パジャマだけならまだしも、下着を見られるわけにはいかない。

（うぅ、こうなったらもう……これでいくしかないわ……っ）

　リアはせめてもの抵てい抗こうにと体にバスタオルを巻き付け、意を決してカーテンを開ける。

「あ、上がったわよ……っ」

「あぁ、それじゃ今度は俺が……っ!?　り、リア!?」

　同級生の女の子がバスタオル一枚。それもお風呂上がりということもあり、瑞みず々みずしい肌はだが強調され、羞しゆう恥ちによって頰がほんのりと赤らんでいる。そのあまりに扇せん情じよう的な姿を目にしたアレンは、アワアワとわかりやすいほどに慌あわてた。

「き、着替えを忘れちゃったの……。そ、そんなにジロジロ見ないでよ……っ」

「あ、あぁ、ごめん……！」

　彼はそう言って、勢いよく後ろを向いた。

　リアと同様、アレンもまた異性に対する免疫がゼロだった。幼少期は過か疎そ化と高こう齢れい化の激しいゴザ村で生活し、その後はグラン剣けん術じゆつ学院でつらい学生時代を送った彼は、異性と触ふれ合う機会がまるでなかったのだ。

（ふ、ふーん……。あんなに顔を赤くするなんて、意外と純情なのね……）

　アレンの慌てふためく姿を見て、リアは少しだけ落ち着きを取り戻もどした。自分の顔も真っ赤になっていることは、頭の中から消えているようだ。

　彼女はアレンの背後を横切り、そのままとある一室へ足を踏ふみ入れた。

「──ここ私の部屋だから、勝手に入ったら絶対許さないからね？」

　リアは王族ということもあって、一いつ般ぱん生徒より広い部屋が与あたえられていた。具体的には、彼女の部屋・台所・寝しん室しつ・空き部屋という具合だ。

「あ、あぁ、もちろんだ。……それじゃ俺は、お風呂をいただくぞ？」

「えぇ、どうぞ」

　短くそう言葉を交かわし、リアは自室の扉とびらを閉め、アレンは脱衣所に向かった。

「それにしてもあの反応……。ふふっ、ちょっと可愛かわいかったかも……」

　彼女はショーツに片足を通しながら、そんなことを呟つぶやく。そうして白い生き地じにピンク色のアクセントが施ほどこされた可愛らしいパジャマを着て、髪の毛をドライヤーで乾かし始めた。

「ああいう男の人を確か『草食系』って言うのよね……？」

　微妙にズレた知識を口にしたところで、

「……って、なにちょっと油断しているのよ!?」

　アレンに対して、少しだけ心を開きかけていることに気が付いた。

「さ、策士……。あいつは生きつ粋すいの策士だわ……っ。わざと純情な反応を見せて、私の警けい戒かい心をあっさりと解くなんて……。恐おそろしいまでの知略……っ」

　割合にポンコツなところのあるリアは、顔を青くして警戒レベルをグッと高めた。

「そうよ。きっと寝るときになったら、凶きよう悪あくな本ほん性しようを曝さらけ出すに決まっているわ……っ」

　その後、髪の手入れを終えた彼女は、冷蔵庫で冷やした水を飲むため台所へ向かう。

　すると──脱衣所のカーテンが開かれ、寝ね間ま着きに着替えたアレンが姿を見せた。

「「……あっ」」

　ばったりと出くわした二人の間に微妙な沈ちん黙もくが降りる。

「……ずいぶん早いのね。『烏からすの行ぎよう水ずい』というやつかしら？」

「あ、あはは、そうかもな」

　そんな当たり障さわりのない話をしつつ、リアとアレンはなんともいえない時間を過ごした。そうこうしているうちに時計の針が十一時を指し、いよいよ就しゆう寝しん間近になった頃ころ。

「なぁ、リア。そろそろ寝ようと思うんだけど……」

　アレンは時計に視線を向けながら、そんなことを口にした。

「は、はぃ……っ（ほ、ほら来た……っ）」

　彼女は胸をドキドキと鳴らしながら、予想通りの展開に唾つばを吞のむ。

　現状リアは奴ど隷れいという身分だ。求められれば、当然応こたえなければならない。

（うぅ……。初めてが、む、無理やりだなんて……っ）

　彼女は小刻みに震ふるえながら、静かにアレンの命令を待った。すると、

「俺は床ゆかで寝るから、リアは気にせずベッドを使ってくれ」

　彼はそう言って、その場でゴロンと横になった。

「……え？」

　予想外の展開に、彼女はポカンと口を開ける。

「ちょ、ちょっとアレン……？　本当に……何もしないの？」

「えーっと……何を？」

　彼は困ったような表情を浮うかべ、不思議そうに小首を傾かしげた。お風呂も入った、歯も磨みがいた、寝間着にも着き替がえた──これ以上の『ナニカ』は、全く思い当たらなかったのだ。

「はぁ、もういいわ……」

　あまりにも自然で無欲な態度に、リアはため息をこぼした。その後、二人用の大きなベッドに腰こしを下ろし、自分の右みぎ隣どなりをポンポンと叩く。

「ほら、一いつ緒しよに寝ねましょ」

「え……？　いや、でも……男と一緒に寝るなんて嫌いやじゃないのか？」

「奴隷がベッドの上で寝て、主人が硬かたい床で寝るなんて……さすがにおかしいでしょ？」

「まぁ、それはそうだけど……」

「もうほら、つべこべ言わずこっちに来なさいよ」

「わ、わかったよ」

　そうしてアレンはリアの右隣で横になり、二人は大きな一枚の掛かけ布ぶ団とんをかぶった。

「で、電気消すわよ……？」

「あ、あぁ」

　リアがリモコンを操作し、弱々しいオレンジ色の照明が灯ともる。目を凝らせば、なんとか相手の顔が見える明るさ。耳を澄すませば、互たがいの息いき遣づかいが聞こえる距きよ離り。なんとも言えない緊きん張ちよう感が寝室を満たす。

「お、おやすみ、リア……」

「お、おやすみなさい……アレン」

　二人は短く言葉を交わし、高鳴る鼓こ動どうを抑おさえつつ静かに目を閉じる。

　その三十分後──リアはパチリと片目を開けた。

（まさか本当に何もしてこないなんてね……）

　──寝ね静しずまった後に、襲おそってくるかもしれない。

　その可能性を考こう慮りよして、こっそり寝たふりをしていたわけだが……。当然アレンがそんなことをするはずもなく、徒労に終わってしまった。

　彼女はムクリと上体を起こし、右隣で規則的な寝息を立てる彼を見つめる。

「なによ、気持ちよさそうに寝ちゃって……。これじゃ私だけ意識してるみたいじゃない」

　筋金入りの負けず嫌ぎらいであるリアは、ちょっとした敗北感を覚えつつ……その仕返しとばかりにアレンの頰ほおを優やさしくつまむ。

「……男の子なのに意外と柔らかいわね」

　まるでお餅もちのように柔らかいほっぺたは、リアの旺おう盛せいな好こう奇き心しんを刺し激げきする。

「もうちょっとぐらい引っ張っても起きない……よね？」

　彼女はズイッと身を寄せて、アレンのほっぺたをもう少し引っ張ってみることにした。

「あは、これちょっと面おも白しろいかも……っ」

　その後、彼の眠ねむりが思いのほか深いことに気付いたリアは、

「この、この……っ！　なぁにが『二の太刀朧月』よ！　卑ひ怯きようなことしてくれちゃって……。アレンなんかこうしてやる……っ！」

　頰を両手で引っ張ったり、突いたりして憂うさを晴らしたのだった。

「ふわぁ……。うん、仕方がないから今日はこのぐらいで許してあげるわ」

　それから少しして、強めの睡すい魔まが襲ってきたところでベッドに体を預ける。

　視線の先には、少し寝苦しそうにするアレンの横顔があった。

（……悪い奴やつじゃなさそうね）

　最終的にリアはそんな判断を下す。

（下心はないし、とっても強い剣士だし、顔もちょっとかっこいいかも……。って、私はなに馬ば鹿かなことを考えているの!?）

　アレンに惹ひかれ出していることを認にん識しきした彼女は、ブンブンと頭を左右に振ふる。

「もぅ……今日は大人しく寝よう。なんだか疲つかれちゃったわ……」

　今日一日ずっと心を乱されていたリアは、ゆっくりと瞼まぶたを落とす。そして、

「おやすみなさい。……私の変なご主人様」

　最後にポツリとそう呟き、深い眠りについたのだった。
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　翌日、俺とリアは二人で一緒に教室へ向かった。俺たちのクラスはともに一年Ａ組。同じ部屋に住んでいるんだから、わざわざ分かれていく必要もない。

「それでね、それでね！　うちの国ではラムザックっていう伝統料理があって！　これがもうとってもおいしいのよ！」

「へぇ、今度機会があったら食べてみたいな」

「千刃学院ここの近くにいい店を知っているわ！　今度教えてあげるね！」

　一日寝てスッキリしたのか、俺への態度がずいぶん軟なん化かしていた。

（何があったのかは知らないけど……昨晩みたく、よそよそしくされるよりは百倍マシだ）

　それに彼女と話すのは、単純に楽しかった。面白いように表情がコロコロと変わるし、身振り手振りもあって飽あきない。彼女はいわゆる『モテるタイプ』というやつだろう。

　それから一年Ａ組の教室に到とう着ちやくした俺が、ガラガラと横開きの扉を開けると、

「お、おはようございます……リアさん！」

「きょ、今日もいい天気ですね！」

　二人の女生徒が少し緊張した面おも持ちちで、リアへ声を掛けた。

「えぇ、おはよう。気持ちのいい朝ですね」

　リアは素す早ばやく猫ねこをかぶり、控ひかえ目に右手を振りながら微笑ほほえむ。

（……こう見ると、本当に上品な『王女様』なんだよなぁ）

　俺と二人でいるときの快活で少しガサツなリアと、今のおしとやかで凜りんとした彼女。二人が同一人物だとは思えない。

　なんならいっそ「実は私、二重人格なの……」と言われた方がよっぽど納なつ得とくができる。

　リアが女生徒たちと談だん笑しようを始めたところで、俺はそっとその場から離はなれた。

　女子には女子の交友関係がある。男の俺がいてもお邪じや魔まなだけだろう。

（座席は……まだ決まってなさそうだな）

　周囲を見回しても、特に座席指定があるようには見えない。俺はひとまず最も目立たない一番後ろの窓側の席へ向かった。

　すると──その進路上に、何やら楽しげに話している男子生徒三人がいた。

　目の前を通るのに挨あい拶さつをしないのは、さすがに不愛想だろう。そう思った俺は、少し勇気を出して声を掛けてみた。

「お、おはよう」

　片手を上げてそう挨拶をすると、

「「「……」」」

　三人が三人ともピタリと会話を止め、俺の顔を一いち瞥べつした後──再び会話を始めた。いっそ気持ちいいぐらいの無視だ。

　それも一度こちらを睨にらみ付けている分、陰いん湿しつ度が高い。

（……はぁ、やっぱり嫌きらわれてるよな）

　これはやはり昨日の一件が──地じ獄ごくの入学式が尾おを引いているんだろう。

（人間、第一印象が大事だからな……）

　入学初日から好感度ゼロスタートというのは、中々に厳しいものがある。

（まぁ面と向かって、悪口を言われないだけマシか……）

　グラン剣けん術じゆつ学院では落第剣士、卑怯者、暗器使いなどなど……。散々いろいろな罵ば声せいを浴びせられてきた。いまさらたかだか三人に無視されたところで、どうということはない。

　そうして仕方なく、彼らから離れようとしたそのとき。

「──ねぇ、あなたたち。ちょっといいかしら？」

　柔やわらかい外向きの笑顔を貼はり付けたリアが、先ほどの三人に声を掛けた。

「は、はい！」

「ど、どうしたんですか、リアさん？」

「何か困ったことでもありましたか!?」

　絶世の美女に話しかけられた彼らは、はた目から見てもわかるほどに舞まい上がっていた。

　全く……現金な奴やつ等らだ。

（しかし、リアの奴……。こいつらに話しかけて何をするつもりだ？）

　意識を少しだけそちらへ向けつつ、窓まど際ぎわの席へ移動していると、

「今、アレンが挨拶したと思うんだけど……。お喋しやべりに夢中で聞こえなかったのかしら？」

　彼女は意外なことを口にした。

「え……いや、それはその……」

「聞こえてたというか……何というか……」

「あ、あいつの声が小さかったっていうか……なぁ……？」

　しどろもどろになりながら、要領を得ない回答を口にする男たち。

　そんな彼らを見て、リアはニッコリと笑う。

「私ね。そういうくだらないことする人、大嫌いなの」

「「「……っ」」」

　絶句する彼らを気にも留めず、彼女は優しい微笑みを浮かべたまま続けた。

「今後二度と私には話しかけないでちょうだい。──では、ごきげんよう」

　そうして言いたいことを全すべてぶちまけたリアは、俺の一つ右隣の席に鞄かばんを下ろす。

　予想外の出来事に教室中が凍こおった。

　誰だれ一人として声を発さない重苦しい空気の中、当の本人は全く気にしてないようで、スカートに折り目がつかないよう椅い子すに座り、鞄の中の教科書を淡たん々たんと机に詰つめ込んでいた。

「な、なんか、ごめんな……」

　俺は小声でそう謝った。

（今のは間ま違ちがいなく、俺を気き遣づかっての発言だ……）

　しかし、あんなことをしていては、リアがクラスから浮ういてしまう。実際さっきの三人組は、今も彼女のことを睨み付けている。

　そうしてなんとも言えない罪悪感を抱いだいていると、

「何を謝ってるの？　私はただ嫌いなものに嫌いと言っただけよ」

　リアはそう言って「ふふっ」と笑った。それは外向きの作り笑いではなく、ごく自然に零こぼれ出た天然物だ。

　その可愛かわいらしく透すき通った笑顔に、俺は一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまった。

　その後、教室内が空前の『リアショック』に覆おおわれる中──扉とびらが勢いよく開かれた。

　そこから姿を見せたのは、寝ねぼけ眼まなこのローズさんだ。朝に弱い性た質ちなのか、普ふ段だんの凜とした面おも影かげはどこにもない。アホ毛がピンと立っているうえに、長い髪かみの毛が四方八方へ跳はねている。

　彼女はキョロキョロと周囲を見み渡わたし、俺とばっちり目が合った。それから覚おぼ束つかない足取りでこちらに向かい、俺の一つ前の席に腰こし掛かける。

「ふわぁ……っ。おはよう、アレン。ついでにリア」

「おはよう、ローズさん」

「ついでとは何よ、ついでとは」

　リアが鋭するどい眼光を放つが、ローズさんは全く気付いてない。「くわぁ……」と一人、大きな欠伸あくびをしている。

「ローズさん、その……髪の毛がかなり跳ねてるんだけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　際きわ立だった存在感を放つアホ毛を指差しながら、一応聞いてみることにした。

「……問題ない。私には重力がついているから……」

　彼女はむにゃむにゃと舌ったらずな口調でそう言った。

　どうやら寝ぐせは、自然に直るのを待つ派らしい。女の子の髪の毛事情には詳くわしくないけど、きっとローズさんは少数派に属するだろう。

　俺たちがそんな話をしていると、キーンコーンカーンコーンと始業を告げるチャイムが鳴った。それと同時に教室の扉が勢いよく開かれる。

「──おはよう、諸君！」

　そこから姿を見せたのは、元気潑はつ溂らつとしたレイア先生だ。

「ふむ……素す晴ばらしいな！　初日から遅ち刻こく、欠席ともにゼロ──最高のスタートだ！」

　彼女はそう言って、上じよう機き嫌げんに笑う。

　すると教室内の全員を代表して、一人の女生徒が質問を投げた。

「あ、あのぅ……どうして理事長がここに？」

「そんなの決まっているだろう？　私がこの一年Ａ組の担任だからだ」

　その瞬間、教室中がざわついた。当然、俺の心もざわついた。

（……控え目に言って最悪だな。というか、理事長の仕事はいいのか……？）

　五学院の理事長は、とてつもない社会的影えい響きよう力と凄すさまじい権力を握にぎっている。大きな力にはそれ相応の責任があり、毎日毎日凄まじい量の仕事をこなしているという噂うわさだ。

（担任と兼けん任にんできるほど、余よ裕ゆうのある仕事じゃないと思うんだけどな……）

　そんなことを考えていると、先生は元気よくパンと手を打った。

「さぁ、朝のホームルームを始めるぞ。早さつ速そくだが、今日はとびきり重要な報告がある！」

　彼女は一呼吸置き、一気にそれを発表した。

「それというのも──週末に控える大だい五ご聖せい祭さいの出場選手についてだ！」

『大五聖祭』という単語にクラス中が色めき立つ。

　大五聖祭──それは五学院が選よりすぐりの新入生三人を選定し、総当たり戦によって覇はを競きそう新人戦だ。ここで実績を残せば、憧あこがれの上級聖せい騎き士しへの道が一気に開ける。クラスのみんながざわつくのも無理のない話だ。

「本来ならば、この後に実じつ施しする実技試験の結果を加味して、慎しん重ちように選考するところだが……。今年度については既すでに出場選手は決定している！」

　教室が異様な空気に包まれ、それと同時に嫌いやな予感がした。

　その原因は一つ──先生がとてもいい笑みを浮かべているのだ。きっと彼女は、これからまた碌ろくでもないことを口にするだろう。

「それではあまり焦じらしても仕方がないので……早速発表しようか！」

　教室がシンと静まり返る。そしてその数秒後、先生は出場選手を発表した。

「千刃学院を代表し、今年の大五聖祭を戦うのは──リア＝ヴェステリア、ローズ＝バレンシア、そして──アレン＝ロードルの三名だ！」

　……ほらきた。

　俺はジロリとレイア先生を睨み付けながら、大きなため息をこぼしたのだった。
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　レイア先生が大五聖祭の出場選手を発表した次の瞬間、

「──ちょ、ちょっと待ってください！」

　一人の男子生徒が声を上げた。

「ん、どうかしたか？」

「何というか、その……。リアさんとローズさんが選ばれるのは……仕方がありません。リアさんが魂装を発現しているのは有名な話ですし、ローズさんはあの桜華一刀流の正統継けい承しよう者……。悔くやしいけど、僕らよりも格上の剣士です」

「ふむ、それで？」

「ですが……このアレン＝ロードルとかいうよくわからない剣士が、栄えい誉よある大五聖祭の出場選手に選ばれる理由がわかりません！」

　彼はキッと俺を睨み付けて、はっきりとそう言った。

（いや、そんな怖こわい顔をされても……）

　出場選手を選んだのは先生であり、こちらを睨むのは完全にお門かど違いだ。

　なんとなく居い心ごこ地ちの悪い俺がポリポリと頰ほおを搔かいていると──続けてさらに二人の男子生徒が立ち上がった。

「そうですよ！　何な故ぜ俺たちではなく、こんな得体の知れない男が選ばれるんですか!?」

「納なつ得とくできる理由を教えてください！」

　よくよく見てみれば、この三人はついさっき俺の挨あい拶さつを無視した奴等だった。

　そんな彼らの問いかけに対して先生は、

「理由？　そんなもの、実力以外にないだろう？」

　淡々とそう答えた。しかし、そんなあっさりとした説明で、彼らが納得するわけがない。

「どこの流派にも所属できない我流の剣士が、実力で僕たちを上回っていると!?」

「理事長……お気は確かですか？」

「彼の出身校──グラン剣術学院のことを知っていますか？　片田舎いなかにある小さな剣術学院で、例年五学院への進学者はゼロ。ドドリエルという、少しマシな剣士もいたようですが……現在は消息不明。世間的にも全く無名のボンクラ校なんですよ？」

　彼らの必死の抗こう弁べんの中で、一つおもしろい情報があった。

（……ドドリエルの奴やつ、消息不明になってたんだ）

　そう言えばあの決けつ闘とうが終わってから、たったの一度もあいつの姿を見たことはなかったな。

（まぁ、正直どうでもいいけど……）

　そうして三人の男子生徒の熱心な主張を聞いた先生は、

「それで、結局お前たちはどうしたいんだ？」

　意外にも度量が大きく、彼らの話を一いつ旦たんは吞のみ込んだ。

「そ、それは……もう一度、しっかりと出場選手の選考をしてほしいです！」

「そもそも大五聖祭の選手選考は、実技試験の結果を加味して行うのが通例のはず！」

「今回の決定は、あまりに異例です！　選考のやり直しを要求します！」

　先生が一歩退いたことで、彼らの声量は徐じよ々じよに大きくなっていった。

　しかし、その勢いは彼女の一言でへし折られた。

「ふむ……。つまりお前たちは理事長である私の決定に対し、不服があるというわけだな？」

「「「……っ」」」

　教室全体がシンと静まり返り、強きよう烈れつな緊きん張ちよう感が張り詰める。

　たとえこんなのでも──そうこんなのでも一応彼女は五学院が一つ、千刃学院の理事長だ。下手なことを言えば、即そく退学を言い渡わたされてもおかしくない。

　しかし、彼らもここまで言い切った手前、引っ込みがつかなかったのだろう。

「……あ、あります。やはり納得できません！」

　それでもなお先生の決定に嚙かみついた。そして一人の発言を皮切りに、他の二人も続く。

「こんな無名な三流学院出身の──それも我流の剣士に、うちの代表は務まりません！」

「俺たちは三人とも、名門と言われる剣けん術じゆつ学院出身です！　それもほぼ首席に近い成績で卒業しているんですよ!?　あんなどこの馬の骨かもわからない奴に、実力で劣おとっているわけがありません！」

　もう本当に……散々な言われようだった。

（……俺はいったい何を見せられているんだろう）

　何が悲しくて、自分の悪口をクラス中に喚わめき散らされているのだろうか。

（くそ、ちょっと泣けてきたぞ……っ）

　そうして『アレンの悪口大会』を悲しく観戦していると、

「ふー……。なぁ、アレンよ」

　先生はため息まじりに俺の名前を呼んだ。

　どうせ碌ろくな用件じゃないだろうけど、さすがに無視するわけにはいかない。

「……なんですか？」

　そうして形だけの返事をすると、

「お前……人望ないなぁ！」

　彼女はケラケラと楽しそうに笑った。

（誰だれのせいだと思っているんだ、誰の……ッ！）

　女性を殴なぐりたいと思ったのは、多分これが初めてだ。

（ふー、落ち着け……。ここで腹を立てたら先生の思う壺つぼだぞ）

　俺は大きく息を吐はき出し、努めて冷静に返事をすることにした。

「はい。残念ながら、そうみたいですね」

「ちっ、張り合いがないな……。リアと違ちがってつまらんやつだ」

　思い通りの反応が返ってこなかった彼女は、拍ひよう子し抜ぬけしたように肩かたを竦すくめた。

「あはは、すみません」

　勝った……っ！　心の中でそうほくそ笑えみながら、軽く謝っておく。

「ふむ……しかし、困ったな。まさかここまで抵てい抗こうされるとは思ってもみなかったぞ」

　先生は顎あごに手を添そえながら、なにかを考え始めた。彼女が黙だまり込んだため、再び重苦しい空気が流れ始める。そんな中、ことの発ほつ端たんというか問題源というか……この話の中心に立たされた俺は、人一倍居い辛づらい思いを感じていた。

（もう、いいや……）

　いろいろと気き疲づかれした俺は先生のもとへ向かい、小さな声で耳打ちをする。

「──先生。俺は別に出場選手から外れても構いませんよ？　正直、大五聖祭にそこまでの思い入れがあるわけではありませんから……」

　正直、大五聖祭にあまり興味がない。なぜならこの大会は、中等部での学習成果を披ひ露ろうする場だからだ。それは日程を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん──高等部の剣術学院に入学した最初の週末が、大五聖祭の開かい催さい日となっている。

　つまり中等部で──グラン剣術学院で流派にも入れてもらえず、何も学んでいない俺にとっては意味がない。この大会よりも千刃学院ここでの授業の方がずっと楽しみなぐらいだ。特に『魂装の授業』が始まるのを、今か今かと楽しみにしている。

（それにもし大五聖祭で大おお怪け我がでもすれば、今後の授業に差し障さわりが出てしまう……）

　それにそもそも、こういう大会はこの先まだまだたくさんある。俺は千刃学院でしっかり修しゆ業ぎようを積み、その成果を今後の大会でぶつけたい。

「そうか……お前の意思はよくわかった。わざわざ伝えに来てくれてありがとう」

　先生は納得したとばかりにコクリと頷うなずき、俺は自分の席へ戻もどる。

（……先生には少し悪いことをしてしまったかもな）

　彼女は多くの反対に遭あうことを承知で、無名な俺を出場選手に入れてくれた。それが今の俺の実力を評価してなのか、それとも今後の成長を見み越こした──ちょっとした親心のようなものかはわからない。

　それでも、俺を評価して陽ひの目を見るよう考えてくれたことは間違いない。

（さっきの話も真剣に聞いてくれたし、俺の出場に反対する生徒の意見にも耳を傾かたむけていた。もしかすると少し変わっているだけで、本当はいい先生なのかもしれないな……）

　そんなことを考えていると、先生はゴホンと咳せき払ばらいをした。

「──みんな聞いてくれ。今からアレンの意思を君たちに伝える」

　彼女は一いつ拍ぱく置いてからゆっくりと口を開く。

「彼はこう言った。『お前らのような無能と比ひ較かくされるのは心外だ。こっち一人で構わないから、そこの能無し三人組は今すぐ俺と戦え。格の違いというやつを教えてやる』、とな」

「……は？」

　俺の頭は一いつ瞬しゆんにして真っ白になった。

「いやしかし、さすがはアレン……自信たっぷりだな！　私が目を掛かけた剣士というだけはあるぞ！」

　先生は感服したとばかりに「うんうん」と頷いた。

「い、いやちょっと待ってくれ！　俺はそんなこと一言も──」

　俺が弁解の言葉を言い切る前に、

「てんめぇ、アレンッ！　黙って聞いてりゃ調子に乗りやがって……っ！」

「誰が能無し三人組だぁ……っ!?」

「一対三で模も擬ぎ戦をしろだと？　そこまで袋ふくろにされたいなら、ご希望通りにしてやるよっ！」

　三人のクラスメイトたちに囲まれてしまった。

「お、落ち着いてくれ。今のは先生が勝手に──」

　俺が誤解を解こうとすると、それを邪じや魔まするかのようにパンパンと手が打ち鳴らされた。

「よし、そうと決まれば早さつ速そく演習場へ行こうか！」

　先生は発言の機会を与あたえず、強ごう引いんに話を進めた。

（こ、こいつ……ッ）

　ギロリと先生を睨にらみ付ければ、彼女はこれまでで一番いい笑みを浮うかべ、グッと親指を立てた。

　なんだあれ、へし折ってもいいのか？
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　その後、俺たち一年Ａ組の生徒は地下大演習場へ移動した。

　もちろん、俺と三人組の模擬戦を観戦するためにである。

（まさか二日連続でここに来るとはなぁ……）

　そんなことを思いながら、ため息をついていると──三人組の一人が声を掛けてきた。

「おい、アレン。どこぞの三流学院卒業の──我流のお前なんて俺一人で十分なんだよ」

　彼はそう言って剣を引き抜ぬくと、顎をクイとこちらに向けた。

　どうやら「そっちも早く抜け」と言っているようだ。

（まぁ……いいか）

　早く終わってくれるなら、それに越こしたことはない。

（しかも、ここで一人やっておけば、一対三という圧あつ倒とう的に不利な試合を回かい避ひできるしな）

　そう判断した俺は剣を引き抜き、正眼の構えを取る。

「──いくぞ？」

「どうぞ」

　俺がコクリと頷いた次の瞬間、

「ぜりゃぁああああああああ！」

　雄お々おしい雄お叫たけびをあげながら、彼は真まっ直すぐ突つっ込こんできた。

（握にぎり、姿勢、踏ふみ込み──そのどれもが高水準にまとまっている）

　さすがは千刃学院の生徒だ、と言いたいところだが……。足元がいただけないな。

「斬ざん鉄てつ流りゆう──錆さび落とし！」

　迫せまり来る振ふり下ろしを左半身で躱かわし、間延びした彼の右足を鞘さやですくい上げた。
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「なっ!?」

　突とつ然ぜん片足をとられた彼はバランスを崩くずし、尻しりもちをついて転ぶ。

　そうして隙すきだらけとなった首元に、ツッと切っ先を突きつけた。

「──終わりです」

「……っ」

　勝負あり。一対一の真剣勝負で勝ったのだから、これで俺のことを少しは認めてはくれないだろうか？　正直、一対三の勝負はやりたくない。というかそもそも、こんな無益な勝負自体やりたくない。

　そんなことを考えていると、一部から激しいブーイングが巻き起こった。

「おい待て、アレン！　それはズルいだろう、お前！　模擬戦は一対三でやる約束だったはずだぞ!?　こんなの無効だ無効！　理事長権限で取り消しだ！」

　一年Ａ組の中でただ一人、レイア先生だけが抗こう議ぎの声を上げていた。

（全くこの人は、いったいどっちの味方なんだ……!?）

　眉まゆ尻じりがヒクヒクと吊つり上がりそうになるのを、大きく深呼吸して押さえつけた。

　ここでカッとなってしまっては彼女の思う壺だ。この手の輩やからは、構ったり反応したりするとかえって喜ぶ。決して怒おこらず、心を乱さず──笑顔のまま適当に流すのが一番だ。

　そうして水面下で先生との戦いを繰くり広げていると、

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「どうしたんだ、あんな簡単にスッ転んで!?」

　三人組の残り二人が、俺に敗北して呆ぼう然ぜん自じ失しつとなった男のもとへ駆かけ寄った。

「あいつ、口だけじゃねぇ……。舐なめてかかると痛い目を見るぞ……ッ」

　彼の戦意はまだまだ折れていないようで、すぐさま立ち上がってこちらに剣を構えた。

　それと同時に残りの二人も剣を引き抜き、俺を中点においた正三角形の陣じんを取った。

　前方に一人、左右の斜ななめ後ろに一人ずつ。さっきの一戦で警けい戒かい心しんが高まっているのか、彼らから斬きり掛かって来る気配はない。

（これは……俺が一人を攻せめたところを、背後の二人が襲おそってくる作戦かな）

　彼らの作戦を予想しつつ、「どうしてこんなことになったのか」について考えていた。

　俺はそう。ただこの千刃学院でみんなと楽しく、仲良く剣を振っていたいだけだ。みんなで楽しく修業して、三年後には卒業し、聖せい騎き士しとなって安定的な給金をもらう。

　そのお金で、これまで苦労をかけてきた母さんに楽な暮らしをさせてあげるんだ。そこから先の未来はわからないけど、もしかしたら結けつ婚こんして家族を持っているかもしれない。

（そんな穏おだやかで幸せな毎日を送るはずだったのに……。いったい、どこで間違えたんだろうな……）

　クラスメイトからは敵意を向けられ、好感度は見事全員ゼロ──いや、もはやこれはマイナスだろう。そしてさらに現在は三人に囲まれて、絶体絶命の状じよう況きよう。

「はぁ……」

　人生というのは本当に思うようにいかない。せっかく五学院の一つ、千刃学院に入れたというのに、次から次へと試練の連続で休む間もない。

（……この試合はもう早く終わらせよう）

　とりあえず、この膠こう着ちやく状じよう態たいを崩すか。

　そのためにはまず三角形の頂点の一つを──潰つぶさないとな。

　俺はたまたま目の前にいた一人を標的に定め、一足で彼との距きよ離りをゼロにした。

「八の太た刀ち──八咫烏ッ！」

「ッ!?　雲うん影えい流りゆう──うろこ雲ッ！」

　さすがは名門千刃学院の生徒というべきだろうか。

　高速接近からの八咫烏に反応し、すぐさま返しの技わざを撃うってきた。しかし、

「ぬ、ぐ、ぉ……ぐはぁっ!?」

　雲影流うろこ雲──見事な四連撃だったが、後四発分足りなかったな。

　頭・胴どう・右みぎ肩かた・鎖さ骨こつに四発の斬ざん撃げきを浴びた彼は、大きく後ろへ吹ふき飛んだ。

（後二人……）

　背後を振り返れば、先ほどの男がちょうど剣を振り上げていた。

「くらいやがれぇええええ！　斬鉄流──鉄崩くずしッ！」

「──遅おそい」

　すれ違ちがいざまに、彼の首元へ一いち撃げきを見み舞まう。

「く、そ……っ」

　彼の上体がグラリと揺ゆれ、そのまま前のめりに倒たおれ込んだ。相手の間合いに踏み入る際は、いつでも斬り掛かれる姿勢でなくてはならない。一々振り上げてから振り下ろしていては、あまりに無む駄だが多過ぎる。そうして無傷で二人を仕留めた次の瞬間、

「──二人とも、すまない。だが……後は任せろ！」

　真後ろから男の声が聞こえた。最後の一人だ。

（この距離、この間合い──さすがに避さけられないな）

　ここまで絶好の位置を取られては、どう足あ搔がいても回避不可能だ。

「新しん月げつ流りゆう奥おう義ぎ──月げつ光こう斬ざんッ！」

「危ない、アレンッ！」

「避けろ！」

　耳元で剣が風を切る音が聞こえ、リアとローズさんの叫さけびが響ひびいた。

　しかし、問題ない。彼の立つそこは、俺の斬撃圏けん内ないだ。

「二の太刀──朧月」

「なっ、かはぁ……っ!?」

　強きよう烈れつな斬撃を腹部に受けた彼は、驚きよう愕がくに目を見開いたまま崩れ落ちた。

「はぁ……やっと終わった」

　この戦いの最終盤ばん面めんを──あの場所で背後を取られることを予測していた俺は、事前に斬撃を仕込んでおいたのだ。

　それにしても……最近ずっと戦ってばかりだな。

（……早く落ち着いて、静かに素す振ぶりがしたいものだ）

　俺はそんなことを思いながら、剣を鞘に収めたのだった。
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　三人組を撃げき退たいした俺が、静かに戦いを見守っていたクラスメイトの方を見ると、

「──す、すげぇじゃねぇか、アレン！」

「最後の見えない斬撃は、どうやったんだ!?　今度教えてくれよ！」

「いや待て待て、最初の八連撃の方が知りたくないか!?」

「あの三人を相手に無傷の勝利……天あつ晴ぱれだよ。おめでとう！」

　割れんばかりの拍はく手しゆと称しよう賛さんが降り注いだ。

「え、あ……ど、どうも……」

　こんな待たい遇ぐうを受けた経験の無い俺は、しどろもどろになりながらお辞じ儀ぎをした。すると、

「おつかれさま、アレン！」

「最後の技、いったいどんな手品を使ったんだ……っ!?」

　リアとローズさんの二人が駆け寄ってきた。

「ありがとう、リア。えーっと……最後の技っていうと、朧月のことか？」

　確認のためそう尋たずねると、ローズさんはコクコクと何度も首を縦に振った。

「そうか、リア以外には見せたことがなかったな」

　それから俺は、簡単に朧月の仕組みを説明した。

　ローズさんはそれを「ふんふん」と、興味津しん々しんといった様子で静かに聞き入った。

「──っとまぁ、こういう感じで朧月は設置型の斬撃だ」

「なるほど……実に興味深かったぞ。ありがとう」

　彼女はスッキリした表情でニッコリと微笑ほほえんだ。

「うーん、やっぱりその技ズルいと思うんだけどなぁ……」

　隣となりで黙だまって説明を聞いていたリアは、腕うで組ぐみをしながら不満げにそう呟つぶやく。

　もしかすると、昨日やられたときのことを思い出しているのかもしれない。

「そ、そうか？」

　個人的には少し目を凝こらすだけで斬撃を仕込んだ場所がバレるし、そもそも戦せん闘とう中に相手の目を盗ぬすんで仕込むのも骨が折れるため、やっぱり欠けつ陥かんの多い技だと思うが……。

　まぁ、感じ方は人それぞれなので、特にそれ以上言げん及きゆうすることはなかった。

　そうして三人で楽しく話をしていると、

「うっ……」

「い、っつつつ……」

「き、きいたぜ……」

　先ほど倒した三人組が、ゆっくりと上体を起こした。

（もう動けるのか、いい体をしているな……）

　さすがは千刃学院の生徒。剣けん術じゆつだけでなく、肉体もしっかりと鍛きたえているようだ。

「えっと……大丈夫か？」

　棒立ちで見ているのもどうかと思われたので、俺は三人組の一人に手を差し出した。

　すると彼はジッとこちらを睨にらみ、

「……っ」

　俺の手をしっかり握って、少しよろめきながら立ち上がった。

　残りの二人はなんとか自力で立ち上がり──三人は揃そろって俺の前に立った。

（……お、おいおい、これ以上の戦いはもう勘かん弁べんだぞ）

　少し嫌いやな予感を覚えながら、彼らが何をしてくるのか警けい戒かいしていると、

「──すまなかった。これまでの失礼な発言をどうか許してほしい」

　彼はそう言って、深く頭を下げた。

「……え？」

　予想外の事態に目を白黒させていると、残りの二人も同じように頭を下げた。

「すまん……俺たちの目が節穴だった。アレン、お前こそがうちの代表にふさわしい」

「都合のいい話かもしれんが……。さっきの暴言は、水に流しちゃくれねぇだろうか……」

　どうやら彼らは、そんなに悪い奴やつではないようだ。

「あぁ、気にしないでくれ。俺はもうなんとも思ってないからさ」

　俺が大五聖祭の出場選手に選ばれたことに対して、この三人が異議を唱えるのは何もおかしくない──むしろ至し極ごく当然の反応だ。彼らが毎日厳しい修しゆ業ぎようを積み、剣術と真剣に向き合ってきたことは、今の一戦でよくわかった。

（名門剣術学院の授業は厳しく、地じ獄ごくのような毎日だと聞いたことがある……）

　彼らは凄すさまじい努力でそれを乗り越こえ、ようやくこの千刃学院へ入学を果たした。だが、中等部での成果を披ひ露ろうする大五聖祭の選考から漏もれた。その代わりに入ったのは、名前も聞いたことのないような三流学院を卒業した我流の剣士──俺だ。

（そりゃ怒るのも無理ないよな……）

　腹が立たない方が不思議だ。

（でもまぁ実際に修業した時間で言えば、俺の方が遥はるかに長いんだけどな……）

　彼らは中等部にいた三年、死ぬ気で剣を振ふった。だけど、俺は十数億年もの間、ただ黙もく々もくと剣を振り続けた。剣を振った回数と時間で言うならば、絶対に負けていないだろう。

　すると件くだんの三人は、突とつ然ぜん「ふー……っ」と大きなため息をついた。

「剣術だけでなく、心のデカさまで負けるとは……男として立つ瀬せがないな……」

「あぁ、違いない……」

「アレン……もしよければ、今後は仲良くしてくれないか？」

　彼らはそう言って、こちらに手を差し出してきた。

「あぁ、これからはよろしく頼たのむよ」

　俺はその手をしっかりと握にぎり、友好の握あく手しゆを交かわす。そうして仲直りが済んだところで、レイア先生がゴホンと咳せき払ばらいをする。

「──さて、これで全員アレンの大五聖祭出場に納なつ得とくしたな？」

　彼女がそう言って教室を見回せば、全員がコクリと頷うなずく。

　そんな中、俺は一つだけどうしても気になることがあった。

「いや、でも……他の組の生徒が納得しないんじゃないですか？」

　いくらなんでも、学院の代表をＡ組の一存で決めるのはまずいだろう。

　するとその回答は、先の三人組からもたらされた。

「俺たちＡ組の全員が認めているんだ。他の組はどうこう言ってこねぇよ」

「あぁ、千刃学院は成績上位順にクラスが振り分けられるからな」

「最上位Ａ組の全員が、アレンを認めているんだ。誰だれも文句なんか言えねぇさ。お前はドンと胸を張っときな！」

　なるほど、そういうものなのか。そうして俺が納得すると、先生はパンと手を打った。

「よし、では改めて発表しよう！　今年度の大五聖祭の出場選手はリア＝ヴェステリア、ローズ＝バレンシア──そしてアレン＝ロードルの三名だ！」

　その発表と同時に、割れんばかりの拍手と歓かん声せいが巻き起こったのだった。








四：千せん刃じん学がく院いんと大だい五ご聖せい祭さい






　翌朝。俺たち一年Ａ組の生徒は、実技試験を受けるために体育館に集合していた。

「ふぅー……。この格好だと、さすがに寒いな」

　男子生徒は白い体操服に黒い短パン。四月の朝方にこの薄うす着ぎは少しつらい。そうして俺たち男子生徒が、女子の着き替がえを待っていると──ようやく女子更こう衣い室の扉とびらが開いた。

「さ、寒……っ」

「やっぱり足がスースーするよぉ……」

「信じらんない。なんでこんな朝早くから実技なのよ……！」

　女子生徒は白い体操服に、下はなんと黒いブルマだった。当然ながらその布面積はとても小さく、俺たちよりも遥かに寒いだろう。

　伝統と格式を重んじる五学院では、女子の体操服はブルマと決まっているらしい。女生徒からの評判はよくないが、そこは「伝統」の一点張りで一いつ切さい変へん更こうの兆きざしはないようだ。

　その後、俺が体育館の端はしでボーッと立っていると一人の女生徒が──リアがこちらに駆かけ寄ってきた。

「お、おはよ、アレン」

「あぁ、おはよう、リア」

　わざわざこんな体育館の端まで来るとは、いったい何の用だろうか？

　それから彼女が口を切るのを待っていると、

「その……どうかな？」

　リアは少し顔を赤く染めながら、自分の体操服に視線を落とした。

（……いや「どうかな？」と言われてもな）

　俺は彼女の服装を上から下までジッと見つめる。

（……うん、どこからどう見ても普ふ通つうの体操服だ）

　なんの変へん哲てつもない。千刃学院の売店で売っているやつだ。強しいて言うならば……体操服越ごしにもわかる大きな胸のふくらみに、目を奪うばわれないようにするのが大変だった。

（だが、俺は知っている──いや、教わったという方が正確だな）

　今からちょうど一年前のある日、ポーラさんは俺にこう言った。

【いいかい、アレン？　女の子が服とかアクセサリーとか髪かみ留どめとか──とにかくそういう衣い装しようについて感想を求めてきたときは、絶対に「いいね」って肯こう定ていしてあげるんだよ？】

　そのままの感想を口にするのは悪手らしく「何でもいいからとにかく肯定するのが男の仕事なんだよ」とポーラさんは言っていた。今の状じよう況きようはまさにこれだ。

　だから、俺はポーラさんの教え通りにニッコリと笑ってこう答えた。

「うん、いいと思うよ」

「ほ、ほんと……？　え、えへへ……ありがと」

　彼女は小さな声でそう言うと、嬉うれしそうに女子たちの方へ戻もどっていった。

（……正直何がしたかったのか、全くわからない）

　だけど、今の回答が正しかったのは、リアの嬉しそうな反応から見て間ま違ちがいない。

　さすがはポーラさんの教えだ。

（それにしても、レイア先生はまだか……？）

　手を擦こすり合わせつつ吐と息いきを吹ふき込み、小さな防寒対策をしていると──今度はローズさんが駆け寄ってきた。

「なぁ、アレン」

「なんですか？」

「私のはどうだ？」

　彼女はそう言って、白い体操服の両りよう端たんを摘つまんだ。どうやらリアと同じ用件のようだ。

「えぇ、とてもいいと思いますよ」

　先ほどと全く同じ回答を口にすると、

「そ、そうか……！」

　彼女はほんのりと顔を赤らめ、満足そうに女子たちの方へ戻っていった。

（……これはいったい、なんの儀ぎ式しきなんだろうか？）

　そうして首を傾かしげていると「ピーッ！」というホイッスルの甲かん高だかい音が鳴った。

　音のした方を見れば、いつものように真っ黒のスーツに身を包んだレイア先生が、体育館の中央に立っていた。

「一年Ａ組の諸君──集合！」

　ホイッスルの音よりも、先生の地声の方が遥かに大きい。

（絶対必要ないだろ、アレ……）

　俺はそんなことを思いながら、小走りで彼女のもとへ向かう。

　そうして一年Ａ組の全員が集合したところで、先生は口を開いた。

「さて『ホイッスルは、いらないだろ……』とか思った心の濁にごった生徒諸君！　いかん、いかんなー、それは！　こういうのは『雰ふん囲い気き』というものが大事なんだ！　体育と言えばホイッスル、ホイッスルと言えば体育……なぁ、そうだろう!?」

　まぁ、言わんとすることはわからなくはない。グラン剣術学院でも基き礎そ体育──素す振ぶりやランニングのときは、ずっとホイッスルが鳴り響ひびいていた。

（しかし、朝から本当にテンションの高い人だな……）

　そんなことを思っていると、

「さて、それじゃ今日は実技試験をやっていくぞ！」

　先生はそう言って、パンパンと手を打ち鳴らした。

「一応言っておくが、魂こん装そうの使用は禁止だ。実技試験の目的は、剣けん術じゆつの技量を測定することだからな。そして実じつ施しするのは三種目──居合斬ぎり・十体斬り・連撃だ。よし、それじゃ最初は『居合斬り』からいこうか！　──おーい、準備を始めてくれ」

　彼女がそう声を掛かければ、

「「はい！」」

　若い二人の教師が、元気のいい返事をしてテキパキと準備を始めた。専用の台座を置き、そこに適当な長さの竹をセットする。後はその単純作業の繰くり返しだ。

　そうして淡たん々たんと準備が進められていく中、先生は居合斬りの説明を始める。

「念のため簡単に流れを伝えておこう。まず納刀状態のまま、あそこにセットされた竹の前に立つ。その後、好きなタイミングで抜ばつ刀とうし、竹を両断する。抜刀から竹を両断するまでに要した時間が、この種目の記録となる」

　それはグラン剣術学院時代に受けたものと、全く同じ説明だった。

「今回はこちらの測定士の方が、みんなの記録を測定してくれる。この道五十年の大ベテランだ。くれぐれも失礼のないようにな」

　先生がそう言うと、人の好よさそうな測定士の方がお辞じ儀ぎをした。

　測定士──初等部・中等部・高等部、全すべての実技試験において必要とされる職人。その職務はたった一つ、正確な試験結果の測定だ。

　測定士の資格を取るためには視力３．０以上、反射神経０．２秒切り、体感時間と実時間の差が０．０１秒以内という高いスペックが要求される。そのため高い需じゆ要ようの割に全国的に数が不足している。

「参考記録として伝えておくと、うちの一年生の平均は毎年０．８秒前後と言ったところだ。まぁ頭の片かた隅すみにでも置いておいてくれ」

　先生はそう言って、胸の内ポケットから手帳とペンを取り出した。どうやらあれに結果を記録していくみたいだ。

「では早さつ速そく始めようか。まずは──リア＝ヴェステリア！」

「はい！」

　一番手に名前を呼ばれた彼女は、竹の前に立ち静かに目を閉じる。

　体育館がシンと静まり返った数秒後、

「──ハッ！」

　鋭するどい一いつ閃せんが走り、目の前の竹が真っ二つ両断された。

　その直後、全員の視線が測定士に集まる。

「──０．５秒。ほほっ、お見事」

　一年生の平均を０．３秒も上回る好成績に周囲が色めき立つ。

「よし！」

　リアは嬉しそうにガッツポーズを決めると、元いた場所に戻った。

「いきなりかなりの好記録だな、こいつは幸さい先さきがいいぞ！　それじゃ次は──ローズ＝バレンシア！」

「はい」

　ローズさんは竹の前へ移動すると──重心を落とし、呼吸を整えた。すると次の瞬しゆん間かん、

「桜おう華か一いつ刀とう流りゆう──雷らい桜おうッ！」

　雷鳴の如ごとき一閃が視界を走り、見事に竹が両断された。

「──０．３秒。素す晴ばらしい！」

　リアの好記録をさらに０．２秒も上回る大記録に、周りの生徒は大きくざわつく。

「ふっ……私の勝ちだな」

「ぐ、ぐぬぬ……っ」

　勝ち誇ほこったローズさんと悔くやしそうなリア。どうやらあの二人は、結構仲がいいみたいだ。

「さすがは一子相伝の桜華一刀流、凄すさまじい一いち撃げきだな。それじゃ次──アレン＝ロードル！」

「はい」

　ついに俺の番が来た。台座に立てられた竹の前に立ち、深呼吸をして精神を整える。

（居合斬り、か……）

　確かグラン剣術学院時代の最高記録は、１．２秒だった。昔は一番苦手な種目だったが、十数億年の修しゆ業ぎようを積んだ今……果たしてどうなっているのか。

　呼吸を整え、精神が無の境地に達したその瞬間──一気に剣を引き抜ぬいた。

「──シッ！」

　自分の今放てる最高最速の一撃。

「ほぅ！」

　それを真横で見ていた先生から感かん嘆たんの声があがる。

（手て応ごたえありだ……！）

　今の一撃は、中々いい線をいったはずだ。果たして結果は……？

「……」

　……あれ？

　どういうわけか、測定士の人は結果を教えてくれなかった。

「す、すみません、何秒でしたか……？」

　俺が恐おそる恐るそう問い掛けると、

「……え？」

　彼は目を丸くして、こちらを見返してきた。

「いや、あの……記録が何秒だったのか、教えていただきたいんですけど……？」

「私も記録が気になりますね。焦じらさずに早く教えていただけませんか？」

　俺の質問に重ねるようにして、レイア先生もそう言った。

「い、いやいや、お二人ともさっきから何を言っているんですかな？　彼はまだ竹を切ってはいませんよ？」

　測定士の方は困こん惑わく気味に首を傾げる。

「いや、もう斬り終わったんですけど……」

　目の前の竹を指で優やさしく突つつくと、斜ななめに両断されたそれは静かに滑すべり落ちた。

　その瞬間、後ろでジッと見守っていたクラスメイトたちが大きくざわつき出した。

「う、噓うそだろ……!?」

「ぜ、全然見えなかった……」

「マジでいつ斬ったんだ……!?」

　同時に測定士の方は目を剝むいて、慌あわてて両断された竹のもとへ走る。

「ば、馬ば鹿かな!?　測定士歴五十年のこの儂わしが、居合斬りを見み逃のがした……!?」

　彼はワナワナと震ふるえながら、両断された竹をくっつけては離はなし、くっつけては離しを繰り返す。……はたから見れば、少し危ない人だ。

「しかし、困ったな。あの速度になると見えないか……」

　先生は困り顔で顎あごに手を添そえて、少し考え込んだ。

「ふむ……仕方がないな。アレン、今度はもう少しゆっくり斬ってくれ」

「ゆ、ゆっくりですか……？」

「あぁ、頼たのむ」

「は、はぁ、わかりました……」

　まさか速度を競きそう居合斬りにおいて、「ゆっくり」を要求されるとは……。

　俺は再び新しくセットされた新品の竹の前に立ち、ほどほどに精神を整える。

「──ハッ！」

　意図的に鞘さや走ばしりを抑おさえた一撃は、さっきよりもかなりゆっくりと竹を両断する。

「──０．１秒。て、手を抜いてこれとは……凄まじい剣士でございますな」

　これまでで一番の好記録に、背後で見守っていたクラスメイトが沸わきあがった。

「さすがはアレンね！」

「は、速い……っ」

　リアは何な故ぜか胸を張り、ローズさんは悔しそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「ふむ、とりあえずアレンの記録は暫ざん定てい的なものとしておこう。本来は０．１秒を軽く切っているはずだからな」

　その後、クラスメイトが順に試験を受けていったが、０．１秒を切る者は現れなかった。

　その次に実施されたのは、『十体斬り』。縦に並べた十体の案か山か子しをどれだけ早く両断できるかを競う種目だ。俺は一の太た刀ち飛ひ影えいを使った結果、二秒という学校記録を打ち出した。

　最後は『連撃』。人体模型を使用して人間の代表的な急所である顎・心臓・肝かん臓ぞう・みぞおちの四か所をどれだけ素す早ばやく打つかを競う試験だ。これは八の太刀八や咫た烏がらすを使った結果、一秒で終わった。なんでもこれも学校記録らしく、先生はとても感心していた。

「よし、これで本日の実技試験は全て終しゆう了りようだ！　みんなよく頑がん張ばったな。体育館は終日開放しておくから、素す振ぶり・模も擬ぎ戦・型の確かく認にん、好きに使うといい。では──解散！」

　彼女はそう言って、体育館を後にした。

（ふぅ……楽しかったな）

　自分の成長が数字として目に見える形で残るのは、やはり嬉うれしいものだ。

　充じゆう実じつした実技試験を終え、ちょっとした解放感と共に大きく伸のびをしていると──一人の男子生徒がこちらに近付いてきた。彼は確か……昨日戦った斬ざん鉄てつ流りゆうの剣士だ。

「なぁ、アレン。お前が十体斬りのときに使っていた技……飛影だったか？」

「あ、あぁ……それがどうかしたか？」

「そのさ、なんつーかさ……。もしよかったら、その技を教えてくれねぇか？　代わりに俺の斬鉄流を教えてやるからよ！」

「あー……悪いな。俺はまだ人に剣術を教えられるほど、立派な剣士じゃないんだよ」

　そんな風にやんわり断ると、

「そ、そこを何とか！　ちょっとした『コツ』だけでもいいからさ！　……な、頼むよ！」

　彼は両手を前に合わせて、必死に頼み込んできた。

「う、うーん……」

　さすがにここまでされて、すげなく断るのもどうかと思われた。そもそも俺は別に、飛影の術じゆつ理りを隠かくしているわけではない。むしろどんどん真ま似ねしてもらって、飛影が改良されていけばいいとさえ思っている。

「……わかった。教えるのはあまり上手じゃないから、期待はするなよ？」

「ま、マジか!?　サンキューな、アレン！　愛してるぜ！」

　すると今の会話をこっそり聞いていたのか、他の生徒たちが次々と集まってきた。

「おい、ちょっと待てそこ！　抜け駆がけは許さんぞ！」

「なぁアレン、俺にもお前の技わざを教えてくれよ！　代わりといってはなんだが、新しん月げつ流りゆうの技をいくつか教えてやるからさ！」

「アレンくんの技、私も教えてほしいな！　水すい明めい流りゆうの型を教えてあげるから、ね？　お願い！」

「あぁ、もちろん構わないぞ」

　そうしてみんなの要望を快く受け入れると、

「ちょ、ちょっと、アレン。私にも教えてよ！」

「私もぜひお願いしたい！」

　少し出で遅おくれたリアとローズさんはそう言って、俺の両りよう隣どなりを陣じん取どった。

　その後は、みんなで楽しく剣けん術じゆつ談義を行った。飛影の撃うち方、斬鉄流の真しん髄ずい、新月流の基本、水明流の型、居合斬ぎりが少し速くなる裏技、素振りのときに何を考えているかなどなど──剣術についての話題は尽つきることなく、それはもう大いに盛り上がった。

（……そうだ、俺はずっとこういう時間が欲しかったんだ）

　みんなで仲良く、大好きな剣術について語り合う。そんなどこの剣術学院にでもあるような、ごくありふれた時間が……どうしようもなく欲しかったんだ。

（グラン剣術学院での三年間、俺はずっと孤こ独どくだった）

　いじめという理り不ふ尽じんな暴力によって、誰だれとも剣術について語り合うことができなかった。そもそも、まともに『友達』と呼べる同級生すらいなかった。それが今ではどうだ？　こんなにたくさんの友達と一いつ緒しよに、剣術について真剣に語り合っている。

（あぁ、幸せだ……。俺は今、とてつもなく幸せだ……っ）

　少し昔のことを思い出しながら、ようやく手に入れたこの幸せを嚙み締しめていると、

「……アレン、泣いているの？」

　リアがそう言って、心配そうにこちらを覗のぞき込んできた。気付けば、俺の目め尻じりにはうっすらと涙なみだが浮うかんでいた。どうやら、少し感傷的になり過ぎてしまったようだ。

「あ……い、いや違ちがう。ちょっと目にゴミが入っただけだ、気にするな」

　そうして少し大おお袈げ裟さに目を擦こすっていると──一人の男子生徒が、剣をめちゃくちゃに振りながら質問してきた。

「なぁ、アレン！　こっからどうやって斬撃を飛ばすんだ？」

「あはは。飛影を撃つためには、まず剣の持ち方があってだな──」

　こうして俺は、小さい頃ころからずっと求めていた幸せな時間を過ごしたのだった。
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　実技試験の翌日。この日は、千刃学院の創立記念日ということで丸一日休みだった。休日とは言うものの、学院の施し設せつ自体は全すべて開放されている。そのため修練場や演習場には、今日も多くの生徒が詰つめかけることだろう。

　時刻は朝の七時。リアと一緒に朝食を済ませた俺は、顔を洗って歯を磨みがき、朝支じ度たくを済ませていく。一方彼女は化け粧しよう台の椅い子すに座り、長く美しい金きん髪ぱつを上品なワインレッドのリボンで縛しばってツインテールを作っている。

　チラリと窓の外を見れば、暖かい日光が地面を照らしているのが見えた。

（……いい天気だ。今日は絶好の修業日和びよりだな）

　一人でじっくり素振りをするのは、少し久しぶりな気がする。最近はリアとの決けつ闘とうに三人組との模擬戦と実戦が続いており、『素振り欲』を持て余していた。

（よし、今日は朝から晩までひたすら素振りといくか！）

　身支度を整え、剣を腰こしに差したところで──冷蔵庫に水すい筒とうを忘れていることに気付いた。

（おっと、危ない危ない）

　今日のために、昨晩から冷やしておいた水筒を手に取ると、

「ねぇねぇ、アレン。今日、暇ひま？」

　幸せそうな笑えみを浮かべたリアが、そう問い掛かけてきた。

（……正直、こういう質問のされ方はとても困る）

　俺が暇かどうかは、彼女がこの後口にするであろう誘さそいの内容次し第だいだ。できれば先に用件を伝えた上で、それから暇かどうかの確認を取ってほしいところだけど……。

（これは、どう答えたものか……）

　リアの上じよう機き嫌げんぶりから察するに、これがどこかへの誘いであることは間違いない。それが修練場なのか、都へのショッピングなのかは不明だが……。

（……果たしてどう答えるべきだろうか）

　そうして俺が回答に困っていると、

「……ご、ごめん、もしかして忙いそがしかった？」

　彼女はしょぼくれた様子で謝ってきた。

（素振りも確かに大事だが……。リアとの──友達との時間も大事だよな）

　剣さえあれば、素振りはいつでもどこでもできる。

　だけど、リアと一緒に何かをすることは、いつだってできるわけじゃない。

（そもそも彼女は王女だし、いつ母国のヴェステリアに帰ってしまうかもわからない）

　様々なことを考こう慮りよした俺は、リアの不安を吹ふき飛ばすように優しく笑い掛けた。

「──暇だな。丸一日ぽっかりと空いているぞ」

　すると彼女は、とても嬉しそうに手を打った。

「やった！　それじゃ今日は、一緒にラムザックを食べに行きましょう！」

「……らむざっく？」

　その名前、確かどこかで聞いたような……。

「もう忘れたの？　ほら、この前言ったじゃない。私の母国ヴェステリアの伝統料理よ！」

　あぁ……思い出した。そう言えば先日、そんな話をしていたような気がする。

「近くにとってもおいしいラムザックのお店があるから、お昼ご飯はそこにしましょ！」

「あぁ、それはいいな」

　こうして今日の昼の予定が決まった。食後は多分、どこかへ買い物へ行くことになるだろう。残念ながら、今日はがっつり修しゆ業ぎように時間を割さくことは難しそうだ。

（でも……たまにはこういう日があってもいいよな）

　チラリと横目で見たリアの顔は、本当に嬉しそうだった。

　そうして俺たちは昼時になるまで、二人でまったりと部屋の中で過ごしたのだった。
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　それからおよそ三時間が経過し、時刻は昼の十二時。俺たちはラムザックとやらを食べるためにオーレストの街へ繰くり出した。

　服装は二人とも千刃学院の制服。これは何も私服に着き替がえるのが面めん倒どうだから、というわけではない。五学院の生徒は、基本的に制服での外出が推すい奨しようされているのだ。

　自身が五学院の一員であることを意識し、常日頃から立派な剣士であることを世間に示す──という意味があるらしい。

　さすがは伝統と格式を重視する五学院だけあってなかなかに堅かた苦くるしい。

（まぁこれは『推奨』されていることであって、決して『義務』ではない）

　だから、別に私服でも良かったんだけど……。

「アレン、今日は二人とも制服で行きましょう！」

　リアの強い要望があって、二人とも制服で行くことになったのだ。

　なんでも「一生のうち制服を着て、気き兼がねなく出歩ける期間は少ないから」とのことだ。

　確かにそういう考え方もあるかもしれない。それから二人で大通りを歩いていると、

「うん、今日はいい天気ね！」

　太陽に右手をかざしながら、リアは笑顔でそう言った。

「あぁ、絶好のしゅ──外出日和だな」

　一いつ瞬しゆん『修業欲』のようなものが溢あふれ出したので、俺は慌あわてて言い直した。しかし、

「……今、修業って言わなかった？」

　今の失言を聞き逃のがさなかったリアは、正面からジッと俺の目を見つめた。

　俺はそれから逃にげずに、真っ直ぐその目を見つめ返す。

「気のせいだ。さすがの俺もリアと二人で出掛けるときまで、剣術のことは考えてないよ」

　これは噓うそではない。俺は本当に『剣術』のことは一いつ切さい考えていない。ただ『剣を振る』という動作が一瞬頭をよぎっただけだ。

　十数億年もの間、無心で剣を振り続けた後こう遺い症しようなのか、どこにいても何をしていても「素す振ぶりでもしようかな」と考えてしまう。これはもはや病気のようなものかもしれない。

　そうして四秒、五秒とお互たがいに見つめ合っていると、

「そ、そう……っ、ごめんね、疑っちゃって」

　彼女は頰ほおを赤く染めて、サッと目をそらした。俺の言うことを信じてくれたみたいだ。

「あぁ、気にするな。そんなことより、道はこっちであっているのか？」

「う、うん、もう何回も行っているから大だい丈じよう夫ぶよ！」

「そうか、それなら安心だ」

　その後、二人で談だん笑しようしながらラムザックの専門店へ向かっていると、

「「「……あっ」」」

　偶ぐう然ぜん、制服姿のローズさんに出くわした。

「アレンに、リア……？」

「おはようございます、ローズさん。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうですね」

「……二人して、休日にどこへ行くんだ？　それに随ずい分ぶんと仲なか睦むつましげじゃないか？」

　今日はあまり機き嫌げんが良くないのか、彼女はジト目で俺とリアを交こう互ごに見やった。

「え、えーっと……。これから二人でラムザックという料理を食べに行く予定なんですよ」

「……らむざっく？」

　ローズさんはコテンと小首を傾かしげた。どうやら彼女も知らない料理のようだ。

「ラムザックというのは、リアの母国ヴェステリアの伝統料理です。──そうだ、ローズさんも一緒に来ませんか？」

「え……？」

　すると一瞬、リアが戸と惑まどいの声をあげた。

「行く」

　ローズさんは即そく答とうすると、すぐに俺の隣となりへ並んだ。

「もう……っ。はぁ……こっちよ。付いて来て」

　その後、何故か少し不機嫌になったリアの後に続いて、俺たちは歩き始めたのだった。
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　オーレストの街を右へ左へと進んでいくと、とあるお店の前でリアが足を止めた。

「さぁ、着いたわ。ここが私イチ押しのお店──ヴェスランドよ！」

　それはレンガ造りの建物で、屋根のあたりには大きな煙えん突とつがついており、なんというかレトロな風ふ情ぜいが感じられた。

「なかなかいい感じのお店だな」

「あぁ、赴おもむきがあっていい雰ふん囲い気きだ」

「ふふっ、さぁ入るわよ」

　少し機嫌を直したリアを先頭にして店内へ入ると、

「──いらっしゃいませ。三名様でよろしいでしょうか？」

　白いコック帽ぼうをかぶった女性店員がすぐに対応してくれた。

　三人を代表して、リアがコクリと頷うなずく。

「かしこまりました。それでは、どうぞこちらへ」

　運のいいことに空席があったらしく、俺たちはそのまま四人掛けのテーブルへ通された。

　俺の右みぎ隣どなりにはリアが、そして対面にはローズさんが座る。

　店員はその間に、三人分の水の入ったグラスを手早くサッと並べた。

「ご注文がお決まりになりましたら、お気軽にお声掛けくださいませ」

　彼女はそう丁てい寧ねいに一礼した後、厨ちゆう房ぼうへ戻もどった。

　それから俺は、なんとなく店内をグルリと見回してみる。昼時ということもあって家族連れの客が多く、心ここ地ちよい賑にぎやかさだ。

（店員の接客もとても丁寧だし、客層も悪くない。いい店だな……）

　そんなことを思っていると、

「見て見てほら、これがラムザックよ！」

　リアが嬉うれしそうに、メニューに載のっているラムザックの写真を指差した。

「おぉ、確かにこれはおいしそうだな」

「あぁ、悪くない」

　この写真を見る限り、ラムザックとは小さな三角形のパイ生き地じに、ビーフシチューを詰つめ込んだものらしい。パイ生地にビーフシチュー──まずくなる要素がどこにもない。

　どうやらこれは、かなり期待できそうだ。

「サイドメニューもいろいろあるけど……。二人ともここは初めてだし、ラムザックだけでいいかしら？」

「あぁ、それで頼たのむ」

「問題ない」

　俺とローズさんがコクリと頷くと、リアはサッと右手を上げた。

「すみませーん！」

　するとその声を聞き付けた店員が、すぐに厨房から顔を出した。

「──お待たせいたしました。ご注文でよろしいでしょうか？」

「はい。『ラムザックの盛り合わせ』を三人前お願いします」

「かしこまりました」

　店員は丁寧に頭を下げ、早足で厨房へ戻っていく。

「ここのラムザックは、ボリュームが自じ慢まんなのよ。もちろん味も最高だけどね！」

「へぇ、そうなのか」

「うん、楽しみにしててね！」

　その後、ちょっとした雑談に花を咲さかせながら、料理が来るのを待つことおよそ十分。

「──お待たせしました。ラムザックの盛り合わせでございます」

　店員はラムザックが山盛りに積まれた皿をテーブルへ載せた。

「こ、これは!?」

「なんて量だ……ッ!?」

　皿に盛られたラムザックは、軽く三十個以上。しかし、問題は単純な数だけではない。

（な、なんだこれ……写真より一回り以上も大きいぞ!?）

　握にぎりこぶし二つ分ほどにもなる大きな三角パイ。それがパンパンに膨ふくらむほど、大量のビーフシチューが詰め込まれていた。

（普ふ通つうこういうのは宣材写真よりも、実物は少し小さいものだろうに……）

　まさに予想の斜ななめ上を行かれてしまった。このサイズを三十個も食べられる自信はない。

「ふふっ、凄すごいでしょ？」

　俺とローズさんが啞あ然ぜんとする中、リアはキラキラと目を輝かがやかせていた。

「た、確かにうまそうだな。……かなりの量だが」

「あぁ、いいにおいだな。……だいぶと多いが」

「さっ、温かいうちにいただきましょう！」

　それから俺たちは手を合わせ、

「「「──いただきます」」」

　食前の挨あい拶さつをしてから、同時にラムザックを頰ほお張ばった。

「んー、これこれ！」

「……これはうまいな！」

「はむ……っ。確かに、いい味をしている！」

　ほどよい歯ごたえと甘みのある牛肉。濃のう厚こうなコクのある熱々のシチュー。小気味よい食感を生み出すサクサクのパイ生地。ラムザックは文句なしに、とてもおいしかった。

「でしょ！　ラムザックは、ヴェステリアでも大人気なのよ！」

　母国の伝統料理を褒ほめられたリアは嬉しそうにそう言って、次から次へラムザックを頰張っていった。それから十分後。

（く、そ……。ここまで、か……っ）

　俺はあまりにも強大な敵ラムザツクを前に、意識を失いかけていた。勇ゆう猛もう果か敢かんに戦った仲間ローズさんは……もうやられてしまった。彼女はラムザックを握り締しめたまま、テーブルに突つっ伏ぷしている。そんな中、

「んーっ！　懐なつかしいなぁ！」

　リアはまるで飲み物のように、ラムザックを消化していった。

（……うん、これは無理だ）

　人間にはできることと、できないことがある。俺は素す直なおにラムザック討とう伐ばつを諦あきらめた。これは決して敵前逃とう亡ぼうではない──言わば、戦略的撤てつ退たいだ。そうして完食を放ほう棄きした俺が大きく息を吐はき出すと、ちょうど今しがた起き上がったローズさんと目が合った。

「……」

「……」

　お互い見つめ合ったまま、ちょっとした沈ちん黙もくが続く。正直……少し居心地が悪い。何か話題がないかと頭を捻ひねっていると──彼女の方から話を振ふってきた。

「ずっと気になっていたんだが、どうして私にだけ敬語なんだ？」

「……さぁ、どうしてでしょうか？」

　そう言われてみれば……俺はクラスメイトの中でローズさんにだけ敬語を使っている。

（……何な故ぜだろうか？）

　彼女が大人びているからか。それとも出会いが剣けん武ぶ祭さいという特とく殊しゆな場であったからか。

　理由はよくわからないけど、ローズさんにはずっと敬語を使っている。

「他た人にん行ぎよう儀ぎな感じがするから、敬語はやめてほしい」

　彼女ははっきりそう言って、ジッと俺の目を見つめた。

　確かに、自分一人だけ敬語を使われていたら疎そ外がい感を覚えるだろう。

「──わかった。これからは普通に喋しやべらせてもらうよ、ローズさん」

「『さん』は不要だ。呼び捨てにしてくれ」

「わ、わかったよ……ローズ」

「あぁ、それで頼むよ。アレン」

　ローズさんはそう言って、優やさしく微笑ほほえんだ。普ふ段だんあまり表情の変わらない彼女が、こうして不意に笑うと……なんだかいつも以上に魅み力りよく的に見えた。そうして二人でジッと見つめ合っていると、

「──ごちそーさまでした！」

　リアは両手をパンと打ち鳴らし、大きな声でそう言った。見れば、山のように積まれていたはずのラムザックはたったの一つも残っていない。まさに完全撃げき破はというやつだ。

「す、凄いな……」

　まさかあれほどの量をたった一人で食べ切るとは……。

　そうして俺が目を丸くしていると、

「ほらもう、次のお店に行くわよ！」

　何故か少し機き嫌げんを損そこねた彼女は、スタスタと早足でお会計へと進んだ。

「お、おいちょっと待てよ、リア！」

「ちっ……」

　それから俺とローズは、すぐにリアの後を追ったのだった。
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　ラムザックを堪たん能のうした俺たちは、その後水族館に駄だ菓が子し屋、雑貨店に服屋などいろいろな場所を散策した。年相応にはしゃぐ彼女たちは、とても可愛かわいらしかった。

　そして現在──俺たちは、オーレストで最も有名な高級宝石店に足を運んでいた。

「わぁ、綺き麗れい！　ねぇほら見てよ、アレン！」

　リアはそう言って、ダイヤモンドの指輪をした手を突き出す。

「あ、あぁ、そうだな……。似合っていると思うぞ……っ」

　俺はぎこちない笑顔で、そんな感想を口にした。

「アレン、これはどうだろうか？」

　今度は白金プラチナのネックレスを首に下げたローズが、ペンダントトップを両手に載せて感想を求めてきた。

「あ、あぁ綺麗だ！　とてもよく似合っているから、絶対に落としたりしないでくれよ!?」

　これらは二つとも売り物であり、店員が嬉き々きとして試着を勧すすめたものだ。

　きっとここの店員はリアが隣りん国ごくの王女であり、ローズがあの『賞金稼かせぎ』であることを知っているのだろう。それが一目でわかるほど、露ろ骨こつに二人へ商品を勧めていた。

　俺は周囲に陳ちん列れつされた商品に気を配りながら、ゆっくり二人の後ろをついていく。

（リアとローズの財力ならば、痛くも痒かゆくもないんだろうけど……）

　もしも俺がこのうちの一つでも壊こわしてしまったら……それこそ一巻の終わりだ。とんでもない額の借金を背負うことになり、最悪の場合は学院を退学──即そく就職の可能性もある。

（そんなことになってみろ。母さんやポーラさんに顔向けできないぞ……）

　俺はかつてない緊きん張ちよう感を持ちながら、一歩また一歩と歩みを進めた。

　何より恐おそろしかったのが、商品に値札が一いつ切さい貼はられていないことだ。

（きっと目玉が飛び出すレベルの額なんだろうな……）

　その後、精神的にかなり消しよう耗もうした俺は、店の端はしに置かれたベンチに腰こしを下ろした。

「悪いな。少し疲つかれたから、このベンチで少し休むよ」

　少し離はなれた場所から二人へそう声を掛かけると、

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「アレンが疲ひ労ろうを感じるなんて……どこか具合でも悪いのか!?」

　二人はキラキラと輝く宝石を着けたまま、慌あわててこちらへ駆かけ寄ってきた。

「だ、大丈夫だ！　ほんのちょっと目まいがしただけだから！　二人はそこでゆっくり、落ち着いて……決して宝石を傷つけないよう、静かに楽しんでいてくれ！」

　俺は両手を前に突き出し、制止の声をあげた。

「ほ、本当に大丈夫なの？」

「私たちに気を遣つかう必要は全くないぞ？」

「気にしないでくれ、少し休めばすぐに治るから！」

　すると二人は納なつ得とくしてくれたのか、

「アレンがそう言うなら……」

「具合が悪くなったら、遠えん慮りよせずにすぐ言うんだぞ？」

　クルリと踵きびすを返し、仲良く話し始めた。

「ねぇ、ローズは何か月分のが欲しいの？　やっぱり定番の三か月？」

「理想は三だな。しかし、一番大事なのは気持ちだ。最悪の場合、なくても構わない」

「うわぁ……。あなたって意外と尽つくしそうね」

「そうか？」

　いったい何の話をしているのかは知らないが、ずいぶんと楽しそうだった。

（それにしても、二人とも凄い体力だな……）

　もうかれこれ数時間は立ちっぱなし、歩きっぱなしなのにまだまだ元気そうだ。

　精神的にひどく堪こたえるものがあったとはいえ、まさか俺が一番先にダウンするとは思ってもみなかった。

（買い物慣れをしていないからかな……？）

　そんなことを考えながら、ぼんやり二人を眺ながめていると──突とつ然ぜん店の窓が叩たたき割られ、けたたましい警報が鳴り響ひびいた。

「な、なんだ!?」

　慌てて窓の方を見ると──黒い覆ふく面めんをかぶった十人の男たちが、剣を片手に店へ踏ふみ入るところだった。

「動くな！　全員黙だまって両手を上げろ！」

　間ま違ちがいない、宝石強ごう盗とうだ。

（まさかこんなときに出くわすとは、ついてないな……）

　とりあえず俺は、強盗の指示に従って大人しくすることにした。ここには店員やお客といった、剣けん士しではない一いつ般ぱん人が大勢いる。下手に動いて彼らを刺し激げきすれば、それこそ最悪の事態になりかねない。

　店内を制圧した強盗たちは、若い女性店員に革かわ袋ぶくろを渡わたし、その首元に剣を突きつけた。

「おい、お前！　これにありったけの宝石を詰つめろ！」

「え、あ、い、命だけは……っ」

　彼女は恐きよう怖ふのあまり腰を抜ぬかし、力なく首を横へ振る。

「……ちっ、使えねぇ奴やつだな！」

「きゃぁ!?」

　強盗は動けなくなった店員の背を斬きりつけた。

　その瞬しゆん間かん──俺たちは同時に立ち上がる。

（大人しく宝石だけを盗ぬすむなら、人命を最優先として見み逃のがすつもりだったけど……）

　向こうが手を出すというのならば、こちらも対応を変えざるを得ない。

　俺とローズは同時に剣を引き抜き、リアは魂装を展開した。

「侵しん略りやくせよ──〈原初の龍王フアフニール〉ッ！」

　美しい真しん紅くの剣と黒と白の炎ほのおが宙を舞まう。

「な、なんだてめぇら!?」

　強盗の注意がこちらへ移ったその瞬間、

「八の太た刀ち──八咫烏ッ！」

「桜華一刀流──桜おう閃せんッ！」

「覇は王おう流りゆう──剛ごう撃げきッ！」

　俺たちは一いつ斉せいに動き出し、怒ど涛とうの攻こう撃げきで強盗を制圧していった。

「が、は……っ」

「んだ、よ……こ、れ……」

「ば、化物……」

　初動で九人を仕留めた。残すはただ一人だ。

「な、なんだよ、こいつら……く、くそがぁああああ！」

　最後の一人は、展示された宝石を握にぎり締めて一目散に逃にげだした。

「ま、待ちなさい！」

「待て！」

　リアとローズが強盗を追いかけようとしたそのとき、

「う、うぅ……っ」

　背中を斬られた店員のうめき声が、二人の足を止めた。

「くっ、こちらが優先ね……」

「……やむを得ないな」

　口くち惜おしそうに二人が剣を収めた一方で、俺は天高く剣を振ふりかぶる。

「──問題ない。あそこはまだ俺の射程圏けん内ないだ」

　罪には罰ばつを──あんな輩やからをそう簡単に逃がしてはならない。

「一の太刀──飛影ッ！」

　そうして一直線に空を駆けた斬撃は、

「がはっ!?」

　見事強盗の後頭部に直撃し、無事に意識を刈かり取ることに成功した。




　　　　■




　その翌日。朝刊には「お手て柄がら！　千刃学院の生徒が強盗を逮たい捕ほ！」という記事が一面を飾かざった。いったいどこから撮とったのか、鮮せん明めいな写真付きだ。それはリアとローズが勇ましく剣を構える素す晴ばらしい一枚。絶世の美少女二人が剣を持つその姿は、とても魅力的だった。そして一方の俺はというと、

「ち、小さいな……」

　リアとローズの後ろに、豆まめ粒つぶぐらいの大きさで写っていた。それに記事では千刃学院の生徒『二人』が活かつ躍やくしたと書かれており、俺という存在はなかったことにされている。

（まぁいいか……）

　記事の最後に被ひ害がいを受けたあの店員は傷も浅く、即そく日じつ退院したと書かれてあったので、とりあえず俺はホッと胸を撫なで下ろしたのだった。




　　　　■




　数日後。大五聖祭を目前に控ひかえたこの日──俺・リア・ローズの三人は、突然理事長室に呼び出された。理事長室までの道中、

「もう……っ。せっかくみんなで、楽しくお昼ご飯を食べてたのに……！」

　リアは口を曲げながら、そんな不満を漏もらした。彼女の言う通り、つい先ほどまで三人で楽しく昼食を食べていたところ、突然院内放送で呼び出されたのだ。

「まぁ落ち着けよ。短気は損気って言うし……それにレイア先生は、忙いそがしい人だからさ」

　俺はそう言って、リアを窘たしなめた。

　あんなのでも、一応はこの国を代表する権力者だ。しかも理事長職だけでなく、なぜか一年Ａ組の担任も兼けん任にんしている。きっと目が回るほど忙しいはずだ。

「そ、そうかもしれないけど、わざわざお昼休みに呼び出さなくても……」

　リアはそう言って、「[image: う゛]ー……っ」と唸うなり声をあげる。

「あはは、まぁこういう日もあるって」

　どうやら彼女は、みんなでお昼ご飯を食べる時間をとても大事に思っているようだった。

　俺たちはそんな話をしながら、理事長室を目指して長い廊ろう下かを歩いていく。

（多分用件は、週末に控えた大五聖祭についてだろうな……）

　この三人が呼び出されたことからして、ほぼほぼ間違いないだろう。それに今日の朝刊で、対戦校の組み合わせが発表されていた。

　千刃学院の初戦の相手は、五学院が一つ氷ひよう王おう学がく院いん。

（まぁ正直、氷王学院と言われてもあまりピンとこないんだよな……）

　有名な所属生徒はおろか、どんな剣けん術じゆつ学院なのか、これまでの実績はどうか───全くと言っていいほどに何も知らない。これは別に氷王学院だからというわけではない。もっと正確に言うならば、俺は『五学院』について全く何も知らないのだ。

　一億年ボタンを押す前の俺にとって、五学院はそれこそ天上の世界だった。一生縁えんのない世界について、わざわざ詳くわしく調べようなんて普ふ通つうは思わない。

　そんな時間があるならば、一回でも多く素す振ぶりをした方がずっと自分のためになる。

（まさかそんな俺が、大五聖祭に出場することになるなんてな……）

　人生なにが起こるか本当にわからない。

（とりあえず、俺は自分のできることを精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばろう……！）

　せめてリアとローズの足を引っ張らないように、千刃学院の名前に泥どろを塗ぬらないように──持てる力の全すべてをぶつけて、正々堂々と戦おう。

　そんなことを考えていると理事長室が見えてきた。

　おそらくレイア先生の好みであろう黒色の扉とびらが、重々しい存在感を放っている。三人を代表して俺がコンコンコンと扉をノックすると、短く「入れ」と返ってきた。いつものおちゃらけた声とは違う。事務的で硬かたい声だ。

　俺たちは一瞬目を合わせて、それから丁てい寧ねいにゆっくりと扉を開けた。

「──失礼します」

　するとそこには──高級感のある黒い仕事机に座った先生の姿があった。どうやら彼女は仕事中のようで、難しい顔をしたまま手元に目を落としている。室内は思いのほか整せい頓とんされており、机の上に山積みになった書類の山が彼女の忙しさを物語っていた。

「──悪いが、今少し手が離せない。少しだけ、そこで待っていてくれ」

　先生はこちらを一いち瞥べつすることもなくそう言うと、手元の紙をまた一枚めくった。

「わ、わかりました」

　俺は壁かべの方に寄って静かに待ち、リアとローズもそれにならう。

「「「「……」」」」

　誰だれも何も喋しやべらない。シンと静まり返った理事長室で、先生が紙をめくる音だけが響く。

（よっぽど大事な書類なんだろうな……）

　彼女はまばたきするのも忘れて手元の資料に没ぼつ頭とうしていた。

　こんなに真剣な先生の顔を見たのは初めてだ。

（……やっぱり相当忙しいんだろう）

　五学院の理事長でありながら、一クラスの担任を受け持つ。きっと常人なら卒そつ倒とうするような、恐おそろしい量の仕事を毎日毎日こなしているはずだ。それでいてクラスを楽しくするために、生徒の前では明るく振る舞っているのだから頭が下がる思いだ。

（これが大人の女性、か……）

　なんか少しかっこいいな。そんなことを思いながら十分ほど待っていると、

「ふーっ……」

　ようやく仕事がひと段落ついたのか、先生は大きく伸のびをしながら息を吐はいた。

　同時に張り詰めていた空気も、一気に柔やわらかいものとなる。

　両りよう肩かたを交こう互ごに回して肩かたをほぐす先生に、俺は労ねぎらいの言葉を掛かけた。

「先生、おつかれさまです」

「あぁ、おもしろかったよ」

　彼女は満足げにそう言うと、湯ゆ吞のみに入ったお茶を飲み干した。

「そうですか、それはよかっ……おもしろかった？」

　おかしい。仕事をこなした感想として、「おもしろかった」というのはあまりに不適切だ。

　不ふ審しんに思った俺が、机の上に視線を向けるとそこには──『週刊少年ヤイバ』があった。

　週刊少年ヤイバ──中等部から高等部の男子に圧あつ倒とう的な人気を誇ほこる少年漫まん画が雑誌だ。

　どうやら彼女は、ただ熱心に漫画を読みふけっていただけのようだ。

「いやぁ、今週のヤイバは全体的に中々良かったぞ！　特に読み切りが素す晴ばらしかった！　断言しよう──あれは化ける！　まだまだ絵は荒あらくストーリーも粗あら削けずりだが、なんというかこう──ほとばしる熱意、そう『魂たましい』のようなものを感じさせた！」

　先生は頰ほおを紅潮させ、少年のように目をキラキラと輝かがやかせながら興奮気味にそう語った。

「……そうですか」

　ほんの一瞬でも先生のことを「かっこいい」と思った自分が情けない。今の今までこれを読むために待たされていたのかと思うと……怒いかりを通り越こしてもはや呆あきれてしまう。

　それはリアもローズも同じようで、二人同時にため息をついた。

（本当にこの人が千刃学院うちの理事長で大だい丈じよう夫ぶなのか……？）

　一いち抹まつの不安が胸をよぎる中、俺はもういっそのこと聞いてみることにした。

「実際、先生の仕事ってどうなっているんですか？　普通、理事長と担任を兼任していたら、漫画なんて読んでいる暇ひまはないと思うんですが……」

「ふふっ、問題ない。雑事は全てこいつに任せてあるからな」

　先生は自じ慢まん気げに鼻をこすりながら、部屋の隅すみへ視線を向けた。するとそこには、

「……」

　小さな椅い子すに座った男性が、一人黙もく々もくと書類仕事をこなしていた。

「ひっ!?」

「なっ!?」

「だ、誰だ！」

　リアとローズは驚おどろきのあまり跳とび下がり、俺は咄とつ嗟さに二人の前に躍おどり出る。

（い、いつからいたんだ、この人は……!?）

　存在感が薄うすいどころの話ではない、今までそこにいたことすら気付けなかった。

「はははっ、いい反応だな！」

　俺たちの驚きようを見た先生は、一人楽しげに笑う。

「こ、この方は誰なんですか？」

「紹しよう介かいしよう。私の雑事を担当する使用人──十八号だ」

「じゅ、十八号……？」

　俺は部屋の隅で手を動かし続ける謎なぞの男性に目を向けた。

　外見年ねん齢れいは三十代半ばぐらいだろうか。室内にもかかわらず、目ま深ぶかにかぶったシルクハット。両りよう端たんがクルリと上を向いた、立派なカイゼル髭ひげ。机に立てかけられた白と黒の奇き抜ばつなステッキは、おそらく彼のものだろう。

　十八号さんはこちらに目をやることなく、ただその場で一度会え釈しやくした。

　その間も仕事を続ける手は止まらず、凄すさまじい速度で紙の束を処理し続けている。

　とりあえず自己紹介だけでもと思い、彼のもとへ足を向けたそのとき、

「──気を付けろよ。こいつは懲ちよう役えき百年の実じつ刑けい判決を食らったＡ級犯罪者だからな」

　先生はサラリととんでもないことを言い放った。

「「「なっ!?」」」

　俺たちは今度こそ彼から距きよ離りをとった。

「囚しゆう人じん番号００１８──だから、十八号だ。どうだ、いい名前だろう？」

　先生は「さすがは私、ネーミングセンスまで完かん璧ぺきだな！」と自画自賛した。

「ちょっと、レイア！　受じゆ刑けい者を引っ張り出して、いったい何をさせているのよ!?」

「十八号は私の使用人だ。書類作成・連れん絡らく・日程調整など、彼の仕事は多た岐きにわたるぞ！」

　リアの突つっ込こみに対して、先生はまるで悪びれることなく、高らかにそう言い放った。どうやら彼女がずっと暇そうにしていたのは、全ての仕事を十八号さんに丸投げしていたからのようだ。すると今度はローズが別の質問を投げ掛けた。

「懲役百年とは、また大層な刑けい罰ばつだが……。十八号さんは、いったい何をしたんだ？」

「うむ、のぞきだ」

　先生は何の迷いもなく即そく答とうした。

　あまりにも予想外の回答を前に、俺は確かく認にんのため少し掘ほり下げて質問してみた。

「の、のぞきって……。女子更こう衣い室とか女風ぶ呂ろとかで行われる──あの『のぞき』ですか？」

「あぁ、そうだ。こいつは女体が──特に十代の若い女の体が大好物でな。全国各地の学院を巡めぐって、ひたすら犯罪行為のぞきを繰くり返していた。供述によれば、千刃学院うちの大浴場も何度かのぞいたそうだ」

　それを聞いたリアとローズは、ゴミを見るかのような目で十八号さんを見下ろした。

「うわ、最低……っ」

「女の敵だな」

　その瞳ひとみには軽けい蔑べつの色がありありと浮うかんでおり、もう関係の構築は絶望的だろう。

　そんな中、俺はちょっとした引っ掛かりを覚えた。

「確かにのぞきは許せない犯罪ですが……それで懲役百年もつくでしょうか？」

　懲役百年なんて、ほとんど死し刑けい宣告のようなものだ。

　のぞきでそれほど重い判決が下ったという例は、今まで聞いたことがない。

「ふむ、簡単に説明すると……十八号は千刃学院うちの卒業生だ。こう見えてかなり腕うでの立つ剣けん士しでな。のぞきが発覚しても並の聖せい騎き士しではどうすることもできず、逮たい捕ほに至るまで数百の罪のぞきを重ねた」

　どうやら彼は、超ちよう実力派ののぞき魔まということらしい。

「しかも苦労してようやく牢ろう屋やにぶち込んでも、こいつはすぐに脱だつ獄ごくする。素す手でで鉄格ごう子しを引きちぎったり、昼食時の割り箸ばしを剣けんに見立てて壁を切り裂さいたり、とな」

　先生は「やれやれ」といった風に肩を竦すくめた。

「そうしてのぞきと脱獄を何度も繰り返し、溜たまりに溜まった刑けい期きが百年というわけだ」

「な、なるほど……」

　この人がのぞきに命を懸かけている変態かつ、とても優ゆう秀しゆうな剣士であることはわかった。

「そ、そんな危険人物を野放しにしてどうするのよ！」

　リアはもっともな意見を口にした。同時にコクコクとローズも頷うなずく。

　年とし頃ごろの女の子である彼女たちは、のぞき魔が学院内にいるという事実に対し、当然ながら強い抵てい抗こうを示した。

「案ずるな。十八号はもう完全に人じん畜ちく無む害がいだ。こいつにはこの私がしっかりと教育を施ほどこしたからな。……なぁ？」

　先生が十八号さんの肩をポンと叩たたくと、

「も、もちろんでございます、レイア様！」

　これまで沈ちん黙もくを貫つらぬいていた彼は全身を震ふるわせ、顔面蒼そう白はくになりながら頭を下げた。

（い、いったいどんな教育をしたんだ……）

　正直かなり気になったが……さすがに怖こわくて聞けなかった。

　人間知らない方がいいこともある。

「十八号は頭の方もかなり優秀でな。全く異なる三つの分野で、博士号を取得している。まぁ短くまとめると、いろいろあってこいつを発見した私は、理事長権限でここへ召しよう喚かんし、ひたすら仕事を手伝わせているというわけだ。さっきも言ったが、こいつはもう完全に無害だからな。君たち生徒が不安に思うことは何もない」

「そ、そうですか……」

　情報漏ろう洩えいに脱だつ走そう、学院内でののぞきなど、不安な点はたくさんあるけど……。理事長である彼女が無害だと言い切るならば、それを信じるほかない。リアとローズも完全には納なつ得とくしてない様子だったけど、それ以上十八号さんを追つい及きゆうすることはしなかった。

「っと、話が逸それてしまったな。昼休みももうわずかだし、そろそろ本題に入ろう」

　彼女はゴホンと咳せき払ばらいをしてから話を始める。

「既すでに察しはついていると思うが……。今日君たちを呼び出したのは、大五聖祭について大事な話があるからだ。今朝けさの新聞で報じられた通り、うちの初戦の相手は──あのにっくき氷王学院だ！」

　先生は露ろ骨こつに顔を歪ゆがめながら、グッと拳こぶしを握にぎった。

「っと、そう言えば……まだ入学したての君たちは、本学院の歴史を詳くわしく知らないんだったな。そのうち授業でも触ふれるが、その前に少し説明しておこうか」

　彼女はそう言って、ゆっくりと語り始めた。

「かつてうちと氷王学院は美しいライバル関係にあったんだ。大五聖祭を含ふくめ、様々な大会でいつも千刃学院が一番、氷王学院が二番。特に私が千刃学院の学生だった三年間は全戦全勝──『黄金世代』と呼ばれたものだ……」

　先生はどこか遠くを見つめながら、懐なつかしむように呟つぶやく。

（なるほど、ここの卒業生だったのか……）

　意外な事実に驚いていると、彼女は大きくトーンダウンしながら話を続けた。

「しかし、時代は変わった──変わってしまった。様々な問題によって千刃学院は落ちぶれ、氷王学院もそれに続いた。世間やメディアはそれをおもしろがり、寄ってたかって袋ふくろ叩だたきにした。都落ち、終わりの始まり──そんな言葉があちこちで飛び交った……っ」

　先生は眉み間けんにしわを寄せ、硬かたく拳を握り締しめた。

　きっと卒業生として、歯がゆい思いを味わったんだろう。

「さらにうちは、氷王学院にさえ負けてしまった。これを見ればわかる通り、今やどの大会においても千刃学院は最下位、その一つ上に氷王学院が居座っている」

　先生はそう言って、大五聖祭を含む各種大会の結果がまとめられた紙を机の上に置いた。

（……確かに）

　上位三学院は年度によって順位の変動があるけど……下位二学院については、微び動どうだにしていない。十年以上ずっと最下位が千刃学院で、その一つ上が氷王学院となっていた。

「長きにわたって一位と二位を独どく占せんしてきた不動の名門学院は、今や昔の話となった。そしてうちが最下位に居座るようになってから、ある大きな問題が発生した……」

　先生は一いつ拍ぱく置いてから、一気に捲まくし立てる。

「なんと氷王学院が、私たちに牙きばを剝むいたんだ！　これまでずっと二番手に甘んじてきた鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、奴やつ等らは千刃学院を煽あおり始めた。ドンべの千刃、五学院の面つら汚よごし──あちこちでそんな誹ひ謗ぼう中傷を繰り返してな！　あの畜ちく生しようどもは、うちが弱みを見せた途と端たんに本ほん性しようを現したんだ！」

　彼女が熱くそう語ると、

「な、なにそれ、信じられない！」

「許すまじ、氷王学院……！」

　割合にポンコツなリアはともかくとして、普ふ段だん冷静なローズまでもが苛いら立だちを見せた。

　そうして全すべてを語り終えた先生は、二、三度深呼吸してまとめに入る。

「──とまぁこういうわけで、何があっても氷王学院にだけは負けられない。しかも今回の大五聖祭は、私が理事長に就任して初の大会だ。ここは一つ、奴等を煽り倒たおせるぐらいの圧あつ倒とう的な『結果』が欲ほしい！」

　その意見に賛同するように、リアとローズはコクコクと頷く。

「そこで私が昨晩、寝ねる間も惜おしんで作成した最強の布ふ陣じんが──これだ！」

　先生は『出場選手リスト』と書かれた紙を机に叩き付けた。そこには先せん鋒ぽうアレン＝ロードル、中ちゆう堅けんローズ＝バレンシア、大将リア＝ヴェステリアと記されている。

（なるほど、彼女にしては合理的な布陣だな……）

　熱くなっていたから、無茶苦茶な布陣を敷しくのではないか不安だったけど……。どうやら心の奥底では、しっかり冷静さを保っていたようだ。

（この布陣から判断するに、俺の役目は相手の戦せん闘とうスタイル・技わざ・行動パターンを引き出すことだな……）

　もちろん、理想は勝利することだ。しかし、それが難しかった場合は、すぐに持久戦へ切り替かえて敵の情報を丸まる裸はだかにする。それが先鋒を任された俺の最低限の仕事だ。

　そして中堅のローズ。一子相伝の桜華一刀流、正統継けい承しよう者の彼女は、この布陣における『エース』の位置だ。俺が丸裸にした敵の先鋒を叩き、その流れに乗じて中堅・大将を討うち取る。彼女の活かつ躍やく如何いかんによって、戦局が大きく左右されるだろう。

　最後に大将のリア。三人で唯ゆい一いつ魂装を発現している彼女は、戦力的にも状じよう況きよう対応能力的にも大将にふさわしい。実際リアは油断と慢まん心しんさえなければ、圧倒的な力を振ふるう。

（つまりこれは、先鋒の俺が可能な限り相手を消しよう耗もうさせて、その後に控ひかえる中堅のローズ、大将のリアでとどめを刺さすという手て堅がたい布陣というわけだ）

　出場者リストに納なつ得とくした俺が一人頷いていると、

「ねぇ、レイア。どうしてアレンが先鋒なの？　普ふ通つうだったら、大将でしょ？」

「私も同意見だな。最高戦力は普通、大将に置くべきでは？」

　リアとローズは、二人してそんな質問を口にした。

（いやいや、大将はリア。それかローズが適任だろう……）

　片や魂装〈原初の龍王〉を操あやつるヴェステリアの王女。片や一子相伝の桜華一刀流の正統継承者。そんな二人を差し置いて、グラン剣術学院出身の落第剣士が大将に就くのはさすがに違い和わ感しかない。

　すると先生は、その質問を予測していたようにニヤリと笑う。

「ふふふっ、気付いたか──そう、これが私の作戦だ！」

「「「作戦？」」」

　三人が同時にそう呟くと、彼女は自信満々に語り始めた。

「先ほど話した通り、うちが求めるのは勝利。しかし、それはただの勝利ではない。氷王学院の奴等を煽り、嘲あざ笑わらえるような圧倒的かつ完全な勝利だ！」

　リアとローズは真ま面じ目めな顔で頷き、一方の俺は複雑な表情で苦笑いを返す。

（どちらかというと派手で圧倒的な勝利より、地味で確実な勝利の方が好みなんだが……）

　どうやら好戦的な女性陣じん三人は、そうではないらしい。

「君たちも知っての通り、大五聖祭は三対三の勝ち抜ぬき方式だ。つまり、もしもうちの先鋒が三人抜きを果たせば──氷王学院はこちらの中堅・大将の顔も拝めずに敗北する！」

「なるほど……！」

「そういう理由なら納得だ。無敗かつ三人抜きを狙ねらうならば、確かにアレンを先鋒で出すべきだな」

「ふっ、そうだろう？　まさかこちらの最高戦力が先鋒で出るなんて、氷王学院の奴等は夢にも思っていまい！　そして無様に三連敗を喫きつした奴等はこう考える──『先鋒があれだけ強いのならば、中堅・大将はどんな化物なんだ!?』とな！」

「考えたわね、レイア！　やるじゃない！」

「氷王学院は今後、千刃学院の見えない幻げん影えいに怯おびえるというわけか……悪くないな」

　リアとローズは、二人して満足気な表情を浮かべる。

（い、いやいやいや、そんな馬ば鹿かな……）

　五学院が一つ、氷王学院。その一年生を代表する三剣士を相手にして、俺が三連勝？

（ないない、それはない……）

　いくらなんでも、買いかぶり過ぎだ。現実的には、一勝できるかどうかといったところだろう。そうして俺が首を横へ振っていると──先生はそれに全く気付かず、大声をあげて笑い始めた。

「まさかの三連敗を喫し、悔くやしさのあまり歯をガタガタ震わせる奴等の姿が目に浮うかぶようだ……っ！　ふふ、はは……ふぅははははははは！」




　　　　■




　そして迎むかえた大五聖祭当日。掲けい示じされた氷王学院の出場選手リストを見たレイア先生は、

「んなぁ……!?　ふ、ふざけるなよ……。なんだこの舐なめたリストは……っ!?」

　悔しさのあまり歯をガタガタと震わせていた。








五：氷ひよう王おう学がく院いんと死し闘とう






　掲けい示じ板ばんにでかでかと張り出された出場選手リスト。その氷王学院の欄らんには、こう書かれてあった。

『先鋒登録者なし、中堅カイン＝マテリアル、大将シドー＝ユークリウス』

　先生が目くじらを立てたのは、もちろん『先鋒登録者なし』の部分だ。三対三の勝ち抜き方式において、一人欠けることのハンデは大きい。真しん剣けん勝負をするつもりならば、登録者なしという選せん択たくはあり得ない。

（たとえどんな未熟な剣士でも出場させて、不戦敗をなくそうとするのが普通の判断だ）

　情報収集の観点からも、それは間ま違ちがいない。しかし氷王学院はあえて不戦敗を作り、千せん刃じん学がく院いんに一勝を譲ゆずった。つまりこれは「千刃学院が相手ならば、二人でどうとでもなる」という明らかな挑ちよう発はつだ。

「む、むっかつくぅ！　何これ、ふざけてるの!?」

「さすがに不ふ愉ゆ快かいだな」

　これには先生だけでなく、リアとローズも顔をしかめた。

（さすがの俺もちょっと腹が立つな……）

　剣士の勝負は、いつだって真剣勝負だ。たとえどれほど実力差があろうと、手て抜ぬきは決して許されない。

　そうして俺たちが怒いかりに打ち震ふるえていると、先生は運営委員の女性に詰つめ寄った。

「向こうがその気なら、こっちにだって考えがある……出場選手変へん更こうだ！　先鋒・中堅は登録者なし、大将にアレン！　たかが氷王学院を倒すのに、二人も三人もいらん！　アレン一人いれば十分だ！」

　凄すさまじい権力と社会的影えい響きよう力を持つ五学院の理事長──レイア＝ラスノートに睨にらまれた女性は、恐おそる恐るといった様子で返事をした。

「も、申し訳ございません。出場選手の変更締しめ切りは、二日前に過ぎておりまして……」

「別に構わないだろう!?　選手を増やすわけでも、まして変更するわけでもない！　これは氷王学院側にとって、何のデメリットもないんだぞ!?」

「た、大変申し訳ございません……。ですがその、やはり規則は規則ですので……」

　先生の凄まじい剣けん幕まくに押された彼女は、消え入りそうな声でそう言った。

（ちょっと熱くなり過ぎだな……）

　仕方なく、俺が先生を落ち着かせようとしたそのとき。

「──いややわぁ、余よ裕ゆうのない人はすぅぐ人に当たり散らす」

　とある女性が、先生を見てクスクスと笑い声をあげた。

「なんだとぉ……っ!?　お、お前は……フェリス!?」

「お久しぶりやねぇ、レイアちゃん」

　なんとその女性は、氷王学院の理事長フェリス＝ドーラハインだった。

　白と青を基調とした雪のように美しい着物。長く青白い髪かみはサイドで上品にまとめられ、雪の結けつ晶しようを模したかんざしがそこに色を加える。透すき通るような白い肌はだ。非常に整った美しい顔立ちで、切れ長の狐きつね目めが特とく徴ちよう的だった。

（二十代後半ぐらいだろうか……先生よりは少し老ふけて見えるな）

　彼女の後ろには、二人の男子生徒の姿があった。おそらく彼らが今日の対戦相手だろう。

　フェリスさんを目にした先生は、額に青筋を浮かばせながら指をバキボキと鳴らす。

「やってくれるじゃないか『女め狐ぎつね』。まさかこんな『姑こ息そくな』手に打って出るとは、夢にも思わなかったぞ？」

「あらまぁ、姑息やなんてそんな大おお袈げ裟さな……。うちはちゃんと『適切な』数の選手を送り込んだだけよ……『筋肉達磨だるま』ちゃん？」

　二人は表面上だけ笑え顔がおのまま、延々と嫌いや味みの応おう酬しゆうを繰くり広げた。そして最終的には、

「──こんの厚あつ化げ粧しようが！」

「うるさい、単たん細さい胞ぼう！」

　初等部女子のような口くち喧げん嘩かを始めてしまった。

（こんなのでも一応二人とも、この国の指導者的立場なんだよな……）

　この国の先行きは、暗いかもしれない……。

「宣言しよう！　今日この日をもって『あの時代』を復活させる！　──最強千刃学院のあの時代をな！」

「口だけなら何とでも言える！　すぐに吠ほえ面づらかかしたるわ！」

　二人はそう言って、共に「ふんっ！」とそっぽを向いた。

　どうやら長きに渡わたる子どもの口喧嘩は、一いつ旦たんの収束を見せたようだ。

「行くわよ、シドー、カイン！」

「あぁ」

「はい」

　フェリスさんは二人の男子生徒を引き連れて、氷王学院の控ひかえ室しつへ向かった。

「私たちも行くぞ、アレン、リア、ローズ！」

　そうして俺たちも千刃学院の控室へ向かう。

　試合開始まで後わずか三十分、そろそろ最後の調整に入る頃ころだ。




　　　　■




　控室に入ってすぐ、先生は険しい表情で口を開いた。

「フェリスがこんな馬鹿げた選手リストを提出したのには、いくつかの理由がある」

「どうせ、私たちを挑発するためでしょ？」

「あぁ、間違いない」

　リアとローズの意見に、先生はコクリと頷うなずく。

「もちろんその意味もあるだろう。しかし、本当の狙いはおそらく──『力の誇こ示じ』だ」

「力の誇示って……私たちに？」

　リアの質問に対して、先生は首を横へ振る。

「いや、うちではないだろう。アレは五学院の他の連中──上位三学院への挑ちよう戦せん状だ。『氷王学院はたったの二人で千刃学院に勝てる。これまでとは一味違ちがうぞ』というな」

「な、なにそれ!?　私たちは眼中にすらないってこと!?」

「随ずい分ぶんと舐められたものだな……」

　先生はさらに話を続ける。

「フェリスは陰いん険けんで狡こう猾かつ、おまけに私に負けず劣おとらずの負けず嫌ぎらいだ。そんなあいつが二人しか寄こさないということは──その二人だけで『絶対に勝てる』という確信があるからだ。あの疑り深い女狐がそこまでの信しん頼らいを置く剣士、決して一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう」

　先生はそう言って、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべた。

「とにかく気を引き締しめていけよ、アレン。今日の相手は、これまでとは一味も二味も違う凄すご腕うでの剣士だ」

「はい、わかりました」

　そしてちょうど話が終わったタイミングで、実じつ況きようによるアナウンスが流れた。

「みなさま、大変長らくお待たせいたしました。これより千刃学院対氷王学院の第一試合を開始いたします！」

　いよいよ大だい五ご聖せい祭さいが始まる。

（これは……もう俺一人の戦いじゃない）

　千刃学院全生徒を代表しての戦いだ。

　そう考えると心臓は高鳴り、手のひらにじんわりと汗あせがにじんできた。

（……いい緊きん張ちよう感だ。コンディションも悪くない）

　そうして気持ちを高ぶらせた俺が、いい具合に精神を整えていると、

「頑がん張ばってね、アレンなら絶対に勝てるよ！」

　リアはそう言って、ギュッと手を握にぎってくれた。

「ありがとう。全力でぶつかってくるよ」

　彼女の手を優やさしく握り返し、舞ぶ台たいの方へ足を向けると、

「アレン、負けたら承知しないぞ？」

　ローズがその真しん紅くの瞳ひとみで、熱い視線を送ってくれた。

「あぁ、頑張ってくるよ」

　そうして最後に先生が俺の背中をバシンと叩たたく。

「よし！　いっちょ、ぶちかましてこい、アレン！」

「はい！」

　その直後、選手入場のアナウンスが響ひびいた。

「それでは西門──千刃学院が先せん鋒ぽう、アレン＝ロードル選手の入場です！」

　みんなの思いを受け取った俺は、必勝の思いを胸に戦いの舞台へと足を踏ふみ入れた。

　そして次の瞬しゆん間かん──圧あつ倒とうされた。

「きたぁああああー！　やったれ、アレンー！」

「氷王学院なんか倒たおしちゃえー！」

「負けたら許さねぇかんなぁー！」

　西側──千刃学院側の観客席は、溢あふれんばかりの人で埋うまっていた。

　一年Ａ組のみんなをはじめ、他のクラスの人たちやさらには二年生・三年生の先せん輩ぱい方もこの場に駆かけ付けてくれているようだ。

（そうだ……もう、違うんだ）

　グラン剣けん術じゆつ学院でドドリエルと決けつ闘とうした時とは明らかに違う。

　あのときは全員が全員、俺の無様な敗北を願っていた。

（でも……今は違う！）

　みんなが俺のことを応おう援えんしてくれている。

　みんなが俺のことを支えてくれている。

　みんなが俺の勝利を願っている。

（俺はもう……一人じゃないっ！）

　辛つらくて苦しくて孤こ独どくな戦いは終わった。

　これからはみんなと一いつ緒しよに、みんなのために剣を振ふるんだ。

（……絶対に勝つぞ）

　俺は内に秘ひめた闘とう志しを燃やしながら、静かに対戦相手を待った。

「続きまして東門──氷王学院が中ちゆう堅けんカイン＝マテリアル選手の入場です！」

　その瞬間、東側──氷王学院側の観客席から割れんばかりの声援が巻き起こった。

「きゃー、カイン様ー！　こっち向いてー！」

「きょ、今日もかっこいいです！　頑張ってください！」

「千刃学院なんて、一人でやっつけちゃってください！」

　割れんばかりの声援を受けながら、カイン＝マテリアルさんが姿を現す。

　カイン＝マテリアル。

　氷王学院の青い制服に身を包んだ、端たん整せいな顔立ちの男だ。黒くろ縁ぶち眼鏡をかけており、胸には十じゆう字じ架かを模した銀製のペンダントがある。

（……かなり場慣れしているな）

　カインさんは右手を上げて、黄色い声援に応こたえていた。これほどの大舞台だというのに、浮うわついた様子が微み塵じんもない。しっかりと地に足がついている。決して油断ならない強敵であることは一目でわかった。そうしてお互たがいが舞台の中央に立ったところで、

「両者、準備はよろしいでしょうか!?　それでは──試合開始っ！」

　実況者が試合の開始を宣言した。

　俺は素す早ばやく剣を引き抜ぬき、へその前に置いた。攻こう防ぼう一体の正せい眼がんの構え──相手がどのような動きを取っても即そく座ざに防ぼう御ぎよ・回かい避ひ・反はん撃げき可能な剣術の基本姿勢だ。

　一方のカインさんは両の手をギュッと握り締め、神に祈いのるようなポーズで跪ひざまずく。それを見た瞬間、猛もう烈れつに嫌いやな予感がした。

（こ、これはまさか……!?）

「閉とざせ──〈百年ヘル・の地獄ハンドレツド〉ッ！」

　次の瞬間、何もない空間に大きな亀き裂れつが走り、そこから一振りの剣が現れた。

　時計の針のような歪いびつな刀身をしたそれは、本能的に嫌けん悪お感を引き起こすような『圧』を発している。

「こ、魂こん装そう……!?」

　予想外の事態に俺は目を見開いた。『大将』ならまだしも……まさか『中堅』が魂装を使ってくるなんて夢にも思っていなかった。

　カインさんは愛いとおしそうに刀身を撫なで、鋭するどい眼光をこちらへ向けた。

「さぁ、審しん判ぱんのときはきました。行きますよ──いえ、終わらせますよ！」

　彼はこちらの動どう揺ようが収まるのを待たず、即座に距きよ離りを詰つめてくる。

（くっ、速いっ!?）

　さすがは五学院が一つ、氷王学院の代表選手だ。魂装を発現しているだけでなく、身体能力もかなりの高水準。純じゆん粋すいな速度はリア以上、ローズ未満といったところだ。

「神の裁きを食らいなさい！」

　彼は真まっ直すぐ剣を突つき出し、全速力で接近してきた。

（確かに速い……が、隙すきも多い……！）

　このコースならば、向こうの一撃は俺の肩かたをかすめるだけ。

　その一方で、俺の一撃は相手の胸部をしっかりと抉えぐることができる。

（リスクに倍するリターンがある……！）

　肉を斬きらせて──否いな、『皮』を斬らせて骨を断たつ……！

　ある程度のダメージを覚かく悟ごに、俺が一歩前へ踏み込んだそのとき、

「いかん！　避よけろ、アレンッ！」

　レイア先生の叫さけびが響く。

「──遅おそい！」

　そうして彼の剣先が俺の薄うす皮かわを斬った次の瞬間、

「ふふっ、さらばだ──愚おろかな剣士よ」

　俺の意識は暗くら闇やみに沈しずんだ。
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　気付けば俺は、見慣れない場所に立っていた。

「あれ……？　どこだ、ここ……？」

　確か俺は、大五聖祭でカインさんと戦って……それで……。

「……そうだ。彼の魂装に斬られて、意識を失ったんだ」

　グルリと周囲を見回せば、小さく薄うす汚よごれた一いつ軒けんの家が目に入った。

　そしてもう一つ──空中に数字が羅ら列れつされている。

　99年12月31日23時間59分42秒。

　一秒一秒と数字が減っていくあれは、多分この世界における制限時間のようなものだろう。

「ここはまさか……時の世界、なのか？」

　空気や雰ふん囲い気きが、少しだけ似ているような気がした。

（これは……彼の魂装〈百年の地獄〉の能力と考えるべきだな）

　今のこの状況から判断するに、斬り付けた対象をあの時計が00年01月01日00分00秒となるまで、百年もの間この世界に封ふう印いんする能力だろう。

「とりあえず……軽くやってみるか」

　もしここが時の世界と同じ、もしくは似たような構造の世界ならば……斬れるはずだ。それから俺はほどほどに集中し、かなり手加減をして剣を振り下ろす。

「──ハッ！」

　その結果、剣先の通った空間が大きく揺ゆれた。

（よし……手応えありだ！）

　これならば、その気になればいつでもここから脱だつ出しゆつすることができるだろう。

（でも、さすがにそれはもったいないよな……）

　せっかく百年という時間をもらえたんだ。これを有効活用しない手はない。

「よし、それじゃまずは周りの環かん境きようを確かく認にんするか……」

　この手の経験が二度目なうえ、今回は脱出手段まで確保しているため、とても落ち着いて行動できた。それから俺はたっぷり一時間ほどかけて、この世界について調べあげた。

　結論から言うと、この世界も小さな球体だった。あのボロい家を出て少し真っ直ぐ歩けば、すぐ家の裏口につく。そして嬉うれしいことにあの家には、質は悪いながらも生活に必要なものは全すべて揃そろっていた。

　必要最低限の食料、ギリギリ足を伸のばせる風ふ呂ろ場ば、ボロボロの敷しき布ぶ団とんと掛かけ布団。

「うん、十分だ」

　時の世界ほど豪ごう華かではないが、それでも十分すぎるほどの物資はある。

　そうしてひとまず現状を把は握あくした俺は、

「よし、素振りでもするか！」

　せっかくなのでこの世界を大いに満まん喫きつさせてもらうことにした。その気になればいつでも出られるというのは、本当に気が楽なものだ。恐きよう怖ふ・焦しよう燥そう・不安──そういった負の感情に囚とらわれることなく、ただ純粋に自分の剣術と向き合うことができる。

　それから十年、俺は毎日毎日ひたすら素振りをしていた。息を整え、剣を振り上げ──振り下ろす。何千何万何億何兆と繰くり返してきたこの動き。一振り一振りごとに心が洗われていくようだった。

（あぁ、幸せだ……）

　誰だれにも邪じや魔まされることなく、一人静かに剣を振る。それは何物にも代えがたく、俺の心は満ち足りていった。食べて。寝ねて。剣を振る。そんな素す晴ばらしい生活を送る中で──ただ一つ俺の心を焼くものがあった。

（もう、たったの九十年しかない……!?）

　そう、残り時間だ。既すでに空中の時計は89年07月10日19時15分を指しており、この世界に滞たい在ざいできる時間はもう九十年を切っていた。

（やりたいことはまだまだ山のようにある……っ。とにかく急がないと……！）

　その後二十年、三十年、四十年と……時間は光の速さで進んでいった。

　そして五十年が過ぎた頃ころ、修業の成果は少しずつ芽を出した。

「桜おう華か一いつ刀とう流りゆう──桜おう閃せんッ！」

「斬ざん鉄てつ流りゆう──錆さび落とし！」

「雲うん影えい流りゆう──うろこ雲！」

　この前Ａ組のみんなに聞いた流派の基本理念・型・真しん髄ずいを参考にした結果、彼らの技わざを再現することに成功した。桜華一刀流だけは、見よう見まねだったけど……意外とすぐに習得できた。

　しかし、魂装だけは発現できなかった。

　そもそも俺は魂装を発現させる方法を──そのトレーニング方法を知らない。

（早く、授業でやらないかなぁ……）

　そんなことを思いながら、今日もただ黙もく々もくと剣を振り続ける。

　そしてついに00年01月01日00時00分01秒となってしまった。

　その一秒後──この世界は音を立てて崩ほう壊かいしていく。

「噓うそ、だろ……？　もう、終わったのか……？」

　本当に、あっという間の出来事だった。『一億年で一ループ』という時間感覚が骨の髄ずいまで沁しみ込んだ俺には、百年という時間はあまりに短すぎた。

（まだやりたいことの一割もやれていないのに……っ）

　これでは完全に消化不良だ。

（『素振り欲』こそ満たされたものの……。もっともっと修しゆ業ぎようがしたい……っ）

　俺はどうにかこの世界の崩壊を止める術すべはないか考えた。しかし、どれだけ考えても答えは見つからなかった。それも当然のことだ。剣とは元来ものを『斬る』ものであり、決して何かを『紡つむぐ』ものではない。

（もう、諦あきらめるしかないのか……）

　崩壊していく世界を横目にため息をついたその瞬しゆん間かん──俺の脳のう裏りに電でん撃げきが走った。

（……いや、まだだ。まだこれで終わりと決まったわけじゃない！）

　もしかすると、この世界は百年をループし続けるものかもしれない。

　そう、一億年ボタンを押すたびに一億年を繰り返せたように！

　諦めるのは早い、希望はまだ残っている。

（頼たのむ、頼むぞ……っ）

　祈るように目を閉じ、それからゆっくり瞼まぶたを開けると──カインさんがちょうど魂装を収納したところだった。

（これはどう見ても現実世界……だよな）

　残念なことに百年のボーナスタイムは一度切り、ループは起こらなかった。

（はぁ、やっぱりそんなうまい話があるわけないよな……）

　ガックリ肩を落としていると、氷王学院側の観客席が突とつ如じよ盛り上がりを見せた。

「やっぱりすっげぇよ！　まさに一撃必殺だ！」

「カイン様ー！　次の相手もこの調子でお願いしますね！」

「へへっ、もしかしたら千刃学院の奴やつ等ら、棄き権けんするかもしれねぇぜ？　今の試合を見たらブルっちまうもんなぁ！」

　どういうわけか、既にカインさんが勝利したかのような盛り上がりようだった。

（な、なんだこれ……？）

　このおかしな状況を不ふ審しんに思っていると、気の毒そうな表情を浮うかべた審判がこちらへ近付いてきた。

「〈百年の地獄〉、本当に恐おそろしい魂装だな……。それにしても、アレン＝ロードル──まだまだ若い剣士だというのに不ふ憫びんな子だよ……。試合続行は不可能ということでいいね？」

　彼は何な故ぜか可哀かわい想そうな目でこちらを見ながら、優やさしく試合を棄権するよう勧すすめてきた。

「い、いえいえ、やりますよ？　というか、これからじゃないですか！」

　まだ何もしていないのに、棄権するなんて冗じよう談だんじゃない。

「……は？」

　審判の方は、何故かぎょっと大きく目を見開いた。

「こ、言葉が通じている……!?　き、君、本当にやれるのかね!?　というか、精神状態は大だい丈じよう夫ぶなのかね!?」

「……？　よくわかりませんが、とりあえず試合は続けさせてもらいますよ？」

「わ、わかった……！」

　彼はそう言って、足早に舞ぶ台たいから降りた。

　それから俺は、何故かもう勝った気でいるカインさんを見つけた。彼は信じられないことに剣けんを収め、あろうことかこちらに背まで向けている。

（隙すきだらけの相手を攻せめるのは忍しのびないけど、これは真剣勝負だからな……）

　目に見えた隙を突つかないことは、相手に対して失礼にあたる。

（俺がすべきことはたった一つ──ただ全力を出し切るのみだ！）

　俺はしっかりと剣を握にぎり締しめ、早さつ速そく修業の成果をぶつけた。

「桜華一刀流奥おう義ぎ──鏡きよう桜おう斬ざんッ！」

　鏡合わせのように左右から四撃ずつ、目にも留まらぬ八つの斬撃を放つ。初めてローズさんと出会った剣けん武ぶ祭さい、その決勝で彼女が見せてくれた奥義だ。

　しかもこれには、ちょっとしたアレンジを加えている。従来の八連撃ではなく、八の太た刀ち八や咫た烏がらすのように一ひと振ふりで『同時』に八つの斬撃を生み出せるよう改良した。

「……は？」

　背後から迫せまる八つの斬撃に気付いたカインさんは、

「が、はぁ……っ!?」

　驚きよう愕がくに目を見開きながら、その全てを全身で受けた。

「あっ、ぐ、が……っ!?」

　彼は何とか立ち上がろうとしたが、ただいたずらに大地をもがくだけだった。

　おそらく軽度の脳のう震しん盪とうを起こしているのだろう。

　焦しよう点てんの合っていない目のまま、彼は震ふるえる指をこちらに向けた。

「な、何故、だ……!?　お前は百年もの間、あの空っぽの──地獄のような世界に封印されたはず……っ。それなのになぜ意識がある!?　なぜ心が壊こわれていない!?」

　そうして頓とん珍ちん漢かんなことを言い出す彼に、俺は一つだけ注文をつけた。

「カインさん、百年はちょっと短すぎです……」

　もし次の機会があるならば、せめてループ機能の追加をお願いしたい。

　そう願いながら、彼の頭を軽く打った。

「馬ば鹿か、な……!?」

　その後、審しん判ぱんはカインさんが気絶したことを確認し、大きな声で結果を宣言する。

「カイン＝マテリアル戦せん闘とう不能！　よって、アレン＝ロードルの勝利！」

　その瞬間、千刃学院の観客席は歓かん喜きに包まれた。

「ぃよぉっしゃぁーっ！　勝ったぁああああ！」

「やるじゃねぇか、アレン！　やっぱお前はすげぇぜ！」

「さすがはうちの先せん鋒ぽうだ！　この調子で大将もやっちまえ！」

　みんなからの称しよう賛さんを受けた俺は、右手を高く突き上げてそれに応こたえたのだった。
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　カインさんに勝利した俺は、一度千刃学院の控ひかえ室しつへ戻もどった。

「凄すごい凄い！　さすがはアレンね！」

「うむ、よくぞ精神干かん渉しよう系の魂装をねじ伏ふせた！　凄すさまじい精神力だ！」

　リアとレイア先生は、手放しに誉ほめてくれた。

「ありがとうございます。……でも先生、よくカインさんの魂装が、精神干渉系だとわかりましたね」

「ふっ、こう見えて私は、かなりの場数を踏ふんでいるんだ。相手の魂装を見れば、それがどんな系統かぐらいおおよその見当がつくさ」

「なるほど……さすがです」

　彼女が場数を踏んでいると聞いても、特に驚おどろきはなかった。

（間ま違ちがいなく、先生は相当に強い……）

　実技試験のとき、ベテランの測定士すら見落とした俺の居合斬ぎりをただ一人看破してみせた。それに鉄格ごう子しを素す手でで破は壊かいし、割り箸ばしを剣に見立てて壁かべを切る凄すご腕うでの変態剣士──十八号さんも、先生には反はん抗こうの意思すら見せなかった。しかも彼女が千刃学院の生徒だった頃は、全すべての大会で全戦全勝──黄金世代を築き上げたという話だ。

（いったいどれだけ強いんだろうか……）

　正直、一人の剣士としてかなり興味がある。

（大五聖祭が終わったら、一度手合わせをお願いしたいな……）

　そんなことを思っていると、ローズが俺の服をクイクイと引っ張った。

「……アレン、いったいいつ私の剣術を真ま似ねたんだ？」

　彼女は「信じられない」といった様子でそう呟つぶやいた。

「えっと、それはだな……」

　それから俺は、さっきの戦いの全ぜん貌ぼうを話した。

　カインさんの〈百年の地獄〉により、百年もの間異界に閉じ込められたこと。そこには必要最低限の物資が揃そろっており、生活するには何不自由なかったこと。そこでＡ組のみんなから聞いた流派の基本理念・型・真髄を思い出し、彼らの技を習得したこと。ローズの桜華一刀流は教えてもらってなかったので、記き憶おくを頼たよりに見よう見まねで習得したこと。そうして全てを語り終えたところで、

「わ、私が長い年月をかけて学んだ桜華一刀流を……見よう見まねで……!?」

　彼女は言葉を失い、悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かんだ。

　別に悪いことをしたわけではないけど、少し心が痛んだ。

「え、えーっとだな……。実はさっきのあの技は、桜華一刀流奥義鏡桜斬とは少し違うんだ。八の太刀八咫烏と掛かけ合わせたもので、だから完全に真似できたわけではなくて──」

「やはり改良していたのか……。道理で私のより遥はるかにキレがあるはずだ……っ」

　フォローしようとしたつもりが、とどめを刺さすことになってしまった。

「……」

「……」

　何とも言えない沈ちん黙もくが降り、居い心ごこ地ちの悪い空間が生まれた。

　リアと先生はジト目でこちらを見つめ、視線だけで「なんとかしろ」と伝えてきた。

（ど、どうすればいいんだ……）

　必死に頭を捻ひねり、ローズが元気を取り戻すような名案を考えた。

「……そ、そうだ！　もしよろしければ、俺がさっき使った鏡桜斬を教えようか？」

　俺がそんな提案を持ち掛けると、

「ほ、本当か!?」

　わかりやすいことに彼女はバッと顔を上げた。

「あぁ、アレは元々ローズの技だしな」

「あ、ありがとう……！」

　ローズはパッと明るく笑うと、素す直なおにお礼を口にした。

（よかった。元気になってくれたみたいだな……）

　そうしてなんとかこの場を丸く収めたところで、

「──みなさま、大変長らくお待たせいたしました。これより千刃学院対氷王学院の第二試合を開始いたします！」

　実じつ況きようのアナウンスが鳴り響ひびく。

「頑がん張ばってね、アレン。応おう援えんしてるから！」

「この調子で次も頼むぞ」

「お前は強い。自信を持って行ってこい！」

「はい、ありがとうございます！」

　リア、ローズ、レイア先生の後押しを受け、俺は再び戦いの舞台へ足を向けた。

「それでは西門──千刃学院が先鋒、アレン＝ロードル選手の入場です！」

　そうして俺が舞台に足を踏み入れた瞬しゆん間かん、

「きたぁあああああ！　アレーンッ！」

「勝ってくれぇえええ！　これに勝ちゃ、うちの勝ちなんだぁああああ！」

「いけるぞ！　今回はマジでいけるぞぉおおおお！」

　千刃学院の観客席は、尋じん常じようではない盛り上がりを見せていた。

　さっきの試合で俺が勝ったから、期待が跳はね上がっているのだろう。

「続きまして東門──氷王学院が大将シドー＝ユークリウス選手の入場です！」

　実況のアナウンスの後、対面からシドーさんがゆっくりと姿を現した。

　シドー＝ユークリウス。

　氷王学院のロングコートのような青い制服を身に纏まとった男だ。身長は俺より少し高い、おそらく百七十センチほどだろう。ほどほどの長さにまとまった雪のように白い髪かみ。褐かつ色しよくの肌はだ。ギョロリとした鋭するどい目付き。獰どう猛もうさを感じさせる凶きよう暴ぼうな顔立ち。

　そんな彼が姿を見せた瞬間、氷王学院の観客席は、水を打ったかのようにシンと静まり返った。奇き妙みようなことに、応援・声援・歓かん声せい──そう言った後押しの声が一いつ切さいない。それどころか誰だれも口を開かない。いっそ不気味に思えるほどに静かだった。

　そんなことには気にも留めず、シドーさんは舞台の中央へ足を進める。

　なんとなくだけど、わかった。

（彼はとんでもなく強い。多分、俺が戦ってきた中でもぶっちぎりの一番だろう）

　なんというか、強者特有のオーラのようなものを感じた。

　俺とシドーさんの視線が交こう錯さくしたところで、実況が場を盛り上げる。

「氷王学院は先鋒に選手登録をしなかったため、シドー選手が大将となります。つまり、この試合でアレン選手が勝利した場合、千刃学院は十年来となる最下位脱だつ出しゆつとなります！」

　実況の煽あおりを受けて、千刃学院の観客席はさらに沸わきあがった。

「また手元の資料によりますと……両者はなんと我流！　誰からも剣けんの教えを受けておりません！　きっと型にはまらない、刺し激げき的な試合を見せてくれることでしょう！」

　実況がそう語った次の瞬間、

「い、今の時代に我流って……っ。ぷぷっ、レベルの低い試合になるんだろうなぁ……」

　一部の観客たちから嘲ちよう笑しようが巻き起こった。

　おそらく千刃学院とも氷王学院とも関係のない、完全な一いつ般ぱん客きやくだろう。正直、少し悔しいけど……彼らがこういった反応をするのも無理はない。せっかくの大将戦だというのに、お互たがい我流の剣士と聞けばがっかりもするだろう。それほど世間が我流を見る目は冷たい。

　俺がそんなことを思っていると、シドーさんはおもむろに懐ふところに手を伸のばした。

　彼は制服の裏に並んだサバイバルナイフを一本摑つかむと──何の躊ちゆう躇ちよもなく観客席へ投げ込んだ。ナイフは凄まじい速度で先ほど俺たちを嘲笑していた男のもとへ飛ぶ。

「ひ……ひぃ!?」

　標的にされた男は偶ぐう然ぜんその場に屈かがみこみ、運よくナイフを回かい避ひした。見れば外れたナイフは、その根本までしっかりと壁に突つき刺さっている。正しよう真しん正しよう銘めい、全力の投とう擲てきだ。もしこれが彼の頭部を直ちよく撃げきしていたならば……間違いなく死んでいただろう。

「……ちっ、外したか」

　いきなりそんな凶きよう行こうをしでかしたシドーさんは、ナイフが外れたことに真剣に苛いら立だっていた。彼は威い嚇かくでも何でもなく、本気で当てるつもりだったのだ。

（な、なんて人だ……!?）

　会場が騒そう然ぜんとなる中、シドーさんはゆっくりと口を開く。

「てめぇ……今俺様のこと笑ったろ？」

　よほどの地じ獄ごく耳みみなのか、彼は先ほどの男性を睨にらみ付けながらそう言った。

　その極ごつ寒かんの低音は、会場全体に響き渡わたった。

「い、いいいえ！　そ、そんなことは、ありません！」

　男はあまりの恐きよう怖ふに歯をガタガタと震わせながら、必死に首を横へ振ふる。

「その面つら……しっかりと覚えたからな？　精せい々ぜい夜道に気を付けろよ？」

「～～っ!?」

　男は恐怖のあまりその場から脱だつ兎との如ごとく逃にげ出し、会場はシンと静まり返る。

（シドーさん、か……）

　見た目通り、なかなかに危ない人のようだ。

（今のは決して褒ほめられた行こう為いじゃないけど、素す晴ばらしい投擲だったな……）

　ここから観客席まで、およそ百メートル。しかも今は無風状態じゃない。そんな中、さっきの一撃は狙ねらい通りの箇か所しよを正確に射い抜ぬいた見事なものだった。

　鋭えい敏びんな聴ちよう力りよく、超ちよう人じん的な視力、強きよう靭じんな腕わん力りよく、そして負けん気の強さ──剣士として必要な素養を高い水準で兼かね揃えているのは、今の一幕を見るだけではっきりとわかった。

（やっぱりただ者じゃないな……）

　向かい合った時の圧あつ迫ぱく感は、リアとローズを超こえている。

　俺がそんなことを考えていると、実況者が静まり返った空気を盛り上げようと、やや上ずった声で少し強ごう引いんな進行を見せた。

「え、えーっと……。ちょ、ちょっとしたハプニングはありましたが、仕切り直していきましょう！　こ、これより大五聖祭、第二試合を開始したいと思います！」

　……いよいよ始まる。

　俺は適度な緊きん張ちよう感を維い持じしたまま、剣の柄つかに手を伸ばす。

「両者準備はよろしいですか!?　それでは試合──開始！」

　合図と同時に剣を引き抜き、いつも通りに正眼の構えを取った。

　一方のシドーさんは、面めん倒どうくさそうに腰こしの剣をゆっくりと引き抜く。彼はそれを右手でだらりとぶら下げたまま、何の構えも取らずに棒立ちを決め込んだ。

（これまで様々な流派の型を見てきたけど、さすがにこんなのは初めてだな……）

　いくら我流と言っても、彼の構えはあまりに独特過ぎた。

　剣先は完全に下を向いており、まるで酔よっ払ぱらいが気だるげに持つ鞄かばんのようだ。

　こんなものは、決して『構え』と呼んでいい代しろ物ものではない。

（……誘さそっているのか？　それとも、俺のことを舐なめているのか？）

　少しの苛立ちが胸の中でフツフツと沸きあがったが……。

「ふぅー……っ」
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　大きく深呼吸をして冷静さを取り戻もどす。

（レイア先生は、フェリスさんのことを強く警けい戒かいしていた。そしてシドーさんは、そのフェリスさんが大将に指名した剣士だ……）

　きっとこの構えにも俺には理解できないような、特別な何かがあるに違いない。

（下手に突っ込めば、どんな手痛いカウンターをもらうかわかったものじゃないな……）

　普ふ通つうならばこのまま睨み合いが続き、膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいるだろう。

　しかし、俺にはこういうときに使える便利な技わざがある。

「一の太た刀ち──飛ひ影えいッ！」

　遠えん距きよ離りから一方的に斬ざん撃げきを飛ばせるこの技なら、相手の出方を見ることができる。

（さぁ、どう動く……!?）

　彼目掛けて一直線に飛んだ斬撃は──突とつ如じよとして消しよう滅めつした。

「なっ!?」

　俺は思わず目を見開く。

（い、いったい、何が起きたんだ……!?）

　シドーさんは、あそこから微び動どうだにしていない。それにもかかわらず、飛影は突然消滅した。彼が何か特別なことをしたような素そ振ぶりは、全くと言っていいほどにない。

（もしかして、既すでになんらかの魂装を展開しているのか……？）

　それなら納なつ得とくがいく。魂装は先ほどの〈百年の地獄〉のように特とく殊しゆな能力を持つ。遠距離攻こう撃げきを無効化するようなものだって、きっと存在するだろう。

（とにかく、もう一度試ためしてみるか……）

　俺は再び剣を振りかぶり、より強くより速く振り下ろした。

「一の太刀──飛影ッ！」

　先ほどよりも遥はるかに鋭い斬撃がシドーさんに殺さつ到とうする。

（さぁ、どうやって防ぐ……！）

　一挙一動を見み逃のがさないよう、しっかりと目を見開いた。

　すると──彼は目にも留まらぬ速さでダラリと垂らした剣を振るい、飛影を正面から切り捨てた。そう、本当にただそれだけだった。

（じょ、冗じよう談だんだろ……!?）

　あまりの剣速にゾッとした。シドーさんの剣速は、リアやローズを遥かに上回る。

　集中した状態で剣先がギリギリ見えるレベルの……圧あつ倒とう的な速度だった。

　そうして俺が息を吞のんでいると、彼はギロリとこちらを睨み付けた。

「おい、こちとら『戦い』に来てんだよ……。つまんねぇ『射的ゲーム』やんならよぉ……潰つぶすぞ？」

　彼の全身から凄すさまじい殺気が放たれた。

（来る……！）

　俺は正眼の構えを堅けん持じし、万ばん全ぜんの態勢で備える。

　すると次の瞬間──目と鼻の先にシドーさんの姿があった。

（は、速い!?）

　咄とつ嗟さに剣を水平に構え、彼の斬きり下ろしを防ぐ。

　互いの剣がぶつかり合い、火花が上がった。

（な、なんて馬ば鹿か力ぢからだ……!?）

　俺は両手で必死に堪こらえるが、シドーさんの顔にはまだまだ余よ裕ゆうの色が見えた。

「ふん、反応はボチボチだ……なぁッ！」

　彼はすぐさま反転し、俺の腹部に強きよう烈れつな蹴けりを叩たたき込んだ。

「が、は……っ!?」

　肺の空気が一気に漏もれ出し、背後に大きく吹ふき飛ばされた。

（くそ、ただの蹴りがなんて威い力りよくだ……っ）

　俺はしっかり受け身を取り、すぐさま正眼の構えを取る。しかし──シドーさんからの追撃はなかった。彼はだらしなく剣をブラリと垂らしたまま、大きな欠伸あくびをしていた。

　悔くやしいけど……まだ『敵』として認識されていないようだ。

　俺はこの時間を活用し、先ほどの一連の攻防を反はん芻すうする。

（シドーさんの高速接近は、かつてローズが俺に見せたものとはまるで違ちがった……）

　ローズは相手の呼吸・まばたきに合わせた『柔じゆうの移動法』。

　それに対して彼は、ただその馬鹿げた脚きやく力りよくに任せた『剛ごうの移動法』。

（何よりも一番気になったのが、あの斬り下ろしだ）

　はっきり言ってアレは、あまりにお粗そ末まつな一撃だった。握にぎりも中ちゆう途と半はん端ぱで、脇わきもちゃんと締しまっていない。ただ力いっぱい振り下ろしただけの雑な斬撃。

（思い返してみれば、今の蹴りだってそうだ……）

　優すぐれた脚力に任せただけのでたらめな回し蹴り。

（十分驚きよう異い的な威力だったけど、それだけに粗あらが目立つ……）

　しっかりと重心を落とし、ちゃんと体重を乗せていれば……今いま頃ごろ俺はもっと大きなダメージを負っていただろう。

　つまり彼はただ持って生まれた天性の身体能力で、ゴリ押しているだけに過ぎない。

（シドーさんは、千年に一人の天才だ）

　悔しいけど、俺なんかとは比べ物にもならない。埒らち外がいの腕力、強靭な脚力、バネのように柔じゆう軟なんな体。どれもが一級品であり、そして全すべて俺が持っていない素質だ。

（だけど、決して勝てないわけじゃない……！）

　彼には努力、修しゆ業ぎよう、そして何より──剣けん術じゆつと向き合う真しん摯しな心が決定的に欠けている。

（そこに勝機がある……！）

　そうして俺がシドーさんの分ぶん析せきをしていると、彼は大きく舌打ちをした。

「……ちっ。なぁにをジロジロ見てやがんだ、気ん持ちわりぃなぁ……。どうせてめぇみたいな才能のねぇゴミは、俺様にゃ一生勝てねぇんだ。無む駄だな抵てい抗こうはやめて、とっとと降参したらどうだぁ？」

　彼はそう言って、嘲けるように笑った。

「……確かにシドーさんは天才です。俺なんかとはモノが違う。でも──この勝負は勝たせてもらいますよ」

「……[image: あ゛]？」

　彼の額に青筋が浮うかび、危険な空気が流れ始めた。

「そーかいそーかい……。そんなに死にてぇなら、さっさと言ってくれよぉッ！」

　次の瞬しゆん間かん、シドーさんは爆ばく発はつ的な速度で駆かけ出し、一瞬にして間合いを詰つめてきた。

「おらおらおらぁああああ！」

　彼はただ力任せに剣を振った。握りは甘く、体重もしっかりと乗り切っていない。だが、圧倒的な身体能力は、そんな稚ち拙せつな攻撃さえ、目にも留まらぬ恐おそろしい連撃へ昇しよう華かさせる。

（……出の遅おそい八咫烏では間に合わない、か）

　こういうときは、あの技の出番だ。

「雲影流──うろこ雲！」

　刹せつ那なのうちに放たれた四つの斬撃が、迫せまりくる連撃を弾はじき返す。この技は威力こそ控ひかえめながら、出の速さはピカイチだ。

「ちっ、こざかしいぞ……ゴミカスがぁ！」

　シドーさんは高く飛び上がり、全体重を乗せた大振りの斬り下ろしを放った。その埒外の腕力に加えて、全体重の乗った強烈な一撃──俺の力では受け切ることは難しい。

　だが、こういうときは彼の教えが役に立つ。

「斬鉄流──鉄崩くずしッ！」

　互たがいの剣が衝しよう突とつする瞬間、俺は全身に力を込こめた。肉体と剣が一つの鉄になったかのように一体化させ、衝しよう撃げきを全て大地へ流す。『身しん心しん鉄となれば、鉄もまた柔やわし』、斬鉄流の真しん髄ずいだ。

「ぐっ、しゃらくせぇ！」

　連続して技を防がれた彼は、大きな舌打ちをしつつ、後ろへ飛び下がった。そうして手に持つ剣を鞘さやへ収めた後、一直線にこちらへ向かって駆け出した。

「死にさらせぇええええええええ！」

　凄まじい加速と共に繰くり出されたのは、超高速の居合斬りだった。

　速度には速度を──こういうときは、彼女の最速の剣が効果的だ。

「桜華一刀流──雷らい桜おうッ！」

　雷らい鳴めいの如ごとき一いつ閃せんが、シドーさんの居合斬りとぶつかる。

　ほとんど互ご角かく──いや、こちらの方がわずかに速度は上だ。

「ぐっ!?　ころころとスタイル変えやがって……気ん持ち悪ぃぞ！」

　全ての攻撃を防がれたシドーさんは、後ろへ跳とび下がって距きよ離りをとった。

　これで彼のターンは終わり。ここから先は──俺のターンだ。

　俺はこの戦いで初めて自分から距離を詰めた。

「桜華一刀流奥おう義ぎ──鏡桜斬ッ！」

　鏡合わせのように左右から四撃ずつ、鋭い斬撃が牙きばを剝むく。

「こんなもん、全部撃うち落としてやらぁああああ！」

　シドーさんはその圧倒的な身体能力を前面に押し出し、全ての斬撃を撃ち落とした。

（……さすがの反応速度と剣速だな）

　もはや彼の才能には、閉口するしかない。

（だけど、俺の狙ねらいはここからだ！）

　左右から四撃ずつ放たれた斬撃を防いだ彼は、その体のど真ん中──正せい中ちゆう線せんががら空きとなる。俺はそこへ狙いを定め、八つの斬撃を同時に放つ。

「八の太刀──八咫烏ッ！」

「ぐ、ぉおおおお……!?」

　彼は迫りくる斬撃に食らいつき。驚異的な反応速度で次々と撃ち落としていった。だが、

「……がはっ!?」

　あの崩れた体勢から全てを捌さばき切ることは難しく、撃ち漏らした一発の斬撃が彼の頭部をとらえた。

「……てんめぇ」

　シドーさんは負傷した頭部を押さえながら、血走った目でこちらを睨にらみ付ける。

　俺はその視線を正面から受け止め、はっきりと宣言した。

「シドーさんは、本当に強い。腕わん力りよく・脚力・剣速・反応速度、どれ一つとして俺はあなたに勝てません。だけどたった一つ、ただひたすらに剣を振ふるうことにおいては──『剣術』においては、俺はあなたの上を往いく！」

「ぐ……っ」

　大きく目を見開いた彼はゆっくりと天を仰あおぎ、

「くくく、かかかかか……く、ぎゃははははははははははは……っ！」

　突とつ如じよ、狂くるったように笑い始めた。
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　シドーさんは口くち汚ぎたない言葉を吐はき散らしながら、切っ先をこちらに突つき付けた。

「てめぇのその目がよぉ、どうしようもなく気ん持ち悪ぃんだ……。努力とかさぁ、剣術とかさぁ……そういう気ん持ち悪ぃのを心の底から信じてるその目がよぉ……！」

　強く歯を食いしばった彼は、乱雑に剣を投げ捨てた。

「ゴミがどれだけ頑がん張ばろうが、ゴミはゴミ──ゴミゴミゴミ！　変わらねぇんだよ、どれだけ剣を振ったって、どれだけ努力したってゴミはゴミなんだ！　わかれよ、いい加減にさぁ!?」

　そうしてひとしきり吠ほえ散らかしたシドーさんは、突如何もない空間に手を伸のばした。

「見せてやるよ……『努力と剣術』が『惨みじめ』に思えるような、絶対的な才能をな」

　その瞬間、凄まじい圧あつ迫ぱく感が全身を襲おそう。

　この感覚は、リアやカインさんに続いて三度目だ。

（やっぱりシドーさんも使えるのか……）

　俺は警けい戒かいを強め、剣をしっかりと握り締めた。

　その直後、彼は凶きよう悪あくな笑えみを浮かべて叫さけぶ。

「食い散らせ──〈孤高の氷狼ヴアナルガンド〉ッ！」

　その瞬間、空間に巨きよ大だいな亀き裂れつが走り、そこから一振りの剣が出現した。

　刀身は雪のように白く、柄つかは夜よ闇やみのように黒い魂装。

「ははっ、これでてめぇは終わりだ……！」

「……来い！」

　ここからが本番、最終決戦だ。




　　　　■




　シドーさんが魂装〈孤高の氷狼〉を展開した直後、俺はとある異変に気が付いた。

（……気温が、落ちた？）

　今はちょうど昼間。空には雲一つなく、太陽は天高く昇のぼっている。それにもかかわらず、肌はだ寒ざむく感じるほどに外気が冷やされていた。よくよく目を凝こらして見れば、彼の持つ剣から薄うっすらと白い霧きり状じようのものが放たれている。

（あれは、冷気か……？）

　そうして魂装の能力を分析していると、

「それじゃ、ぱっぱと終わらせんぞ……！　──氷ひよう結けつ槍そうッ！」

　突如空中に全長二メートルを超こえる巨大な氷の槍やりが出現した。

（やはり冷気を操る魂装か……ッ）

　俺は正眼の構えを堅けん持じしたまま、こちらに穂ほ先さきを向けた槍に注意を払はらう。

「──そぉら、踊おどれぇ！」

　シドーさんが右手を振ると同時に、凄すさまじい速度で槍が発射された。

　俺はそれを切り捨てるべく、袈け裟さ斬りをもって迎むかえ撃つ。

「ハァッ！」

　その瞬間、凄まじい衝撃が両りよう腕うでを襲う。

　氷の槍は鉄よりも遥はるかに硬かたく、凄まじい密度を誇ほこっていた。

「ぐ、ぉおおおお！」

　俺はなんとか槍を上方へいなし、空中へ打ち上げた。

　そうして視線をシドーさんへ移したそのとき、

「──おぃ、どこ見てんだ？」

　彼はもう俺の背後に立っていた。

「っ!?」

「そらぁ！」

　咄とつ嗟さの判断で前へ転がり、なんとか回かい避ひを試みたが……。

「ぐ……っ」

　彼の剣は背中を鋭するどく斬り付け、焼け付くような痛みが走った。

　俺はすぐさま起き上がり、視界の中心にシドーさんを置く。

（幸いにして、傷は深くはない。大だい丈じよう夫ぶだ、まだ戦える……！）

　気持ちを奮い立たせ、顔を上げると──既すでに二本目の槍が展開されていた。

「ほらほらぁ次ぃ、行くぜぇ！」

　槍が放たれる前に、俺はすぐさま右方向へ駆け出した。

（足を止めちゃ駄だ目めだ……っ）

　あの氷の槍は、俺の力じゃ破は壊かいできない。それならばせめて、的にならないように動き回るべきだ。そうして素す早ばやく足を動かし、照準が定められないようにすると、

「ちょこまか逃にげてんじゃねぇぞぉ！」

　シドーさんは一足で俺と肩かたを並べ、目にも留まらぬ四連撃を繰り出した。

「くっ、雲影流──うろこ雲！」

　最も出の早い雲影流によって防ぼう御ぎよを試みたが、

「かは……っ!?」

　最後の一発を撃ち落とし損そこね、強きよう烈れつな一撃が左肩を直撃する。

　幸いなことに骨には届いていないようで、なんとかまだ両手で剣けんを握にぎることはできた。

（くそっ、さっきよりも速くなっているぞ……!?）

〈孤高の氷狼〉の力なのか、シドーさんの剣速は先ほどより格段に上じよう昇しようしていた。

　その後、同じ様な剣けん戟げきが何度も繰り返され、俺の体には一つまた一つと生傷が増えていった。

「はぁはぁ、くそ……っ」

　あまりにも絶望的な状じよう況きようだが、決して諦あきらめるわけにはいかない。

「アレーンッ！　負けるなぁー！」

「が、頑張ってー！」

「足だ、足を使って翻ほん弄ろうするんだ！」

　千刃学院のみんなは、試合開始からずっと大声を張り上げて応おう援えんしてくれている。

（みんなのためにも、この試合は絶対に負けられない……！）

　だが、シドーさんを倒たおすための糸口はまだ見つかっていない。

（〈孤高の氷狼〉、本当に恐おそろしい魂装だ……）

　冷気を自在に操あやつり、とてつもなく硬い氷の槍を作り出す。

　しかもそれに加えて、身体能力を向上させるオマケ付きときた。

（さすがに反則だろ……）

　俺がそうして歯を食いしばっていると、

「お前さぁ……もしかして、俺が『速くなった』とか思ってねぇかぁ？」

　こちらの思考が読まれたのか、彼はそんなことを問い掛かけてきた。

「違ちがうんだよなぁ。そうじゃないんだよなぁ……」

　クククと不敵な笑みを浮うかべながら、シドーさんは首を横へ振る。

「……どういうことですか？」

「はぁ、やっぱりまぁだ気付いてねぇのか……。お前自身が『遅おそく』なっちまってることによぉ」

　彼はそう言って、俺の手を指差した。言われるがままに視線を落とすとそこには、

「こ、これは……!?」

　薄うす紫むらさき色に変色した両腕があった。

「よぉよぉ、低体温症しようって知ってますかぁ？」

　シドーさんは種明かしをするように、冷気を放出し続ける〈孤高の氷狼〉を掲かかげる。

（くそっ、やられた……）

　あの氷の槍に意識を取られたせいで、体の異変に全く気付けなかった。

（一見したところ、シドーさんが寒さに震ふるえている様子はない……）

〈孤高の氷狼〉を持つ彼だけは、冷気の影えい響きようを受けないようだ。

（これはまずいぞ……っ）

　試合が長引けば長引くほどに体温は奪うばわれ、どんどん不利になる一方だ。

（このままじゃジリ貧ひんだ……っ）

　体が言うことを聞いてくれるうちに、なんとか決着をつけなければならない。

　一気に窮きゆう地ちへ立たされた俺は、シドーさんとの距きよ離りを詰つめた。

「八の太た刀ち──八咫烏ッ！」

　本来ならば八つの斬ざん撃げきとなるはずの八咫烏は、六つの斬撃に終わった。

「ぎゃはははは！　どうしたどうしたぁ!?　たったの『六』だぞぉ!?」

　彼は笑いながら、六つの斬撃を容た易やすく撃うち落とす。

「ぐっ……」

　ここまで機能の低下した体では、真っ向勝負においてもはや勝ち目はない。

（だったら、搦からめ手を使って崩すだけだ……）

　それから俺は剣戟を繰くり広げつつ、二の太刀朧おぼろ月づきを各所へ仕込んでいった。そうして五分が経過したところで、

「はぁはぁ……っ」

「どうした、もう限界かぁ？」

　勝利を確信したシドーさんは、肩に剣を背負ったままゆっくりとこちらへ向かってきた。

（仕込みは済んだ。位置取りも完かん璧ぺきだ……っ！）

　後は、彼がこのままこっちへ進むだけで朧月が炸さく裂れつする。

（いくら反応速度が早くとも、死角からの一撃は絶対に避よけられない……！）

　そうして俺が正眼の構えを堅持していると、シドーさんの足がピタリと止まった。

「……おいおいおい、なんだぁ？　このわかりやすいトラップはよぉ？」

　彼は朧月を仕込んだ空間に剣を素通りさせた。

　その動きに反応し、苦労して仕掛けた朧月は虚むなしく空を切る。

「ククッ、こんな見え見えの罠わなが通用するのなんざ、精々二流の半はん端ぱ剣士までだ！」

　シドーさんはそう言って、一いつ瞬しゆんで俺との距離を詰めた。

「くっ!?」

　強く地面を蹴けり付け、後ろへ跳とび下がろうとしたそのとき、

「しまっ!?」

　大きく体のバランスを崩くずしてしまった。凍とう傷しようを起こしてしまったのか、左足が言うことを聞かなかったのだ。

「そら……よっと！」

　シドーさんがその隙すきを見み逃のがすわけもなく、強烈な前蹴りが俺の腹部へ叩たたき込まれた。

「が、はぁ……っ!?」

　骨が砕くだけたような嫌いやな音が響ひびき、俺はボールのように地面を転がった。

「……ゲホゲホ!?」

　折れた骨が内ない臓ぞうを傷付けたのか、腹の奥底から血がせり上がってくる。

「おぃおぃ汚きたねぇな……。靴くつが汚よごれちまうだろうが……えぇ？」

　シドーさんは、俺の顔面を容よう赦しやなく踏ふみつけながら高らかに笑った。

「ちょ、ちょっと、いくらなんでもやり過ぎよ！」

「あまり調子に乗るなよ……！」

　殺気立ったリアとローズがシドーさんを睨にらみ付ける。

　すると彼は複雑な表情を浮かべて、ポリポリと頰ほおを搔かいた。

「あー……、すまねぇな。あんまり苦しめるのもあれだし、サクッと殺しとくわ」

　シドーさんはそう言って、〈孤高の氷狼〉を俺の首元へ突つき付けた。

「「なっ!?」」

　大五聖祭のルール上、相手を死に至らしめる行こう為いは禁止されているが……。

　おそらく彼ならば、そんなことは気にもせずに殺やるだろう。

「じょ、冗じよう談だんでしょ!?」

「し、審しん判ぱん！　急いで止めろ！」

「し、シドー選手、やめなさい！」

　リアとローズが顔を青くし、審判は泡あわを吹ふいて舞ぶ台たいへ飛び乗った。

　しかし、この距離では到とう底てい間に合わない。

（くそ、こんなところで終わりなのかよ……っ）

　重度の凍傷を起こしているため、体はもうまともに動いてくれない。

　いや、そもそもシドーさんにお腹なかを踏まれているため移動は不可能だ。

「ははっ！　せっかくだし、笑えるようなおもしれぇ死体オブジエでも作ってやろうか！」

　彼がそうして無む邪じや気きに笑った次の瞬間、

「──氷狼の一裂ヴアナル・スラストッ！」

〈孤こ高こうの氷狼〉から凄まじい冷気が放出され、爆ばく発はつ的な推進力を得た突きが俺の喉のど元もとへ迫せまった。こんなものを食らったら──ひとたまりもない。

（ここまで、か……）

　毎日毎日、寝ねる間を惜おしんで剣を振ふった。誰だれよりも修しゆ業ぎようをした。誰よりも剣術に時間を費やした。果てには十数億年もの間、ただひたすらに剣を振り続けた。

　それでも結局──俺は駄目だった。絶対的な才能を前に敗れてしまった。

（リア、ローズ、レイア先生、ポーラさん、それに母さん……ごめん）

　どうやら、俺はここまでのようだ。

　もはや指一本として動かせない。剣もどこかへ弾はじき飛ばされてしまった。

（でも、心だけは折られてたまるもんか……っ）

　目前に迫る強烈な突きに対し、俺はカッと目を見開いた。ここで目をつぶってはいけない。息絶えるその瞬間まで『生』にかじりつくべきだ。

　ピクリとも動かない体に反して、心の中は感情の濁だく流りゆうが渦うず巻まいていた。

（悔くやしい、死にたくない、負けたくない──この天才に勝ぢた[image: い゛]！）

　そのとき、俺の心の奥底で──『魂たましい』のような何かが囁ささやいた。

【相変わらずてめぇは、へったくそだな[image: ぁ゛]……アレン】

　その瞬間、俺の意識は闇やみに吞のまれた。




　　　　■




　シドーの放った〈氷狼の一裂〉がアレンの喉元へ迫る。

「あ、アレン……ッ！」

「くそ、避けてくれ……っ」

　リアとローズが顔を青ざめさせ、多くの観客が目を覆おおったそのとき、

「……[image: あ゛]ぁ？」

　シドーの不快げな声が響いた。

　それもそのはず──彼の一いち撃げきはアレンの右手によってガッチリと摑つかまれていたのだ。

「ちっ、火事場の馬ば鹿か力ぢからってやつかぁ……？」

　すると次の瞬間──アレンは〈孤高の氷狼〉ごとシドーを持ち上げ、いとも容易く放ほうり投げた。

「なん、だと……っ!?」

　予想外の事態に困こん惑わくした彼だったが、すぐに頭を切り替かえて冷静に受け身を取る。

〈孤高の氷狼〉から放たれた冷気が晴れるとそこには──無傷のアレンが悠ゆう然ぜんと立っていた。その体に刻まれていたおびただしい傷は、いまやどこにも見当たらない。何よりその風ふう貌ぼうは、これまでと明らかに違っていた。

　ふわりと浮かび上がった長い白しら髪が。左目の下あたりに浮かび上がった黒い紋もん様よう。煌こう々こうと光る真しん紅くの瞳ひとみ。そして何より──普ふ段だんの彼とは似ても似つかない凶きよう暴ぼうな顔つき。

　まるで別人になったかのような、驚きよう異い的な変へん貌ぼうを遂とげていた。

　アレンはキョロキョロと周囲を見回し、大きく口角を吊つり上げる。

「ひっさびさだなぁ、[image: お゛]ぃ！　何億年──いや、何十億年ぶりだぁ!?　ずいぶんとまぁ、発展してんじゃねぇか、[image: え゛]ぇ？」

　彼は上じよう機き嫌げんに肩かたを揺ゆらし、一人大笑いを始めた。

　リア、ローズ、その他この場にいる全員が驚きよう愕がくに目を白黒とさせる中、

「……やはり出てきたか」

　レイアはただ一人、鋭するどい眼光をアレンに向けていた。

　その後、ひとしきり笑い終えた彼は、語り掛けるように呟つぶやく。

「しっかし、こんなすげぇ力を持ちながら、そのほんの一部すらも引き出せねぇとはな[image: ぁ゛]……。お前、ある意味で本当に才能がねぇなぁ……アレン？」

　その言葉は、紛まぎれもなくアレン本体に向けられたものだった。

　会場が一時騒そう然ぜんとなる中、シドーは鋭い目付きで問いを投げ掛けた。

「てめぇ……まさか、『霊れい核かく』か……？」

　霊核──それは人間の魂に必ず一体は宿ると考えられているもの。祖そ霊れい・幻げん獣じゆう・精せい霊れいなどその種類は多様であり、魂装とは自らの魂であるこの霊核の一部を具象化した装備だ。

「俺か？　俺[image: ぁ゛]……」

　そこまで口を開いたアレンは、静かに首を横に振った。

「[image: あ゛]ー、やめだやめ……。これから死ぬ奴やつにわざわざ教える必要もねぇよ」

　それは「シドーを殺す」という宣言だった。そんなあからさまな挑ちよう発はつを耳にした彼は、

「おいおい、誰に向かってものを言ってんだ？　目め障ざわりだから消えろ──氷結槍ッ！」

　先ほどの倍以上にもなる超ちよう巨きよ大だいな槍やりを即そく座ざに発射する。この槍の大きさこそが、シドーの今のアレンに対する警けい戒かい心しんを如によ実じつに表していた。

「アレン、避けて！」

「逃にげろ！」

　リアとローズの悲鳴が響く。そして絶望的な一撃を前にした彼は、

「──はっ、くだらねぇな」

　ただ無造作に左拳こぶしを振るい、巨大な槍をまるで砂糖菓が子しのように砕いた。

「ば、馬ば鹿かな……!?」

　シドーは我が目を疑った。あれはただの氷の槍ではない。魂装という魂の力で作った、鉄以上の硬こう度どを持つ特殊な槍だ。それをただの素す手でで粉ふん砕さいする──そんな馬鹿げた光景を前に言葉を失った。

「ぷっ……ぎゃはははは！　なんだ、その間ま抜ぬけな面つらはよ[image: ぉ゛]！　こんな『氷遊び』がこの俺に通用するとでも思ったのか[image: ぁ゛]？」

　アレンがそう煽あおり立てたそのとき、視界の端はしにほんのわずかな『赤色』が映った。

「……[image: あ゛]？」

　不ふ審しんに思った彼がその赤色の出所を確かく認にんすると、その左手──つい先ほど槍を殴なぐりつけた手の甲こうから、ほんのわずかに出血していた。その瞬間、彼はぶち切れた。

「てんめぇ、糞ジジイ！　なんだこの脆もろい体は!?　サボってんじゃねぇぞ、[image: あ゛]ぁ!?」

　怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで怒ど鳴なり散らしたアレンは、観客席の一点を睨み付けた。そこには大五聖祭の開始時から、ずっと試合を見守っていた一人の老ろう爺やがいた。

「ひょほっ!?　く、くわばら、くわばら……っ！」

　頭とう髪はつも眉まゆ毛げも髭ひげも──全すべてが真っ白で腰こしがはっきりと曲がった彼は、すぐさま透とう明めいになってこの会場から姿を消す。

[image: ]

「ちっ、腰こし抜ぬけジジイが……。何も変わってねぇなあいつは……。今度見つけたら、ただじゃおかねぇ」

　そして──アレンのがら空きの背中を目にしたシドーは不敵に笑う。

「さすがに油断し過ぎだぜ、この俺様に背を向けるたぁな！　──氷狼の一裂ッ！」

　爆発的な冷気を噴ふん出しゆつし、凄すさまじい推進力を得た必殺の突きが放たれた。

　しかし、その一撃は、

「おいおい、勘かん違ちがいすんなよ。これは『油断』じゃなくて、『余よ裕ゆう』って言うんだぜ？」

　親指と人差し指で優やさしくつままれた。

　それも服についたご飯はん粒つぶをつまむかの如ごとき気楽さで。

「じょ、冗談、だろ……っ」

「[image: あ゛]ー？　もしかして、今のが最強の技わざだったのか……？」

　シドーは言葉を失ったまま、ただ呆ぼう然ぜんと目の前の化物を見つめた。

（か、勝てっこねぇ……）

　彼はこれまで生きた十五年の中で初めて恐きよう怖ふという感情を覚えた。

「おいおいその反応、まさか図星か……？　そ、そりゃお前……気の毒過ぎて言葉が見つからねぇなぁ……っ」

　アレンは必死に笑いを堪こらえながら、大おお袈げ裟さに首を左右へ振る。

「しかし、まさか『表』に出て最初の相手がこんなゴミカスとはな……。まぁいい、それじゃちぃとばかし体をならすから……そう簡単に潰つぶれてくれるなよ？」

「……ッ!?」

　そこから先は、もはや戦いと呼べる代しろ物ものではなかった。

　シドーは一方的に殴られ蹴けられ、まるでサンドバッグのような有様だ。腕わん力りよく・脚きやく力りよく・反応速度、文字通り全てが桁けた違ちがい。彼が絶対的優位を誇ほこった天てん賦ぷの才能は、アレンの圧あつ倒とう的な身体能力に脆もろくも崩くずれ去った。

「はぁはぁ……っ」

　そうして全身に青あざと裂れつ傷しようを作りながらも、シドーはまだ二本の足で立っていた。彼はその超人的な反応速度で、急所だけは避さけていたのだ。

「いいぞいいぞ[image: ぉ゛]！　反応速度だけは、まだマシじゃねぇか[image: ぁ゛]！」

「ちっ……ふざけろ……っ」

　シドーは血の混じった唾つばを吐はき捨て、的にならないよう走り続けた。格付けはもう明確に済んだが、それでも彼の目はまだ死んでいない。

（この馬鹿げた力が『霊核』によるものなら、必ず『持続時間』があるはずだ。あの化物さえ引っ込めば、まだ俺様にも勝ち目はある……！）

　シドーは持久戦を望んだ。わずかな勝ち筋を追い求め、アレンの体を支配する『ナニカ』が消しよう耗もうするのを待った。しかし──その作戦が日の目を見ることはなかった。

「[image: あ゛]ー、飽あきたわ……」

　アレンがそう呟いた次の瞬間、空間に巨大な亀き裂れつが走り──黒こつ剣けんが出現した。刀身・鍔つば・柄つか、全てが黒一色のそれは、吐き気を催もよおすほどに邪じや悪あくだった。

（なん、だよアレは……っ。ヤバ過ぎんだろうが……!?）

　シドーの本能が「逃げろ」とけたたましい警告を発した。それほどまでに、あの黒剣は異質であり埒らち外がいの力を秘ひめていた。だが、

（……この俺様が逃げる？　あんなゴミカスを相手に？　そんなことできるか……っ！）

　彼のプライドが決して逃とう亡ぼうを許さなかった。一度は格下と見下した剣士を相手に背を向けることは──彼にとって死よりも重い選せん択たくだった。そして、

「──じゃあな」

　アレンは軽くそう言って、爆ばく発はつ的な速度の突つきを繰くり出した。

　人体など木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ぶその一撃に対し、シドーは最高の防ぼう御ぎよ術で対たい抗こうする。

「──永劫の時を閉とざせ氷ひよう瀑ばく壁へきッ！」

　その瞬しゆん間かん、彼の眼前に巨大な氷の壁かべが出現した。それは薄はく氷ひようが一億層も折り重なった絶対防御。その一層一層は鋼はがねの硬度を誇り、これを突とつ破ぱできた剣士は一人としていない。

　しかし、アレンの突きは止まらない。

　黒剣は紙を引き千切るかの如く、いとも容易く氷の壁を突き破やぶっていった。

「ぐっ……重ねて時を閉ざせ、氷瀑壁ッ！」

　シドーは苦肉の策としてさらにもう一億層もの防ぼう壁へきを展開した。消耗は著いちじるしいが、この一撃を止めなければ死ぬ──その確信があった。

　結果、一億と数千万枚の薄氷を貫つらぬいたところで、アレンの突きはようやく止まった。

（……くそが！　ただの突きがなんて威い力りよくをしてやがる……！）

　シドーがホッと息をついたのも束つかの間、

「さーん……」

　どこか間の抜ぬけた声が響ひびき渡わたる。その直後、残り数千枚となった氷の層は、音を立てて崩れ始めた。アレンがゆっくりと力を込め始めたのだ。

「にーい……」

　氷が砕くだける音は、一秒ごとにどんどん大きくなっていく。

「いーち……」

　カウントの意味を理解した審しん判ぱんは、すぐさま舞ぶ台たいへ飛び上がった。

「ま、待て、そこまでだ！」

　そうして試合の中止を宣言したが、アレンはもう止まらない。

「ぜーろ[image: ぉ゛]……ッ！」

　その瞬間、二億層の壁を突破した突きは、シドーの心臓目め掛がけて一直線に飛んだ。

「っ!?」

　彼はその神がかった反応速度でなんとか身をよじり、心臓への直ちよく撃げきを回かい避ひした。しかし、黒剣はシドーの右みぎ肩かたへ深々と突き刺ささり、その衝しよう撃げきで会場の壁まで吹き飛ばされた。

「が、はぁ……っ!?」

　肺の中の空気を全て吐き出し、後頭部を強打した彼は完全に意識を手放す。

　そこへ久々に戦せん闘とうをこなし、上機嫌なアレンがやってきた。その手には、既すでに二本目の黒剣が握にぎられている。

「それじゃ、景気よくスパッといくか[image: ぁ゛]……！」

　ピクリとも動かないシドーを前に、アレンは子どものように無む邪じや気きに笑った。

　そうして彼が、なんの躊ちゆう躇ちよもなく黒剣を振ふり上げたその瞬間、

「もうやめてよ、アレン……！」

　二人の間にリアが割って入った。

「……[image: あ゛]？」

「やり過ぎだよ……アレンはこんなひどいことをする人じゃない！」

「……誰だれだぁ、てめぇ？」

　氷のように冷たい目が、リアの心を射抜く。それでも彼女は、気き丈じように振ふる舞まった。

「私はヴェステリアの王女、リア＝ヴェステリア！　ほら、忘れたの？　あなたの奴ど隷れいのリア＝ヴェステリアよ！」

「はぁ？　知らねぇよ。邪じや魔ますんなら、お前も殺すぞ」

　感情のない冷めた目をしたアレンは、黒剣をリアへ突き付けた。

「……あ、アレン？　ほ、本気で言っているの……？」

　彼女のかすれた声が会場中に響く。しかし、ただ一か所──アレンの心にだけは響かなかった。

　それでもリアは必死に、目め尻じりに涙なみだを浮うかべながら語り掛けた。

　今ここにいるアレンにではなく、彼女の知っているいつもの優しいアレンに。

「お、覚えているでしょ!?　一いつ緒しよにラムザック食べて、一緒にいっぱいお話しして！　たまにちょっと喧けん嘩かもして！　でもいっぱいいっぱい楽しくて……っ！」

　二人の思い出を語るうちに、彼女の目からは堰せきを切ったように涙が溢あふれ出した。

「ちっ、うるせぇ女だなぁ……もういいから、死んどけ」

　大きく舌打ちをしたアレンは、天高く掲かかげた黒剣をリアの胸むな元もとへ振り下ろす。

「お願い……。いつもの優しいあなたに戻もどってよ……アレンッ！」

　その瞬間──彼の腕うではピタリと止まり、その手から黒剣がこぼれ落ちた。

「クソガキ、が……っ」

　苦く悶もんの表情を浮かべたアレンは、左手で胸を押さえつけながら片かた膝ひざを突く。

「こ、この俺から、主導権を奪うばい返すほどの根こん性じようが、あんならよぉ……っ。最初っから、もっと気張りやがれ、ってん、だ……っ」

　そうして彼は、ゆっくりとその場に倒たおれ伏ふした。

　長く伸のびた白しら髪がはいつもの黒くろ髪かみへ戻り、左目に浮かんでいた黒い紋もん様ようも消えている。

「あ、アレン……!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなの……っ!?」

　リアは慌あわててアレンの元へ駆かけ寄り、浅い呼吸を繰り返す彼を膝ひざの上へ載のせた。

「り、リア……こ、怖こわがらせて、ごめん、な……」

　アレンは朦もう朧ろうとする意識の中、彼女の頰ほおに手を伸ばす。

「う、うぅん、大丈夫……。信じてたから……っ」

　リアはその手をギュッと優しく握り締しめ、決して離はなさなかった。

「声、届いてた、よ……。ありがと、う……」

　そうして彼は、その言葉を最後に意識を手放した。

「……アレン？　ねぇ、アレン……？　返事をしてよ、アレンッ!?」




　　　　■




　大波乱の大五聖祭から二日後の昼頃ごろ。

　リーンガード皇国の首都オーレスト。その中央部にそびえ立つ『五学院会館』の最上階にて、緊きん急きゆうの理事長会議が開かれていた。

　五学院の理事長が一堂に会するということもあり、極きわめて厳重な警けい戒かい態勢が敷しかれている。建物周辺には交通規制、警備にあたる膨ぼう大だいな数の聖せい騎き士し──まさにネズミ一いつ匹ぴき通さない厳戒態勢となっていた。

　最上階のＶＩＰルームに集まるは、いずれもこの国の顔役ばかり。千刃学院のレイア＝ラスノート。氷王学院のフェリス＝ドーラハイン。その他三学院の理事長とそうそうたる顔ぶれが並ぶ。

　議題は大五聖祭の第二試合──アレン＝ロードル対シドー＝ユークリウスの一戦。そこで見られた明白なルール違い反はん二件の処分であった。この会議の進行を任されたのは、五学院と全く利害関係のない『政府』側の老紳しん士し。

　彼は通りのいい渋しぶい声で、採さい決けつの結果を発表する。

「──それでは賛成五票、反対零れい票により、氷王学院シドー＝ユークリウスを一か月の停学処分と致いたします」

「「「「「異議なし」」」」」

　これにはレイアを含ふくめた全理事長の意見が一いつ致ちした。審判の制止を無視し、相手選手へ致ち死し性の攻こう撃げきを実行したこの一件。結果的にアレンが防御したため大事には至らなかったが……。誰の目にも明らかなルール違反であり、処分は避けられない一幕だった。

　こうしてシドーの処分については早々に決着し、会議はようやく今日の本題へ移る。

「──それでは続きまして、千刃学院アレン＝ロードルの処分を検討致します。まずは彼を最も重い『退学処分』に処すか否いなか。時間は三十分、じっくりとお話しくださいませ」

　老紳士がそう言うと、理事長たちは口々に意見を述べ始めた。

「こんなものわざわざ話し合うまでもない、退学に決まっているだろうが！」

「右に同じですな。むしろ殺人未み遂すいとして、聖騎士へ引き渡してもいいぐらいかと」

「え、えっと私は……その……。退学でも仕方ないのかなぁ……って思います」

「うちのシドーにしたこと考えたら……退学処分はやむをえんかもねぇ」

　四人の理事長が口を揃そろえて『退学処分』を推す中、レイアは一人異を唱えた。

「待て待て！　あのときのアレンは、完全に心神喪そう失しつ状態だった。責任能力があるとは、到とう底てい思えんぞ？」

　一対四。数の上では圧倒的不利な状じよう況きようでありながら、彼女は必死に反論を述べる。

「心神喪失状態と言われましてもなぁ……それは彼がただ未熟なだけでは？」

「右に同じですな。五学院の生徒たるもの、常に自らを律しなければなりません。真しん剣けん勝負の最中に心神喪失状態など……片腹痛い」

「え、えっと……。やっぱり、自分を見失うのはよくないかなぁ……って思います」

「うーん……。映像見る限りやと、ちゃんと意思の疎そ通つうはできてたみたいやし……。それはちょっと苦しいのと違ちがう、レイアちゃん？」

「……っ」

　四人からの激しい反論を受けたレイアは、言葉に詰つまってしまった。

（ぐっ……）

　下した唇くちびるを嚙かみ締め、この難局を打開するための妙みよう案あんを考えた。

（…………無理だ）

　しかし、どれほど頭を捻ひねろうとも、妙案はおろかまともな案すら浮かばなかった。

　レイアは頭脳労働が苦手であり、口もそう上手うまくない。弁論術のみで曲くせ者ものぞろいの理事長たちを説得するのは、客観的に見て不可能なことだった。そしてそれを本能的に理解した彼女は、早々に『言葉』による説得を諦あきらめ──最も単純かつ原始的な方法に訴うつたえた。

「もしアレンを退学処分にするというならば……。この私とやり合うことになるが……いいんだな？」

　レイアから凄すさまじい『圧』が発せられ、この場にいる全員が思わず息を吞のむ。

　稚ち拙せつで幼よう稚ち──策とも言えない策だが、その実これは何よりも効果的な一手だった。

『黒こつ拳けんのレイア＝ラスノート』の名とその武勇を知らぬほど無知な者は、この場に存在しない。

「ぐ……っ!?」

「ぬぅ……っ」

「ひ、ひぇぇええ……」

「おー、こわ……」

　常識的に考えれば、これはただの脅おどしだ。たかだか一人の生徒を庇かばうために、五学院を敵に回すことはあり得ない。利益と損失のつり合いが取れない。

　だが、「レイアならばやりかねない」──そんな考えと共に、とある『有名な事件』が四人の理事長の脳のう裏りをよぎった。

　その昔、レイアがまだ学生だった頃ころ。『紅くれないの雨』という中規模犯罪組織が、彼女の親友に大おお怪け我がを負わせた。その知らせを聞いたレイアは憤ふん慨がいし、周囲の反対を押し切って単身で組織の本部へ乗り込んだ。その結果、長年聖騎士たちが手を焼いていた『紅の雨』は、たった一夜で壊かい滅めつした。これはレイアの最も有名な武勇の一つだ。

　そうして四人の理事長が口をつぐんだところで──ピピピッとタイマーが鳴った。

　既き定ていの時間が経過し、会議を取り仕切る老紳士がゴホンと咳せき払ばらいをする。

「それでは『千刃学院が生徒アレン＝ロードルの退学処分の可否』について、採決を行います。レイア様から左ひだり隣どなりへ一人ずつ、彼の退学処分に『賛成』か『反対』か──それぞれ意見表明をお願い致します」

　こうしてアレンの運命を大きく左右する採決が始まった。

「もちろん、断固として反対する！」

　レイアは大きな声ではっきりとそう宣言し、次の理事長へ順番を回した。

「え、えーっと……っ。そ、その……わ、私は……」

　基本的に中立な立場を取ることが多く、気の弱い彼女は賛成と反対の間で揺ゆれていた。

　それを敏びん感かんに察知したレイアは、わざとらしく右の指をゴキッと鳴らす。

「ひぃ……っ!?　は、ははは、反対です……！」

　先ほどまで賛成派に属していた彼女は、レイアの武力を前に屈くつした。それを見た賛成派は「裏切り者め！」と一いつ斉せいに彼女を睨にらみ付ける。その後に続く二人は、

「賛成に決まっとろうが！」

「右に同じですな。儂わしも賛成じゃ」

　アレンの退学を強く望んでおり、即そく座ざに「賛成」と言い切った。

　これで反対二票、賛成二票。

　意見が真っ二つに割れたこの状況で、最後の票を握るのは──氷王学院が理事長フェリス＝ドーラハイン。本件の被ひ害がい者しや的立場にあり、さらに学生時代の因いん縁ねんからレイアとは犬けん猿えんの仲である彼女だった。

（くそ、ここまでか……っ）

（ふふっ、勝ったな……！）

（完全勝利、という奴やつですなぁ……！）

　レイアが歯を食いしばり、賛成派の二人が口角を吊つりあげた次の瞬しゆん間かん、

「うん、反対やね。やっぱり退学は、さすがにちょっと厳し過ぎと違う？」

　フェリスはニッコリと笑い、アレンの退学に反対の一票を投じた。

「「「「なっ!?」」」」

　これを受けた老紳士は、即座に採決の結果を宣言する。

「賛成二票、反対三票──反対多数により、アレン＝ロードルの退学処分は否決となります」

　すると、アレンの退学を強く希望していた二人は激げき昂こうして机を殴なぐり付けた。

「ば、馬ば鹿かな!?」

「いったい、なんだこの茶番は!?」

　彼らは顔を真っ赤にして、土ど壇たん場ばになって意見を翻ひるがえした『裏切り者』を睨み付ける。

「どういうつもりだ貴様等！」

「話が違うではないか！」

　この二人はレイア以外の理事長に接せつ触しよくし、アレンを退学にするよう手を回していた。しかも、その見返りとして多額の裏金まで支し払はらって。

「え、えーっと……その、ご、ごめんなさい……っ！」

　寸前でレイアの武力に屈した理事長は、目め尻じりに涙なみだを浮うかべながら机に突つっ伏ぷした。

　一方のフェリスは全く悪びれる様子もなく、涼すずしい顔をしたまま口を開く。

「確かに話は聞いたよ？　まぁ、聞くだけやけどねぇ……。誰だれも『わかった』なんて、一言も言っとりゃせんよ」

　彼女はそう言って、その狐きつね目めをさらに細めてクスクスと楽しげに笑う。

「き、貴様……っ。『茶ちや菓が子し』を受け取ったであろうが……！」

　ここでの茶菓子とは、二人の間でのみ通じる『裏金』の隠いん語ごだ。

「あぁ、アレならおいしくいただきました。ほんまおおきになぁ」

　あくまで『茶菓子』を受け取ったとして、フェリスはたった一言の礼で済ませた。

「ぐっ……こ、この『女め狐ぎつね』め……っ！　いったい何を考えているんだ、お前は!?」

「いや、私も最初はアレンを退学にしたろ思てたんやけど……。うちのシドーがねぇ……」

　彼女はそう言って、反対に票を投じた理由を語り始めた。

「今朝けさ方がた、まだ入院しとるあの子に『アレンを退学にしてくるわ』て言うたら『お嬢じよう、あいつは次の大会で俺様がぶち殺すからやめてくれ』って……。あのプライドの高い子が、頭下げて頼たのみ込んできたんよぉ」

　フェリスはそのときのことを思い出し、「にへら」とだらしない笑えみを浮かべた。

「もうそのときの姿が可愛かわいくて可愛くて……！　仕方なしにお願いを聞いてやることにしたんよ」

　シドーは元々スラム街で生まれた孤こ児じだ。様々な巡めぐり合わせがあり、フェリスは当時五歳だった彼を保護した。その後、放任主義を取ったせいで少しヤンチャに育ったが……。

　フェリスはシドーのことを実の子どものように可愛がり、シドーも自分を育ててくれたフェリスに強い恩義を感じており、彼女のことは『お嬢』と呼び慕したっている。

　我が子のように可愛がっているシドーの『頼み』と、年老いた理事長からの『依い頼らい』。

　両者は天てん秤びんにかけるまでもなかった。

「ぐっ、この愚おろか者どもめが……！」

「なぜ先を見れぬ……!?　これは将来の大きな損失だぞ……！」

　この二人がここまでアレンの退学処分を望むのは、映像で見た彼の力を恐おそれたからだ。シドーの魂装〈孤高の氷狼〉を歯し牙がにもかけず、圧あつ倒とう的な力で蹂じゆう躙りんする様はまさに圧巻。そして極きわめ付きは、あの絶大な力を秘ひめた黒剣。

　絶対的な防ぼう御ぎよ力を誇ほこる〈氷瀑壁〉をものともせず、易やす々やすと貫つらぬいてみせた。しかも恐ろしいことに、複数本の黒剣が確かく認にんされている。

（くそっ、これでもし千刃学院が息を吹ふき返してみろ……っ）

（苦労して、やっとこぎつけた『理事長職』を追われてしまうではないか……っ）

　彼らは自らの保身のため、なんとしてもアレンを退学させたかった。『五学院の理事長』という役職は、言うならば甘美な蜜みつのようだ。その絶大な権力と社会的影えい響きよう力を前に、表立って逆らおうとする者は誰もいない。それ故ゆえ、この立場ポストを狙ねらう者は多い。

　わずかでも隙すきを見せれば──大五聖祭のような大会で成績不ふ振しんに陥おちいれば、それを理由に解かい雇こされかねない。実際、昨年度は千刃学院の理事長が職を追われたばかりだ。

　自分たちが育てた生徒に、自信がないわけではない。決してあのアレンに勝てないとも思わない。だが、危険な芽は早めに摘つみ取ってしまうのが最善だ。千刃学院の強化は、相対的に自分たちの弱体化につながってしまう。だから彼らは、なんとしても未知の脅きよう威いであるアレンを退学に追い込みたかったのだ。

　反アレン派の二人が悔くやしさに震ふるえている中、レイアはホッと胸を撫なで下ろす。

（なんにせよ、助かったな……）

　そうしてアレンの退学処分が見送られたところで、政府側の老紳しん士しが口を開く。

「では、続きまして──アレン＝ロードルの具体的な処しよ罰ばつについて検討していきたいと思います。時間は三十分、じっくりお話しくださいませ」

　退学こそ免まぬかれたものの……大五聖祭のルールを破ったアレンには、シドーと同じように何らかの処分が下される。

　その後、何とかアレンの処分を軽くしようとするレイア。より厳しい処分を求める反アレン派の二人。その間を右往左往する気弱な中立派が一人。面おも白しろおかしく盤ばん面めんを引ひっ搔かき回すフェリス。五人の理事長による討論は壮そう絶ぜつを極めた。




　　　　■




　ピッピッピッという規則的な機械音によって、俺は意識を取り戻もどした。

（……っ）

　消毒液のツンとしたにおい。人工的なまばゆい光。目の前に広がる真っ白な天てん井じよう。

　どうやら俺は、仰あお向むけになって寝ねかされているようだ。

「うっ……。こ、ここは……？」

　首だけを動かして周囲を見回すとそこには──リアとローズの姿があった。二人は椅い子すに座ったまま、上半身を俺の寝ているベッドに載せて寝ね息いきを立てていた。

　見知った友達を見つけたことで、少し気持ちが落ち着いた。

　二人を起こしてしまわないようゆっくり上体を起こし、ヘッドボードにもたれかかる。

「そうか、ここは病院か……」

　胸には電極が貼はられており、ベッドの横には心電計が置かれている。

　ピッピッピッという音は、俺の鼓こ動どうに合わせて横線が上下する音だった。

「そう言えば、あの後、どうなったんだろう……」

　シドーさんが俺の首元へ突きを放った後のことは……正直、ほとんど覚えていない。

　ただ俺の中に潜ひそむ『ナニカ』が、楽しげに暴れ回っていたことだけは記き憶おくしている。

　そのとき俺は、深くて暗い水の中に沈しずんでいた。とても、とても眠ねむたかった。でも何な故ぜか、絶対に寝てはいけないような気がした。そうしてウトウトとしながらも必死に眠ねむ気けと戦っていると、リアの声が聞こえた。声のした方へ顔を向けると──俺は彼女に剣を向けていた。それからはもう、死しに物もの狂ぐるいでもがいた。

　重たい水の中で暴れ回って、そして──気付いたら元の世界に戻っていた。

（アレはいったい、なんだったんだろう……？）

　俺がそんな風にあのときのことを思い返していると、

「う、うぅん……っ」

　リアが目をこすりながら、ゆっくり上体を起こした。どうやら目が覚めたみたいだ。

「おはよう、リア」

「あ、アレン！　意識が戻ったのね！」

　彼女は大きく目を見開き、ギュッと俺を抱だき締しめた。

「く、苦しいよ……っ」

「よかった……本当によかった……っ」

　彼女は震えた声で何度も何度もそう呟つぶやいた。

（心配させた、よな……）

　心配を掛かけてしまった罪悪感と、リアがここまで自分を心配してくれている嬉うれしさが混ざり合って、少し複雑な気持ちだった。

　でもとりあえず、これだけは言っておかなくてはならない。

「え、えーっと、その……。あ、当たってるんだけど……」

「……当たってる？　……っ!?」

『何が』当たっているのかを素す早ばやく理解した彼女は、頰ほおを真っ赤に染めてバッと離はなれた。

　そして両手を胸の前で交差させ、ジト目でこちらを睨む。

「……あ、アレンのえっち！」

「そ、そんな横暴な……」

　そうして俺が苦笑いを浮かべていると、

「ん……っ。……アレン？」

　ローズが目をこすりながら、ゆらゆらと上体を揺ゆらしつつ起き上がった。

　相変わらず朝に弱いらしく、普ふ段だんの凜りんとした空気はどこにもない。頭頂部からピンと立ったアホ毛が際きわ立だった存在感を放っていた。中々に芸術点の高い寝ぐせだ。

「おはよう、ローズ」

「……おはよう。……もう、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　彼女は少し舌ったらずな口調で、俺の身を案じてくれた。

「あぁ、もう平気だ」

　あれだけ深い傷を負ったにもかかわらず、まるで羽が生えたかのように体が軽い。手足をチラッと見る限り、傷きず跡あとの一つもない。完全に回復済みだ。

（これもアイツの力なのか……？）

　俺の体を乗っ取り、力の限り暴れ回った『ナニカ』。

（本当に、アイツはいったい何者なんだ……？）

　胸に手を当てながらそんなことを考えていると、突とつ然ぜん病室の扉とびらが開かれた。

「──おっ、意識が戻ったのか、アレン」

　いつもの黒いスーツに身を包んだレイア先生だ。

「よしよし。その様子だと体の方は、もう大丈夫のようだな。──ほれ、見み舞まいの品だ。食しよく欲よくが湧わいたら食べるといい」

　彼女はそう言って、右手にぶら下げたビニール袋ぶくろを手て渡わたした。

　チラリと中身を確認すれば、そこに入っていたのは──三房ふさのバナナだ。

（た、確かに健康にいいとは聞くけど……）

　正直、こんなにたくさんはいらない。

　でもまぁ、こういうのは気持ちが大切だ。ありがたくちょうだいしておこう。

「わざわざ、ありがとうございます。後でいただきますね」

　そうしてお礼を伝えると、先生は親指を立ててニッと笑った。するとその直後、

「──そんなことよりもレイア！　結局、アレンはどうなったの!?」

「そうだ、早く聞かせてくれ！」

　リアとローズは跳はねるように立ち上がり、先生に詰つめ寄った。

「……？」

　二人とも、いったい何をそんなに慌あわてているのだろうか？

　一人状じよう況きようを理解できていない俺が首を傾かしげていると、

「まぁ落ち着け。まずはアレンに事情を説明するのが先だ」

　先生はそう言って、大五聖祭の顚てん末まつを語り始めた。

　あの大将戦が終わった後──意識を失った俺とシドーさんは、病院へ運び込まれた。二人とも瀕ひん死しの重傷だったが、驚きよう異い的な回復力で危険な状態からはすぐに脱だつしたそうだ。

　千刃学院と氷王学院は、両学院ともに相手選手へ致ち命めい的な攻こう撃げきを加えたため、共に失格となった。そして今日、俺とシドーさんの処分を決める理事会が開かれたという話だ。

「それでアレンはどうなったの!?」

「いいから、早く教えてくれ！」

　リアとローズが先生を問い詰めれば、彼女はゴホンと咳せき払ばらいをした。

「アレンには──一か月の停学処分が下った」

「……停学？　退学じゃなくて『停学』なのね!?」

「間ま違ちがいじゃないんだな!?」

　一か月の停学という思いのほか軽い処分に対し、二人は目を白黒とさせる。

「あぁ、なんとか停学に抑おさえ込めた。……正直、かなりギリギリだったがな」

「「よ、よかったぁ……」」

　リアとローズは、まるで自分のことのようにホッと胸を撫で下ろした。

「ただ、少し言いにくいんだがな……。連帯責任として、リアとローズにも一か月の停学処分が下った」

「そ、それはおかしくないですか!?」

　二人はあの試合に一いつ切さいかかわっていない。それどころか、大五聖祭の舞台で戦ってさえいない。これはあまりに不当な処分だ。

「いいわ、それぐらい構わないわよ」

「チームとして共に出場した大五聖祭だ。異存はない」

　二人はそう言ったが……俺は納なつ得とくができなかった。

「どうしてリアとローズが停学処分になるんですか!?　理由を教えてください！」

　すると先生はポリポリと頰を搔きながら、一応の説明をしてくれた。

「文字通り『連帯責任』というやつだ。同じ千刃学院の代表選手でありながら、アレンの暴走を止められなかった──というのが表向きの理由だ」

　彼女は難しい表情で話を続けた。

「しかし、その狙いが千刃学院うちの戦力低下であることは間違いないだろう。うちを含ふくめた五学院は、これから先の一か月『魂装の習得』という最も大切な授業を行う。その期間を丸々潰つぶすのが目的だな。リアとローズ──うちの将来の主力選手を弱体化させておきたいんだろう。……全く、ずる賢がしこいことを考える奴やつ等らだよ」

　先生はそう言って肩かたを竦すくめる。

「リア、ローズ……ごめんな」

　二人に迷めい惑わくを掛けてしまったことを素す直なおに謝罪する。

「そ、そんなの気にしなくていいわよ！　アレンが元気で、しかも退学にならずに済んだんだから！　今日はお祝いよ、お祝い！」

「リアの言う通りだ。アレンが気にする必要はない」

　俺たちがそんな話をしていると──どこかバツの悪そうな顔をした先生が、観念したように口を開いた。

「……正直に言えば、これはアレンの責任ではない、完全に私の失態だ。二人の停学は、私がもう少し弁論に長たけていればいくらでも防げた……っ」

　彼女はそう言って、グッと拳こぶしを握にぎり締める。

「──ただ一つだけ言い訳をさせてもらえるならば、あの頑がん固こジジイ二人が本当にしつこかったんだ。私がこぼした失言をネチネチと何度もしつこく追つい及きゆうしてきやがった……っ。結局最後は乱らん闘とう騒さわぎになって、いいように話の流れを持っていかれたよ。恥はずかしながら、我を忘れてしまって何を話したかすら記憶にない……。一つ覚えているのは『絶対にいつかこの二人の顔面をジャガイモのように凹へつこませてやる！』と心に誓ちかったことだけだ……」

　そうして先生は、懺ざん悔げするように全すべてを詳つまびらかに語った。

「それって連帯責任でも、アレンの責任でもなくて……」

「あぁ、完全にレイア先生がいいようにやられただけだな……。しかも、最初は『連帯責任』とのたまって、自分の失態をアレンになすり付けようとしていたぞ……」

　リアとローズの冷たい視線が先生を襲おそう。

「は、はは……っ。なんというか、その……す、すまん……っ」

　彼女は右へ左へと視線を泳がせながら、最終的には両手を合わせて謝罪の弁を口にした。

　そうしてとにもかくにも話がひと段落したところで、リアが困り顔で口を開く。

「でも、停学一か月ってことは、その間ずっと寮りようにいなくちゃいけないの？」

「それだと、さすがに体が鈍なまってしまうんだが……」

　確かに一か月も寮に閉じ籠こもっていれば、体のキレはかなり悪くなるだろう。

「安心したまえ。その点については、既すでに十八号に妙みよう案あんを考えさせたからな」

「せ、先生が考えたんじゃないんですね……」

「ふっ、当たり前だ。私に頭脳労働は無理だからな！」

　彼女はなんの臆おく面めんもなく、自信満々にそう言った。

「さて、その案なんだが──君たちには、これから一か月『魔ま剣けん士し』となってもらう」

「魔剣士……ですか？」

　魔剣士とは市民や商人から依い頼らいを引き受け、その報ほう酬しゆうで生活を送る人々のことだ。

　昔は「神聖なる剣術を金かね儲もうけの道具に使っている」として、卑ひ賤せんな職業だと差別されていた。しかし、近年は状況が変わり、そういった差別意識はほとんどなくなった。実際に高等部を卒業した人の実に三割もの生徒が魔剣士に就つくというデータもあるそうだ。

「魔剣士といっても、お金を稼かせぐのが目的ではないぞ？　依頼は全て『無む償しよう』で引き受けてもらう。言ってみれば、ちょっとしたボランティアだ。害がい獣じゆう駆く除じよや要人の護衛など、少々荒あら事ごとが想定される依頼を選ぶといい。君たちほどの実力があれば、そう危険もないだろうし──何より実戦経験は、いつか大きな財産となるからな」

「なるほど……」

　魔剣士として日々依頼をこなしていれば、体が鈍ることはないだろう。

「でも……停学処分を受けた俺たちが大手を振ふって外を歩いていたら、問題にならないでしょうか？」

「それについては心配無用だ。私が『罰ばつとしてボランティア活動を強制させた』という体ていを取るからな。つまり形式上は、千刃学院の理事長が生徒へ下した『罰』だ。これに対する異議申し立ては『理事長権限』への干かん渉しようとなり、政府管かん轄かつの聖せい騎き士しによって厳正に処しよ罰ばつされる。──うんうん、さすがは十八号。やはりあいつを拾ってきたのは正解だな！」

　先生はそう言って、さも満足げに頷うなずいた。

（十八号さんはこうしている今も、寝ねる間を惜おしんでずっと働いているんだろうな……）

　彼の犯おかした罪のぞきは、決して許されるものではないが……少しだけ不ふ憫びんに思えた。

「でも、魔剣士かぁ……。実は前からちょっと興味があったのよね」

「ここらで実戦経験を積むというのも悪くないな」

　そんな少し浮うわついた雰ふん囲い気きに釘くぎを刺さすように、先生はゴホンと咳払いをした。

「これから君たちは、魔剣士として学院外で活動するわけだが──くれぐれも『黒の組織』には気を付けるようにな」

　黒の組織とは、近年国内を賑にぎわせている大規模犯罪組織だ。薬物の製造・密輸、人身売買、要人の暗殺──様々な犯罪行こう為いに関かん与よしている。聖騎士がその誇ほこりにかけて組織の撲ぼく滅めつに動いているが……結果は芳かんばしくない。首しゆ謀ぼう者しや、本ほん拠きよ地ち、その目的に至るまで、全く何の情報も摑つかめていないのが実情だ。

「はい、わかりました」

「あそことは関わりたくないわね……」

「承知した」

　そうして全員がその忠告を聞き入れたところで、先生はパンと手を打った。

「それではアレンの体調が完全に回復し次し第だい、すぐにでも魔剣士として活動を始めてもらうつもりだが……異存はないな？」

「はい」

「もちろんよ！」

「魔剣士か……。少し懐なつかしいな」

　こうして俺の魔剣士としての新たな生活が始まろうとしていた。
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　リーンガード皇国の都──オーレストから東へ進んだところに、ドレスティアという大きな街がある。そこは『商人の街』とも呼ばれ、多くの豪ごう商しようが居を構え、通りには派手な看板を掲かかげた露ろ店てんがいくつも立ち並ぶ。その大通りでは昼夜を問わずして活発な人の往来があり、活気のいい客引きの声が絶えず響ひびき渡わたる。

　時刻は深夜二時過ぎ。ドレスティアでも一ひと際きわ人通りの少ない路地裏で、一人の男が狂くるったように笑いながら、ひたすら『ナニカ』を足あし蹴げにしていた。

「あは、あははは、あはははははは！」

「……っ」

　ボロ雑ぞう巾きんのような状態となり、蹴けられてもわずかにうめき声をあげるだけのそれは──かつて百ひやつ花か繚りよう乱らん流りゆう最強と謳うたわれた凄すご腕うでの剣士だった。

　そこへ仕事を終えた彼の先せん輩ぱいが注意を促うながす。

「お、おい新入り！　もういい、やり過ぎだ！　とっととずらかるぞ！」

　男の足はピタリと止まり、人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべる。

「あはぁ、すみません……。楽しくなっちゃって、つい……」

　こんな凶きよう行こうを起こした人物は、意外にも素直に謝った。

　その口は喜き悦えつに歪ゆがんでいるが、黒いフードを目ま深ぶかにかぶっているため、いったいどんな表情をしているのかは正確にわからない。

「こっちだ、急げ……！」

　そうして彼は、全身黒尽ずくめの服を着た十人の仲間とともに、事前に用意しておいた馬車へ駆かけ込んだ。彼らが大事そうに抱かかえる風ふ呂ろ敷しきには、まばゆい輝かがやきを放つ金銀財宝がこれでもかと詰つめ込まれていた。黒装しよう束ぞくの集団は巷ちまたを騒さわがせる『黒の組織』の末まつ端たんであった。

　上から指示された標的を始末し、指示されたものを略りやく奪だつし、指示された通りに仕事をこなす。そんな鉄てつ砲ぽう玉だまのような使い捨ての存在。

　だがその中で、何度も元の場所へ戻もどってくる優ゆう秀しゆうな鉄砲玉があった。

「あはぁ……今日はいい夜だなぁ……」

　先ほど楽しげに笑いながら、動かなくなった肉につ塊かいをひたすら踏ふみ続けていたこの男だ。

　末端にいる者は、誰だれ一人として彼の素す性じようを知らない。

　しかし、ただ一つ──恐おそろしく強いということだけは知っていた。裏稼か業ぎようにおいては、それだけが全てであった。それだけで彼は、一定の信用を置かれていた。

　彼は馬車に乗り込む前に摘つんでおいた一輪の花を取り出し、その花びらを一枚一枚千切り始める。

「──好き、大好き、好き、大好き、好き……大好き！」

　花占うらないの結果に満足した男は、両手で自分の体を抱いだいて身み悶もだえる。

　一いち陣じんの風が吹ふき、黒いフードがとれた。特とく徴ちよう的な青い髪かみは後ろでまとめられ、月明かりに照らされたその素す顔がおには──大きな太た刀ち傷があった。その傷を除けば、目鼻立ちは非常に整っている。元々は端たん整せいな顔立ちであり、生まれも良かったことから剣術学院の女生徒にも人気があった。

　花弁のなくなった花を口へ含んだ彼は、恍こう惚こつとした表情でその顔にある大きな傷きず跡あとを愛いとおしそうに撫なでる。

「あはぁ、やっぱりそうだよ……！　僕たちはずっと昔から運命の赤い糸で結ばれているんだよ……っ！　ねぇ、君もそう思うでしょう……アレェン？」

　男の名はドドリエル＝バートン。かつてアレン＝ロードルに敗れた、失意の天才剣士だ。








あとがき






　はじめまして、月つき島しま秀しゆう一いちと申します。

　Ｗｅｂで毎日お会いしていた方も書しよ籍せきで初めてお会いする方も、この度は『一億年ボタン』の第一巻をお手に取っていただき、本当にありがとうございます！

　本作は『小説家になろう』にて、凄すさまじい数の読者様から支持をいただき、とんでもない速度で年間ランキング一位に輝かがやきました。

　信じられないことに東京ドームが満員になるほどの読者様が、『毎日』読みに来てくださっています。みなさまの応おう援えんのおかげで、本作は書籍化することができました。本当にありがとうございます！　物語はまだまだ続きますので、今後ともよろしくお願い致いたします。

　さて──この書籍版はＷｅｂ版に大量の加筆を入れ、新規書き下ろしを挟はさみ込み、より面白くするためにイベントを改変したものとなっております。いわば『超ちようスーパーパワーアップバージョン』です。

　ここまで私が執しつ筆ぴつしてきた作品の中で、まさに『最高傑けつ作さく』といえる出来栄えです。これをお読みになられた読者様が、少しでも楽しんでいただければ幸いです。そして十二月二十日──ちょうど二か月後に発売予定の第二巻も、ご期待いただければと思います！

　それでは以下、謝辞に移らせていただきます。

　素晴らしいイラストを描えがいてくださったもきゅ様、いろいろなお話を聞いてくださった担当編集様、誤字脱だつ字じを修正してくださった校正者様、その他『一億年ボタン』の制作にかかわっていただいた大勢の関係者様──本当にありがとうございます。

　そして本作を手に取っていただいた読者様、本当に本当にありがとうございます！
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